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（午前 ９時００分 開会） 

○辻委員長 おはようございます。 

  ただいまから再開し、直ちに本日の会議を開きます。 

  まず、会議を開くまでに質疑を受けるまでに訂正が２カ所ほどありますので、担当の

方から訂正方、よろしくお願いします。また、あとで訂正文については最終で差しかえ

るということで、今、口頭で説明していただくということで、よろしくお願いします。 

  巻企画財政課長。 

○ 巻企画財政課長 きのう里川委員の方から御指摘がございました主要な施策９４ペー

ジの事業名、職員駐車場の管理におきまして説明内容等が誤りがございましたので、ま

ことに申しわけございませんが、訂正をさせていただきたいと考えております。 

  その内容につきましては、職員駐車場の管理におきまして来客用駐車場の管理の部分

も経費が含まれておりましたことから、それを明確にするため職員駐車場の管理、そし

て来客駐車場の管理として二つに分けて説明の方をさせていただきたいと思います。 

  以上でございます。よろしくお願い申し上げます。 

○辻委員長 次、衛生費で。西本住民生活部長。 

○西本住民生活部長 冒頭から申しわけございません。資料の訂正、それから施策の成果

の一部の訂正ということで２点ばかり訂正をお願いしたいと思います。 

  まず、決算委員会の資料の方でございます。ごみ処理方法一覧という資料を昨日お配

りしていただいております。この横になった図柄のあるごみ処理方法一覧という資料で

ございます。この上から５枚目ぐらいになろうかと思いますけども、そうしましたら上

から２段目、ごみの種類のところの不燃ごみでございます。こちらの方の平成１９年度

実績の列の欄でございますけども、１トン当たりの単価４３円とございますのが、この

４３円が間違っておりまして、１トン当たりの単価は４万３，０５０円と御訂正をいた

だきたく存じます。 

  それから、同じ一覧表のもう一カ所でございますけども、上から五つ目、その他プラ

スチック類のところでございます。それも同じく平成１９年度実績の欄で、１トン当た

りの単価が４６．２円となっておりますのが、これが誤りでございまして、１トン当た

り単価は４万６，２００円でございます。それぞれ御訂正をいただきますよう、よろし

くお願いを申し上げます。 

  それともう一点でございます。今度は施策の成果報告書の２０２ページでございます。
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この施策の実施内容のところで一番下の表でございますが、このし尿処理の状況の表で

ございます。この中で、平成１９年度の処理費の数値が誤っております。また、その一

番右端の方の１キロリットル当たりの処理費及び住民１人当たりの処理費の数値も誤っ

ておりまして、それの訂正でございますが、まず、平成１９年度処理費でございます。

１億１，８５９万４，０００円、表で言いますと１１８５９４という数字が誤っており

まして、正しくは１億５０２万３，０００円、数値で申しますと、正しくは１０５０２

３でございます。 

  それから、その行の右の方でございます。１キロリットル当たりの処理費でございま

す。これにつきましても１万１，３３０円となっておりますのが、これが誤りでござい

まして、正しくは１万３３円、数値で申し上げますと１００３３円でございます。 

  またその横、住民１人当たりの処理費の数値も誤っておりまして、４，１５３円が誤

りでございまして、正しくは３，６７８円が正しい数値でございます。 

  申しわけございません。訂正の方、よろしくお願いいたします。また、これ最終のと

きに訂正をしたページをお渡しさせていただきたいと思いますで、よろしくお願いを申

し上げます。 

  以上でございます。 

○辻委員長 それでは、第４款衛生費で質疑を受けたいと思います。ページ数は１６５か

ら２０４ページでございます。 

  西谷委員。 

○西谷委員 一個ずつやっていきます。まず、１９０ページのＩＳＯ１４００１の件なん

ですが、成果啓発ということで実績書かれてるんですが、実際には相当皆、１ＳＯをや

られている市町村にあってもある程度の軌道が乗ってきた、あるいはもう財政的に負担

がかかるので職員もある程度そういうことを理解したので、除いて方法としては同じよ

うな従来そのＩＳＯでやられた方法はやるけども、実際には加盟しないでやっていくと

いう町村がふえてるという新聞記事を読みました。 

  そこで斑鳩町としても相当職員もそういう研究をされてるやろうし、実際には実践さ

れている中では、わざわざこれをすることによって過度の報告とかしなければならない

ということの中では余分な負担がかかるのではないかなと思うんですが、この辺のとこ

ろで、もうぼちぼちこの辺のところは見直したらどうかなと思うんですが、その辺はど

うでしょうか。 
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○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 このＩＳＯ１４００１の認証でございますが、斑鳩町役場が環境保全

に率先して取り組むということで、平成１５年２月２６日に認証取得をさせていただい

たわけでございますが、やはり世界共通の規格でありますＩＳＯ１４００１というよう

なこの認証をやはり取得するということが、斑鳩町役場がいかに率先して環境に取り組

んでいるということをあらわすものであるというように考えているところでありますの

で、今後も引き続きＩＳＯ１４００１の認証を継続して取得してまいりたいというよう

に考えております。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 実際、これ認証ずっと続けていくというのは、年間でどれぐらいの費用が要

るんですか。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 平成１９年度につきましては、これは内部の環境監査の養成研修とい

うことで、費用の方は８３万円ほどかかったんですけれども、例年でしたら大体この定

期の審査料ということで３２万から３３万ぐらいの年間の経費が最低必要になってくる

と。３年に１回の更新審査のときには、大体で五、六十万ぐらいの審査料がかかってく

るということでございます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 更新のところで五、六十万ですか。それで実際には認証のときには、当然今

までのどういう成果、この３年間でやってきたいということをその報告書という形でま

とめる中では、相当それにかかわる職員とかが残業とかということで、これ以上の金が

かかってるんちゃうかなと思うんですが、実際のこういう１４００１の認証の中で、そ

の作成費、報告書ですね、報告書をするのに残業というのは、どの程度の残業を毎回さ

れているんですか。 

○辻委員長 西本住民生活課長。 

○西本住民生活課長 残業といいますより通常の勤務の中でこなしておりますので、ＩＳ

Ｏ１４００１にかかります事務量が、どれだけ残業があったという数字はつかんでおり

ませんけども、平成１４年度から取り組んできております中で、職員の事務の内容とい

うのは定着してきていると。通常の事務の中で、このＩＳＯ１４００１の報告なり、ま

た、内部環境監査等をやっておりますそういった報告書の作成等につきましても行われ



－ 6 － 

ているというふうに考えております。 

  それから、このＩＳＯ１４００１ですけども、今、役場庁舎が認証受けてますけども、

今、各出先の方へ順次拡大をしております。これは職員でＩＳＯ１４００１を検査、監

査していこうということで上下水道部の方、それから衛生処理場の方、出先の方でそれ

ぞれ職員が監査を行いましてＩＳＯ１４００１の拡大を図っているところでございます。 

  また、今後もそういった職員で出先の方につきましては、ＩＳＯ１４００１の拡大を

図っていきたいと、そんなふうに考えております。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、出先については職員がそういう形でやっていくということですので、で

きたら私は、もうそれぐらいできる力が職員の方についてるとしたら余分にそういうこ

とをかけなくてもいいんじゃないかなというふうに思います。これは私の所見というこ

とでしておきたいと思います。 

  次に、１９１ページの竜田川の流域生活排水対策推進協議会ですか、廃油を集めて今

やられてるんですが、実際にその廃油のところでやられている中では石けんという形で

やられて、それは非常に住民の中では評判が悪いと。別に要らへんのちゃうかなと、あ

んな使えへん石けんという部分の中で、そういう声があります。 

  一方、今、画期的な技術ができて、廃油が簡単に石油に変わるような技術が開発され

てるということをこの前ちょっとテレビで見ました。実際に私が見た中では、灯油７に

対して廃油３を混入してコーヒーメーカーで実験されてたんですが、触媒の粉を入れま

したら、たちまちにして液がまざって、後はろ過したらちゃんと石油になるというよう

なものを見てまして、これぐらい簡単にできるんやったら、今まで斑鳩町は、大和川の

水質汚濁のそういう関係の中で、河川の汚濁ということで石けんという形でされてたん

やけども、こういう技術がある中では、あるいは油が高騰する中では、石油に変わるよ

うなそういうリサイクルですね、そして、その油を例えばごみ収集車なんかに循環して

入れるような形でした方が住民に目に見える形でＰＲできるんちがうかなと。 

  実際、そのテレビの中では、これはガイヤの夜明けでやってたんですが、普通の石油

に比べて、少なくとも１０円から１５円ぐらい単価が安くできるという話でありますの

で、ぜひともこういうところは、やっぱり住民が一生懸命努力した分については、住民

の目に見える形で循環が行われる、リサイクルが行われているという部分を見せるとい

うのも非常に大事やと思うんで、その辺のところ検討していただきたいと思うんですけ



－ 7 － 

ど、どうでしょう。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 今、竜田川流域の関係等については、生駒市、平群町、斑鳩町という１市２

町でやっておるわけでありますけども、こういう中で、昨今こういうバイオ等が出てま

いりまして、とにかく今、原油が上がって油が高いという中でいろいろ創意工夫をされ

てやっております。 

  せんだって生駒市が、この関係等については天ぷら油２、あるいは灯油８と、２、８

の関係で生駒のコミュニティバスを試運転をされまして、我々も平群の町長も一緒に同

席をしたんですけども、こういう関係等について最初の出発は、やはり家庭から出る油

を回収するというところから始まっておりまして、当然こういう問題等については、

我々もそういう点から今、担当とその経費がどうなのか。今、西谷委員がおっしゃるテ

レビのガイアの夜明けというのは、テレビというのは、そういう機械を設置するとかそ

ういうものを全く言いません。ただ、コーヒーメーカーのそういうもので沸かしてやっ

たらこれやというけども、その機械がかなり金がかかりますからね、それを生駒市にお

願いするのか、あるいは平群と共同でやるのか、そこらをやっぱりこの１市２町がこれ

から協力をしながら、また、この１３日には県の文化会館で菜の花プロジェクトのそう

いう会議の関係でそういうこともされますから、そういう点についても我々勉強をしな

がら、そういう点についてどうあるべきかと。 

  いろいろとこういう点についていいということでされるんですけども、結局その問題

は、コストが高くなると。そういう設置するものについて、やっぱり機械が高くついて、

あと維持倒れするということもございますから、よほど慎重に取りかかっていくという

ことで、我々としては、そういうことの最善の方法を考えながら、今、生駒市と、ある

いはまた、そういう菜の花プロジェクトの関係等について研究をしながら担当課でも、

この平成２０年のときに、生駒がそういう点をやっておるんだから、竜田川の流域幹線

の関係等について協力し合いながら、そういう点についてはできるだけ早くそういうも

のができる、また、コストが安くついていけるような状況、環境づくりをしながら斑鳩

町も処理場の収集車にいってはどうかとかいう話をさせていただいております。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 相当今のこういうバイオの技術とかそういう環境エコの技術というのは、相

当関心もあるし、それが進んでますので、ぜひ新しい情報を取り入れて行政にも間髪を
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入れず生かしていただきたいなというふうに思います。 

  それでは次に、１９５ページの不燃物のこのリサイクルの関係なんですが、実際に

我々も議員としてリサイクルのビニールの工場へ行ったんですが、あるいは今、町の方

で環境のツアーで町民の皆さんをあちらへ連れて行かれて実際の現場を見ていただいて

ると思うんですが、実際住民さん見て素朴に思うのは、住民が出したきれいなビニール

と汚いビニールをせっかく住民が分けてるのに、それをもう一度一つの袋に入れて出す

と。それを町が収集して、今度はヤマゼンへ持って行って、今度はヤマゼンの方で向こ

うの職員がベルトコンベアで手をかけて、またきれいなやつと汚いごみを分けるという

のは、どう見ても私はむだな感じちがうかなと思うんですが、実際にこんなんは簡単に、

せっかく住民が苦労をしてきれいなビニールごみと汚いビニールを分けたとしたら、こ

れをそのまま別々に集めたら、実際にヤマゼンで処理される場合でもその単価は安くな

るはずですから、そういうことを何ででけへんのかなと素朴に思うんですが、その辺は

どうですか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 西谷委員のおっしゃるように、ヤマゼンがどうかというよりも、これはやっ

ぱり一番問題は、議会でも議論がありましたように、こういうビニールとか塩化ビニー

ルの関係からダイオキシンが発生するということで、ビニールの関係において非常にや

かましく言われてきたんですけども、その点については、知事は御所の南都興産の重阪

へサンドイッチ工法で焼却すると。そのとき議員さんから、斑鳩のビニールごみをそう

いう御所へ埋めていく。そして満タンになったらそこを埋め立てるということについて、

やっぱり斑鳩町として、そういう点については非常に問題があるというところから検討

委員会を立ち上がって西谷委員も委員に入られて、なるほどそういう点については結構

だなということを言っていただきました。 

  ただ問題は、伊賀市がこれを受け付けていただかなかったら、何もヤマゼンが問題じ

ゃなしに、伊賀市がこれを受け付けてくれなかったらいけないんです。伊賀市に税金を

払いながら、そして伊賀市が地域の住民の方々に斑鳩町のこういうプラスチックきます

よということで承諾をいただいて、そして平成１７年の１０月から稼働させていただい

た。当然サンドイッチ工法で南都興産では１億３，０００万近く使ってましたけども、

これでやっぱり６，０００万ぐらいですから、非常にその当時も西谷委員さんは、そう

いう点ではいいんじゃないですかということも御提案されたと思います。 
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  確かにおっしゃるように、問題は、やっぱりリサイクルできるものはいいですけども、

できない部分は必ずどこかへほかさなければならない。そういう問題がございますから、

やっぱり十二分にこれは検討させていただいて、どこの方もおっしゃいますけど、斑鳩

町さんは非常によろしいですね。そういう点では、伊賀市に御協力を求めていかれると

いうことは、そういう自分ところのまちから出てくるビニールごみでもできるだけきれ

いにしていこうという姿勢が出てるんじゃないですかということも問われておりますし、

私は、やっぱり自治会長さんあたりが過去何回か行っていただきますと、こんなん住民

さんにもっと徹底された方がよくわかりますよと。斑鳩町のパレットを出してきて、斑

鳩町のこのビニールごみをこうして分別しますよということですから、やっぱりそうい

う点については御理解をいただくのやなということで、今後ともそういう点については、

私はやっぱりこういうごみの問題というのは非常に難しい問題あろうと思いますけど、

住民の協力なくしてできませんから、私は、この関係等については値段的にも１億３，

０００万払ってたやつが六、七千万で終わってるということについては非常に効果があ

ったんではないかなと。今後とも住民に対して、そういうことを環境学習会等で十分説

明申し上げてやっていきたいと思っております。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 町長うまいことごまかされますけど、そうやのうて私が言うてるのは、要は、

ビニールごみを集めてるのに、せっかく住民はきれいなビニールごみと汚いビニールご

みを分けて分別しているにもかかわらず、出すときには一つのビニールの袋の中へきれ

いなビニールごみと汚いビニールごみを入れて出すと。それをそのまま町が回収して、

今度はヤマゼンへ持って行って、今度はヤマゼンの方で、その斑鳩町のきれいなごみと

汚いごみと入った一つの袋を分けて、また向こうで選別するというこの作業は少なくと

もむだやし、結果としてそのごみ処理の単価が高なってるのとちがうのかということで

すね。 

  そしたら、もともと分けた部分は、きれいな部分はきれいな部分、汚い部分は汚い部

分という形で要は集めたらそれで済む話ちがうんかな。私も議員で実際に向こうへ行っ

たときに質問して、これ斑鳩町のビニールごみがきれいなごみと汚いごみと一緒にまざ

ってここで選別されてるけど、これきれいなごみはきれいないごみ、汚いごみは汚いご

みで出したら当然単価は安くなるんですよねというたら、安なるということを向こうの

業者はおっしゃってましたよ。そういうこと簡単なことやと思うけど、そんなこだわる
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ようなことやないのと違うかなと。簡単にできることやないのかなと思うけど、どうな

んですか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 住民がすべてが西谷委員おっしゃるように、きれいなごみと汚いビニールと

か分けてくれはるというもんだったらいいですよ。ただ、中には混色されて、私は１７

年の１０月ごろにちょうど岡田町へ行ったときにも、町長さん、マヨネーズのああいう

袋のあれとかそういうやつは中をしますけども、それを結局最後まできれいにできれば

いいけども、できない場合はどうですかというたら、やっぱりそれをほかしますからね。

やっぱりそういう点については、住民はそういう努力はされてますよ。されてるけども、

西谷委員さんおっしゃるように実際に明らかに完全にきれいなビニールと汚いごみとい

うふうに完全に分けてくれはったらいいけど、可燃物でもそうじゃないですか。可燃物

の中にも絶対に今の袋の中にも燃えるごみだけということじゃなしに、その中にビニー

ル入ってる人もあるわけですから、それは摘出するというのはなかなか難しい問題です

しね、やっぱりそういう点については、すべてが徹底されればいいけども、おっしゃっ

てるのは、皆さん方守っていただくということだったらいいですけども、なかなかそれ

ができないということで環境学習会を各大字へ行ってですね説明を申し上げて、皆さん

にその中でも質問が飛んでくるわけです。御質問は、こういうものは入れてよろしいか、

こういうものは入れたらいけませんかというそういうありがたいいろんな御意見があり

ますから、我々としては、そういう点について、明らかにきれいなビニールごみと汚い

ものと分別されたものをきれいにできれば最高でございますけど、そういう努力に近づ

けていくことが一番大事なことなんですけども、なかなかそういうことが周知徹底でき

ないということに問題があると思います。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 町長が言われることもそれは一理あるんですが、実際に町の言うてはるきれ

いなビニールごみと汚いビニールを分けてくださいよという形で言うてることに対して

ちゃんとしてはる住民の方々から、実際に町のとおりやってる住民からその収集方法で

不信感が出てるんですよ。何で我々がきれいに分けたやつをもう一遍一緒にしてせなあ

かんの。それで実際に向こういったら、それをまた向こうの処理職員が分けてはるやな

いのという分なんです。 

  そしたら、実際に住民が少なくともマナーが悪くて、そのごみをきれいなごみと汚い
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ごみというのを分けられへんねんということを前提にして行政をするとしたら、別にき

れいなごみと汚いごみを分けてくださいというようなことを言わんと、ビニールごみは

一つの袋に入れてくださいということで、それで済む話じゃない。 

  だから、その辺が片方では分けてほしいといいながら、現実的には出し方見てたら、

別に分けても分けへんでも同じような出し方という部分について、住民は、これだけ

我々が一生懸命町の言うとおりに分別してるのに、その処理方法がほんまにこんなむだ

なことしてええのというのが住民の意見なんです。だから確かに可燃物見てても、まざ

ってる人はまざってるし、きれいにされてる人はきれいにされてるということの中では、

すべて１００％分別されればいいですけども、そんなことは恐らく無理やと思うんです。

そやけどちゃんと出してはるという、きれいに分別してるという人のことをやっぱり視

点において私は行政せなあかんのとちがうかなと思うんです。 

  だから、きれいなごみを出してきはって、確かに町長が言われるように、きれいなご

みやいうても、その中でまざるかもわかれへんと言いますけど、きれいなごみと汚いご

みと分けてくださいというたときに、ずぼらな人は汚いところへ皆入れはるんちがうか

なと僕ら素朴に思いますねんけどね。だから、もう少しそんなに一遍やってみて、問題

点明らかにしてから検討するような形でできへんのかなと思って。そんなに難しいよう

な私らは収集でそれぐらいきれいなごみと汚いごみを分けることによって手間が余計か

かるとかということも、そんなにかかれへんような気がするんですけどね。どうしても

でけへんと言うけど、もう一度聞くけど、住民の方にも私は説明せなあきませんので、

でけへんとしたら、こういう理由ででけへんのだけちょっと町長教えてください。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 住民の方に説明するというのか、行政はそういう点で、もう当然皆様方にお

願いしてるわけです。そういう人は守っていただいているわけです。とにかくきれいに

しよう、あるいはそういう汚いやつをそうしようと。私自身もビニールとかペットボト

ルとか全部洗ってそれをビニールのところへ入れますけども、やっぱり片一方では透明

のビニールと、それからまた色つきのものとが出てまいりますからね、そういうことを

いろいろ工夫しながら我々もしとるわけです。 

  ただ、住民に説明するという西谷委員さんおっしゃるけども、結局、住民にはきれい

なビニールとそれは分けてくださいと言うてますけども、しかし、それができないとこ

ろもあるわけですから、当然私らは守っていただくというのか、いつも議会でも出てく
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るように、やっぱり行政がそういうことをしてくださいということで行政が守れば必ず

住民は守ってくれるんです。しかし、やっぱりその中にも一部分そういう点があります

から、そういう点をどう分けていくのかということを住民さんに説明してたかて、やっ

ぱり守る人は守ってくれるし、守らない人は守らない。恐らく守ってる人は、そんなこ

とを恐らく言わないと思います。結局きれいなごみ出して、私はやっぱり言われたとお

りこうして守ってますよということで。だから一番いい例が瓶と缶じゃないですか。瓶、

缶でも当初は皆、ラベルはがしたんですよ。そして段ボールの入れて出していた。それ

がいつの間にかパッカー車に入れられて、そういうことについていろいろ議論が出てき

たんです。そしたらリターナブルの関係の瓶だけは引き抜いて、そしてあとは、それを

結局斑鳩町の場合は関西メタルワークへ持って行きますけども、そこで全部分別してい

ってやっていくということになってますように、やっぱりいろいろと私はそういう点に

ついても、当初は住民の方々から、町長さん、そんなもんひどいですよと。ラベルをは

がしてたわしですってやってるのに、結局今度回収を見たらパッカー車へ皆入れられる

と。割れてしまうのもあればいろいろありますという議論もありましたけども、そうい

うこともいろいろと日進月歩というのか、いろいろな事情が進んでいく中で、やっぱり

一番問題になったのはダイオキシンの問題なんですよ。だから塩化ビニールをどう対処

していくかということになってきて、塩化ビニールだけでは無理だから、そしたらプラ

スチックとかそういうものについていろいろと区別していこうということでいろいろと

手法を凝らしていると。一番問題はダイオキシンの問題ですよ。塩化ビニールをどうい

う除去をするんだといういろんな議論から、やっぱりそういう点については、ビニール

とかそういうものについては大事なことやろうと。当初は斑鳩町の場合は、そういう点

で御所の重阪のとこにサンドイッチ工法でやらしていただいたと。割と値段がやすくと

いうところで１億３，０００万払うということでいろいろとそういう資源物の検討委員

会を企てて、そういう点については皆さん方の御意見をいただきながらやってきておる

わけですから、西谷委員おっしゃるように、当然皆さん方守っていただければ、そうい

うことでもっと安くなると思いますし、また、そういう点については業者にもそういう

ことを申し上げられますし、そういう点については、町としても環境学習会でいろいろ

と申し上げて努力をしてまいりますので、そういう点については、すべて住民の方々が

守っていただければ言うことないですけども、その点については努力をしてまいりたい

と思います。 
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○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 これについては平行線ですので、これでおいときます。 

  次に、１９６ページのペットボトルなんですが、一般質問の中でもペットボトルにつ

いては容器リサイクル法に基づいて処理していくんだということでおっしゃってます。

実際に全部の地方自治体の中で、半数以上が容器リサイクル法にのらない処理をしてい

る。それは何でやいうたら、せっかく住民から公費をかけて集めた部分を、できるだけ

高いところでお金にかえて財源の一部にしたいという声がこういう流れになってると思

うんですね。 

  それで、実際には容器リサイクル法の業者であってもそれではもうペットボトルが集

まらないということの中で、実際にペットボトルの回収業者が、ちゃんとお金を払って

自治体にペットボトルを買いにいっているという現状もあります。 

  その中で、私は、せっかくきれいに洗って住民が出されたペットボトルについては、

当然それは売れるものはできるだけ高く売って、ごみ処理費の一部にすべきやと思いま

すし、今、一般質問の中では容器リサイクルそういうふうにしたら、いざそういう業者

が、売れんようになったときに困るからということをおっしゃってましたけども、実際

に今の世界的な流れの中では、もうペットボトルというのは資源として考えなあかんね

という習志野市のそこの所長の話が出てまして、まさに今は中国そのものがペットボト

ルが消費されていて、それに使われてますけど、これは逆にいうたら、世界の流れの中

で、ペットボトルあるいは原油高騰の中では、当然そういう形で流れてくると思うので、

ぜひともペットボトルについては、やっぱり売却するというような形で私は検討すべき

やなと思うんですが、一般質問で言われたように、町長の容器リサイクル法は確かに法

に基づいてあれができてますけども、もう半数以上の地方自治体が、やはり売れるもの

は売れるという形の流れの中では、私は、別に斑鳩町そんなに容器リサイクル法にこだ

わる必要はないんちがうかなと。実際に住民から集め、住民の方々が出してこられたペ

ットボトルで、そして町が税金をかけてそれを集めている。そのかけた税金のたとえ何

割かでもちゃんと返るような形でするとしたら売るということが基本やと思うんですが、

再度ちょっとお尋ねします。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 一般質問でも答弁をさせていただきましたように、ペットボトルを売ればお

金になるということでございますけども、私は当初から、今、西谷委員おっしゃること
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も前の議員の方々もそういうこともおっしゃいました。中国が高く買うから、やっぱり

そういう点ではペットボトルを中国へ売った方がいいんじゃないかと。 

  しかし、私はやっぱりこのことを考えますと、一番問題は、今我々は、生駒の市長も

またその全国の高島の市長とか、あるいは志布志の市長とかですね、そういう地球環境

ネットワークという自治体がやってます関係で、やっぱり今一番日本がおくれているの

は、デポジット方式だと、そういう点で、やっぱり生産者が当然そういうものについて

は、その地域でその自治体にそういうお金を支払うということをしなかったらいかんと、

もうこんなんは必ずそういうことばっかり繰り返して、この問題等については、私は一

般質問で申し上げたとおり、何かと言いますと、今、中国はもうこのペットボトルはリ

ターナルなんです。もう全部使うんです。再生するんです。日本の場合は、もうすべて

違うんです。統一になってないんです。サントリーが出す、あるいはどのペットボトル

が全部違うんです。そやからこれが一番難しい問題なんです。だから、中国がこの間、

胡錦涛さんが日本へ来られたときに、町田市のペットボトル工場を視察しているんです。

そういうとこを考えますと、やっぱり中国にとっても、これからオリンピックが終わっ

て、これからどうなっていくかということにいろいろな問題なんです。 

  この間も中国は、この間もオリンピックの関係でも、飲料水の関係は全部コカコーラ

なんです。コカコーラ１社しか入ってないんです。それを飲まなかったら、まあ言うた

ら、中国としては認めないということでやってますよね。やっぱりいろいろな問題等が

これから派生してくると思います。 

  私はやっぱり、当然この容器リサイクル法というものがございますからね、当然そう

いう形をとっていくのが、私は安定的なもんであろうと思っていますし、一時的にお金

が入るけど、一番いいのは缶なんです。缶は当初はスチールでもアルミでも全部売れた

んです。買ってたんです。しかしもうスチールは買わない、そしてアルミもだんだん値

が下がってきたということで、昨今は値が上がってますから、今もう障害者の関係のあ

ゆみの家も、虹の家さんも一生懸命アルミ缶を集めておりますし、朝その缶、ビンを集

めるときに、アルミだけを引き抜いて行かれる方もおられます。いろいろと事情が変わ

ってきていると思います。やっぱりそういう点について、我々はペットボトルについて

は、これはもう容器リサイクルということで斑鳩町はずっと踏襲していますから、今後

ともやっぱり容器リサイクル法でいきたいと思っております。 

○辻委員長 西谷委員。 
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○西谷委員 実際に、容器リサイクル法で認定された業者そのものが業として成り立って

いかないような現状があると。なおかつ今までお金をもらって、それで原料のペットボ

トルをもらっていた業者がつぶれたりとか、立ち行かなくなった。あるいは金もらって

ペットボトル入るということができなくなったから、わざわざ地方自治体にペットボト

ルを買いに行くという現状がある。この前の高石市の小学校のことがちょっと出ていた

んですが、ペットボトルの業者が小学校へペットボトルの回収機を置いて、それは何で

やいうたら、ペットボトルが入れへんから確実にペットボトルを集めるためには、もう

そういう方法しかないんやということで、小学校へそういうペットボトルの回収機を置

いている。それ持ってきはった分については、コインが溜まったら、そこのつくってい

るペットボトルでつくったマットとかそういうのをやるんやということをやっていて、

相当、子供にも好評で、学校としては小さいときからそういうペットボトルとかという

部分についてリサイクルを実践するというような方法で、非常に成果を上げてるみたい

な報道があったんですが、私は例えば容器リサイクル法にせえへんかったら、こんな逆

にそういう方法でも、とにかくペットボトルを通じて、子供たちにも、あるいは町民に

もそういうリサイクルをしていく上では、こういう方法も一つの方法違うかなというふ

うに思うんですが、実際に例えばそういう方法っていうのは考えられませんか。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 今現在は、ペットボトルではございませんけれども、空き缶の回収機

ということで、旧の保健センターと、それから西公民館、東公民館に３台置かせていた

だいているということでございますので、これはもう缶をポイ捨てしない地域づくりと

か、あるいは子供さんの環境の教育になっていると思いますので、ペットボトルについ

ては、当然、容器包装リサイクル協会の方に処理を委託しておりますので、現在のとこ

ろはペットボトルの回収機というのは考えておりません。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 あのね、是非、私言うても内容をひょっとしてなかなか理解、実情は理解し

てもらえないのかもわかりませんねんけど、実際には、高石市の目黒産業というのがそ

ういうことをやっていまして、近所のとりあえず近くの高石小学校にそういうことを置

いて、これからそういう小学校を中心にそういうペットボトルを集めていこうというよ

うな計画があるらしい。そしたら、実際にそこで言うてはるのは、子供たちがまずペッ

トボトルを、家のペットボトルを持って来る。それと、子供が持ってくるもんですから、



－ 16 － 

非常にきれいにちゃんと再利用の中もきれいに洗ってあるし、ラベルもはがしていると

いうことでは、一番、最良ランクのペットボトルが集まる。なおかつ子供たちの環境リ

サイクルの参考にもなるという、勉強にもなるということで、ぜひちょっと担当課の方

で、そういう実態をちょっと調べていただきまして、理解をしていただけたらというふ

うに思います。一応とりあえずこの分についてはこれで終わっておきます。 

○辻委員長 ほかに。吉野委員。 

○吉野委員 ２つ質問させていただきます。 

  一つは、今の廃品と関係あるんですけども、もしかしたら環境対策のこととか、地域

に廃品回収の他府県ナンバーの車が回ってまいります。最近は非常に低速で、車のエン

ジン大丈夫かなというぐらい低速でゆっくり回りまして、大きな声で単車の廃品はあり

ませんか、それから、電機製品の廃品はありませんか、無料で回収いたしますと言って

来るわけなんですよ。本当、それ来ますと、必ず私のところへ一般の家庭の方から電話

が入りまして、音量何とかならへんのかと、ずうっと家の周りで言っているような気が

すると、こういう抗議がありましてですね、私もその運転手さんに注意しなければと思

ってはいるんですけども、もしかしたらこれ音量的には、適量の音量でやっているのか

もしらんしということもありまして、１回質問させていただきたいなと思っておりまし

て。 

  それから、廃品回収といって無料と言いながら、全部積んだ後でですね、これは廃棄

する費用がかかるんでと言ってなんぼかという要求をされたという例もありまして、こ

の辺は、斑鳩町内でこんな例がほかの地域であるのかどうかですね、音量の問題と、廃

品対策、お金の問題ですね、これ業者がやっていることですから、業者も商売で一生懸

命やっておられるというのはよくわかるんですよ、熱心にやっておられると。そういう

運転手さんに、うるさいというようなことは、ちょっと言いにくいなと思っていまして、

その辺はどうでしょうか。 

○辻委員長 すみません、吉野委員。答弁をされるとこやから、決算で一応、できたら委

員会のその辺のとこで質問をお願いしたいんですけども。 

○吉野委員 そのときで結構です。 

○辻委員長 今回の答弁ということで。小城町長。 

○小城町長 今の吉野委員さんのご質問ですけども、地域的にもやっぱり回っておられま

す。一番問題は騒音に抵触するのかしないのかという、これはもう声はそんなに高くな
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いですから、ただ問題は、うるさいというのか、もう何遍も回られるから、聞いたら、

一遍聞いたらまた二遍来る、三遍来るというとこに問題があろうと思いますし。それと、

結局その業者そのものに、結局、単車を出すとか、なんや出すとかいうて、また後のリ

サイクルの金をいただきたいということになってきますからね、町としてはできるだけ

そういう方には相談に乗らない、いろいろと今、水道でもいろいろな問題あると思いま

す。結局安くつきますよとかいろんなことで来られてね、それに従ったためにえらい目

にあったとかありますから、私はできるだけそういう点については、そういう問題は町

内にはたくさんあろうと思いますんで、もう日曜になったら、あるいはそういう単車、

あるいはそういうものを無料で引き取りますよということで回ってます。ただ、騒音の

問題等について、ただ問題はですね、やっぱり警察に届け出るか届けないかそういう問

題。それをやっぱりしていたら、追いかけっこなんです。仮に言うたら、もう警察に言

うている間にどこかに行ってしもてわからんというとこですね、これはもうルール的に

考えれば、これはもう必ずマイクとかそういうものを使う場合は、我々選挙でも一緒で

すよ。必ず何時から何時まで許可をもらうんですから。それは当然、平生でもこういう

手続は警察にしなかったらこれはだめなんですけども、ただやっぱりそういう点では、

もう皆さん、ご了解とはいかんけども、一応内諾ということでやっておられるような感

じです。ただ、音量そのものについては、何ホーンというのか、平群町が定めているよ

うなホーンには抵触しないとは思いますけども、やっぱりうるさいことはうるさいとい

うのか、やっぱり何遍も回って、その地域を何遍もグルグル回って、単車あるいはそう

いう洗濯機、冷蔵庫はございませんかとか回ってますからね、無料で引き取りますとい

うことですから、あるいはその青竹ああいうものも回ってますから、割と斑鳩町の場合

は、そういう地域、地域で何回も回る方が多いと思います。その点について、やっぱり

その判断ですよね、これに結局乗っていくのか、乗っていかないのか、それは当然、こ

う言ったらいかんけども、いやうち今こういう単車あるけども、それを出そうかという

ような感じになってしまってね、あんばい親切丁寧にしてくれますわという人もあるし、

そこらの問題だと思います。 

○辻委員長 吉野委員。 

○吉野委員 もう一つ、１８６ページの火葬場の件です。これは９月の一般質問の最初に

も一番最後の項目として、こういう内容で質問させていただきました。火葬場について、

各自治体に起こっている火葬場に関する諸課題と、当町の現状及び今後の予測を問うと
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こういう質問内容で、町長さんがいろいろご苦労されているというこれまでの歴史など

も伺いまして、なるほどと思いまして、今日またこの１８６ページを見ますと、きちん

とした数値として、年度ごとの、年度１９年度の数字はちゃんと出ております。私の質

問内容は、今、各自治体でいろいろな問題が起こっております。例えば、奈良市ですと、

夕方、日が暮れるころになってからじゃないと燃やしてはならんとか、そういうわけで

いろいろと手狭になったりしまして、他の自治体に依頼されていると。これ日本全国で

こういうことが起こっている、理由は、死者が死なれる方が年間１００万人を超えてし

まって、２０年後には１５０万人を超えるだろうというところに問題があるだろうと思

いますが、これについて、各課で環境対策課でしょうか、私の質問の当日、回答を用意

されていただろうと私は思いますので、それを今聞かさせていただきたいなと思ってお

ります。 

○辻委員長 西本住民生活部長。 

○西本住民生活部長 一般質問のときに、今後、今の現状と今後の火葬場の予測というこ

とでご質問をいただいていたと思います。この火葬場につきましては、平成９年３月よ

り供用開始をしている施設でございまして、現火葬施設につきましては、即日集骨を可

能としている施設です。高齢化が進む中で、火葬件数の増加が予想されるということで

ございますけれども、今現火葬施設には３基の火葬炉がございまして、午前１１時から

午後３時までの到着で１日４体までが即日集骨が可能となっております。 

  また、年間の火葬件数もここ数年大きな変動もなく、一定の件数で推移しております

ので、しばらくは３基の火葬炉で対応できるものと考えています。 

  今後、火葬件数が増加してきた場合でございますけども、現火葬施設にはもう１基の

火葬炉増設できるスペースも確保しておりますので、増設することでこれとの対応はし

ていけるものとこのように考えています。 

○辻委員長 吉野委員。 

○吉野委員 確か斑鳩の場合は、煙そのものをまた焼いて、色としては出てこないと、こ

ういう進んだ施設だということを聞いております。委員の中で私が一番近いかなと思っ

たりしてまして、心配ないということを聞いて安心はしております。一つの自治体では、

非常に高温で焼いてですね、すべて灰にしてしまうと、そういう希望も取り扱っている

んだと、灰になって千の風になってというような希望がこのごろふえているそうなんで

す。それをその自治体では、灰にまでして、ある離れ島、本島からちょっと離れた所の
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島で、そこで一体について幾らというふうにお金を取って、自治体のいわゆる町興しの

一環にしているというのが新聞に載っておりました。ですから、どんどん時代も変わっ

てくるだろうとは思いますけども、今のところは、火葬場というのは、このままの状況

で推移するだろうと思います。山添村に行きますと、火葬が少なくてですね、昔ながら

の埋葬が多いと、こう聞いておりまして、自治体問題にもいろいろあるんだなと思って

研修から帰ってまいりましたけれども。一応、斑鳩町では何の問題もないということを

聞いて安心をいたしました。以上です。 

○辻委員長 ほかに。西谷委員。 

○西谷委員 ２００ページの事業系ごみの関係で、ちょっと聞きたいんですが。実際に事

業系のごみというのは、平成１５年、１９年のこの資料見てもふえているんですが、一

方ここでごみ排出量状況の中で、住民一人当たりのごみ排出量という形で、平成１９年

１日当たり７００グラムですかいう形で出ているんですが、実際にこの数量の中には、

事業系のごみというのは、当然外れているという解釈のもとでいいんですよね。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 この中には、事業系のごみが入っているということでございます。入

った数値で、住民一人当たり７００グラムということでございます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 あのね、私、実際にこれまで町が示されたのは、ごみの有料化によって、斑

鳩町の住民のごみの量が減ってきたんやと、ごみの有料化はごみの減量化につながって

いるということで、実際に言われてきて、広報にも確か載っていたんですが、事業系の

ごみが逆にふえているということの中では、果たして事業系のごみが、斑鳩町内だけの

ごみなのかというのが、非常に不透明でございます。その中では、それで住民一人当た

りのごみの排出量を込みで入れられるということは、ちょっとそれは違うん違うかな、

町が考えている事業系のごみと、住民が片方で有料化によってごみの減量化していると

いうことの中では、この数字の出しかたと、町の考え方というのはちょっとあわへんの

違うかなと思うんですが、その点どうですか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 この関係については、事業系のごみも持ち込みでございますからね、そうい

う点については、うちは一般廃棄物の業としてするのは認めないということでございま

すから、当然、地元の方が持ちこんでいただけるということで処理していますから、当
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然、町内のごみを扱ったり、当然これはもうごみ焼却場の関係等の法律に基づいて、町

としてはやっていく。ただ、今現状は、業者が入りこんでいるというとこも聞いてます

から、そういう点では徹底的にやっぱり斑鳩町としては、業としている会社については、

一切持ち込みはささないということでしています。こういう点については厳しくやって

いこうということでやってますから。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、町長そういうのは、認めて、一般廃棄物業者は認めてないということな

んですが、実際にそうしたら、基本的には、多分これ当初、事業系ごみについては、そ

の事業をやってはる業者が直接処理場へ入れるというの、多分ここから僕は確か始まっ

たと思うんですよ。ところがいつの間にか、持ち込みを業者に頼んで、そこの業者の排

出される事業者の依頼を受けて代理であそこへ焼却場へ入れるという解釈のもとに今さ

れているんやと思うんですが、そこで、ちょっと僕も、今条例の差し替えの部分で、手

元に調べるあれがなかったんですけど、斑鳩町では、例えば、そういう排出、持ち込み

のごみの業者を条例に基づいて、ちゃんとそういうのは認めているというか、そういう

認めるというそういう条例はあるんですか、確かないような気がするんです。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 私が言うてますように、当然、事業所のごみが直接自分のもので持っていく

と。ただ、今、西谷委員おっしゃるように、結局ジャスコのごみは、ジャスコの車でく

れば問題ないですから、ただそういう点でどこかの業者がやっているんやないかという

ことでございます。この業としている業者は町としては認めてないんです。１社もない

んです。だからそういうことは、もうずうっと私が言うているようにですね、それはお

かしいわけです。だからそこで、やっぱり現場で待機して、それはだめですよというこ

とで、口論になれば、けんかになれば、当然、町としてもしかるべき行為をせないかん

ということで申し上げているんです。ただ、こういうことになってきたら、だんだんと

野放しになってくると、当時はいろいろと斑鳩デパートの問題もいろいろ言うてきまし

た、町へ。一々ごみ袋に入れてそんなもん持ち込みできるかという話もあったんです。

もう業とされていたら、当然そうじゃないですかと申し上げるわけですね。やっぱりそ

ういう中で、今一番大きな問題は、ジャスコさんとか、いろいろなごみが、ジャスコは

直接そのジャスコの車でくれば一番問題ないですけども、ある方がやってくる、おれと

こもそうなるやないかということですると、それはもうあかんと。だから事業主に対し
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ても申し入れをして、事業主も絶対にそういうことは町としては認めませんよという話

もさせていただきますけども、やっぱりそれはなかなか厳しい問題ですから、当然やっ

ぱり我々としては、事業系のごみについては、自分とこの車で、あるいは自分ところで

持ってくるということにしてほしいということを申し上げてます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 やっぱり、確かに最初は僕らもいろいろ聞いていたら、最初は１社やって、

それがいつの間にか４社ぐらいになってという話の中で、それもどうも斑鳩町内以外の

ごみが入っているみたいやというような、僕これは実際に私自身が調べたわけではない

のでわかりませんが、聞くと、やっぱり当然、分別がされてないということも聞く中で

は、抜き打ち検査をする、あるいは今の町長が言われているように、事業者に徹底して、

斑鳩町のごみは自分とこで自前で持ってきてもらうとかいうような、今の状況を何とか

歯どめをかけんと、また次に同じような業者がきたら、だんだん、だんだんふえて減る

ことがないような気がするんです。このあたりでもう一遍、ただなかなかしんどい仕事

やと思いますねんけども、その辺のところは、ちょっと力入れて、どこかで歯止めを、

あるいは整理をしてほしいなと思いますので、ぜひお願いしておきたい。 

○辻委員長 ほかに。里川委員。 

○里川委員 そしたら少し、幾つか聞かせていただきたいと思います。 

  成果報告書の１６６ページにございます、西和衛生試験センターとの連携の中で、部

長の説明にも、この斑鳩町にかかわります３つの川の基準値を超えている状況のご報告

をしていただいたんですが、富雄川なんかも特に前年から大きく後退しているような状

況あるんですけどね、いろいろな影響もあるということでしたけれども、これ相対的に

ですね、今斑鳩町が取り組んでいる公共下水工事が進んでくれば一定の改善がされると

いうふうに見込まれておるのか。 

  そしてまた、それとともに、これらを改善する方法として、何か考えておられること

があるのかお尋ねをしたいなというふうに、県との協議の中であるのかということ、ち

ょっとお尋ねをしておきたいと思います。 

○辻委員長  乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 この西和衛生試験センターで測定をしていただいてます水質検査でご

ざいますけれども、河川の水質の検査ということで月１回、点検測定ということで測定

をしておるわけですけれども、この数値だけを見ますと、富雄川が悪いという状況なん
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ですけど、この測定時の水質の状況、水流とかですね、あるいは工事をやっておるとか

いう関係で、一概には数値がその影響があって高いとか、あるいは水質が悪くなってい

るという状況は、一概には言えないのではないかというふうに考えておるんですけれど

も、先ほど委員がおっしゃったように、当然、河川の水質の汚れというのは、約８０％

が生活排水によるものだというふうに言われておりますので、当然、公共下水道が周辺

の地域で、公共下水道が整備されてきますと、当然この水質もよくなっていくのではな

いかというふうに思っておりますし、当然、例えば、家庭からの雑排水の中で、例えば

残ったものを流さないとか、廃食油を流さないとか、いったような生活の中で、各家庭

の方で努力をしていただくことによって、当然、水質も改善していくものというふうに

考えておりますので、町といたしましては、そういう啓発に力を入れてまいりたいとい

うふうに考えているところでございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 町としてそうなんですけれども、私は、この川についての管理、県の方です

ので、県と何かこういう報告など、町としてもされる中で協議なんかもされているのか

なと、しょっちゅうではなくてもね、定期的にでも何か県とこういう関係で協議なども

していただいているのかなと思ったりもしておったのですが、そこのとこはどういう県

の方との関係はどのような感じでしょうか。 

○辻委員長  乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 今、大和川の流域の市町村、あるいは県、奈良県ですね、それから大

阪府の関係で協議会をつくっておりまして、そういった関係の中で水質改善をしていこ

うということで、これ大和川だけなんですけど、大和川とそれと支流の関係も全部出て

くるんですけれども、そういったことの協議会の中で、水質改善に取り組んでいるとい

う状況でございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 今の答弁聞いて、私その大和川の協議会、そんな大きい組織のそんなのでは

なくて、竜田川にしろ、富雄川にしろ、県内にある川について県と一定関係市町村なん

かがこういう協議などをする場があるのかなと思ったんですが、今の答弁を聞いている

と、どうもなさそうなので、ほんとに県がどのように市町村に指導をしていただいたり、

協力していただいたりしていただけるものなのかなというのが、今ちょっと疑問として

残りましたけど、それはそれでまた今後、また私もいろいろちょっと調査したいと思い
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ます。 

  それと引き続きまして、予防接種の関係１６９ページから１７０ページにかけて書い

ていただいている中では、非常に接種率の高いものと、そして低いものというふうにあ

るわけなんですけれども、この関係につきまして、接種率の低いものもありますし、接

種率がちょっと不十分かなというようなものもあるんですけれども、これがちょっと前

までは日本では発病しないだろうとか言われていたものでも、最近では本当に国際的に

なってきまして、出たり入ったり、国ね、いろいろな国への出たり入ったり、また来て

いただいたり行ったりとかそんな中で、心配されるような状況もあちらこちらで言われ

るようになってきたということも含めましてですね、この予防接種、特に二種混合とか、

三種混合なんかでも十分に数字が届いていないということと。それと、日本脳炎なんで

すけども、これも日本での発症も報告されたことがあったと思うんですけど、ただこの

報告書には、平成１７年５月から厚労省より接種勧奨の差し控えということを言われて

いるということでは、接種率の本当に希望者だけで、ほんのわずかな人しか受けてない

ということなんですけれども、この辺のところで、これらの発症について、斑鳩町の子

供さんだけではなく、一定の成人した方でも、いろいろ麻疹とか、百日ぜきとかね、大

人もかかったりということもございますけれども、これらの予防接種を実施していただ

く中でのそういったところの実施するときに気をつけていただいていることなども含め

まして、一定町の実施したときの考え方などをお聞かせいただけたらと思います。 

○辻委員長 寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 麻疹、風疹、予防接種につきましては、皆様ご存じのように、近年

大人と言いますか、成人の方の流行がはやっております。そういう報告はされておりま

す。これらの原因につきましては、乳幼児期に未接種であることやら、またワクチン効

果が減弱といいますか、少なくなるということも発生していることから、接種の状況を

見ながら保健センターでは未接種者に対しまして、また啓蒙や郵送などによりまして、

接種を勧奨をしております。 

  また、今申されました日本脳炎の予防接種の関係でございますけれども、積極的、勧

奨の差し控えということで、平成１７年通知がございまして、現在、自治体の広報紙や

そういった関係のことで、積極的な勧奨は行わないと。特にただ、日本脳炎の注射を希

望される方につきましては、差し支えないという通知をいただいています。その理由と

いたしましては、因果関係は不明ですけれども、マウスを使いましての実験の結果によ
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りまして、重症の症状が発生するという幾つかの例がございますので、国におきまして

は積極的な勧奨を差し控えるということで報告をいただいております。いずれにいたし

ましても、予防接種の幾つかにつきましては、受診率が多い、少ないございます。それ

らにつきましては、そういう保健センターに来られました若いお子さま方に対しまして、

積極的にそういう予防接種につきましては、受けてくれるようにということで勧奨いた

しておりますのでよろしくお願いをいたします。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 今後もですね、国際交流という中でも日々変化をしている。そしてまた、さ

まざまな実験をなさった結果などが出てきている、こういう中で、敏感に町としてもこ

れらの予防接種の取り組みについてはやっていっていただきたいというふうにはお願い

しておきたいと思います。 

  それとまたあわせまして、１７１ページから１７３ページにかけまして、健診、乳幼

児の健診について書いていただいています。私は、以前より３歳児健診につきましては、

斑鳩町はもう３歳７か月、８か月ぐらいで３歳児健診といいながら３歳７か月か８か月

ぐらいで行われているんですね。私は、やはりもう少し早い段階で、少しでも問題点を

確認をし、そしてその子供さんのために取り組めることがあれば、より早い方がいいの

ではないかという１点と。 

  それと、それぐらいになられますと、もう既に保育所なり、幼稚園なりに行かれてて

なかなか保健センターへ行って健診を受けるということが難しいということもあって、

ここにもあるように、１歳６か月に比べましても、３歳児健診の受診率は非常に数字的

にも下がっているという結果もございますのでね、できたら３歳になられたら、３歳に

近いところでの健診というのを行うことを考えていただけないのかということ。前から

言うてましたけれども、今回もこの数字を見て、また受診率が低いことから、ちょっと

そういうことを思っているところなんですが、この受診率の低い点につきまして、どう

いうふうに取り組まれて、今後どういうふうにこの受診率を上げようと考えておられる

のか、お尋ねしておきたいなというふうに思います。 

○辻委員長 寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 ３歳児健診の質問でございますけども、法律では、３歳になれば健

診ができるということになっております。確かに、斑鳩町では、３歳児健診は３歳７か

月、また８か月のお子さんに対して行っております。その理由といたしましては、３歳
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児健診の中で、前に一度質問がございましたけれども、視力検査というのがございます。

その視力検査を行う中では、それを通して、そのお子さまの理解度と言いますか、そう

いう知能の発達と言いますか、そういったものも検査をいたします。そうした中で、医

師会のご意見をいただく中では、そのお子さまが３歳６か月を過ぎてからで、その視力

検査とか、そういう一番妥当ではないかというご意見をいただいておりますので、そう

した点から、現在、町では３歳、６歳、また７か月に対しまして行っております。 

  また、今、世間では約５歳児健診とも言われておりますけども、そうしたことも考え

てありますけれども、保健センターとしては、その健診の中で、いかに要観察児と言い

ますか、そういう発達のおくれのある方を多くピックアップして、子供のフォローをし

ていくことが大事ではないかということで考えておりますので、よろしくお願いをいた

します。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 受診率これ低いんですが、例えば幼稚園、保育園に行かれている子供さんの

数字というのもこれ入っているのかどうか。 

  それも集団とかでやられた健診が入っていてこの数字なのか、ちょっとその辺も含め

て、受診率が低いことについても、月数もそうなんですけど、受診率が低いことについ

ても私はちょっと懸念をしておりますので、そこのところも教えていただきたいと思い

ます。 

○辻委員長 寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 今、委員がおっしゃいましたように、幼稚園はその分もみんな含ま

れております。ただ、受診率の低さについては、ちょっとわかりませんので、また調べ

させてもうて報告させていただきます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 わざわざですね、理解する力とか、発達の度合いがよりわかるんだといって、

３歳７か月、８か月で行われているであれば、受診率もやっぱり上げていただかないと、

せっかくそれがわかるような月数を選んでやっているということなのに、受診率が低い、

そしてまた、こういうときにでも一生懸命受診しようと、親御さんも思ってもらって来

ていただく家よりは、割と無関心で来ないというようなご家庭の方がより心配があるの

ではないかな、子供さんについてはと、私もそういう思いもございます。より多くの斑

鳩町の、こんなんもう３歳児健診なんか保護者の考え方ですのでね、保護者の皆さん方



－ 26 － 

に、やっぱり訴えていただいて、この受診率ぜひとも９０％を超えるとこへ持っていっ

てもらいたい。そういう目標を持ってやっていっていただきたいなというふうにお願い

をしておきたいと思います。 

  それとですね、報告書の１７５ページにございます妊産婦相談指導の実施ということ

でやっていただいているんですが、１８年度に比べても１９年度数字も伸びております。

この際ですので、どういう方法で、どういう形で、この相談や指導というのを行ってい

ただいているのか教えていただきたいと思います。 

○辻委員長  寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 妊産婦相談、または指導の実施でございますけれども、これ妊婦届

けを出したときに、保健センターの方へ母子健康手帳を取りに来られます。そうした折

りをみつけまして相談を受けておりますけど、これからの出産に対しての不安がござい

ますので、そうした場合の相談を受けております。また、出産をされてからでも、この

ごろの子供さんを取り巻く環境も複雑になってきておりますので、若いお母様方に対し

ましては、核家族化の影響とか含めまして、どのようにして育てていけばいいかという

不安がたくさんございます。そうしたことにつきまして、窓口にもたくさん来られます

ので、そういういろんな保険制度の受診とかそういう機会を見ましてご相談に乗ってお

るところでございます。 

○辻委員長  里川委員。 

○里川委員 こういうことにつきましては、非常にいいことだなというふうに思いますの

で、今後も看護師さん、保健師さんそれぞれの経験を生かしてこういう相談や指導とい

うのをさらに積極的に進めていっていただきたいと思います。 

  それと、１７６ページにあります食育の推進ということなんですが、ここで食育出張

講座というのをやっていただいていると。大人の人を対象のときよりは園児を対象にし

てね、たくさんの園児さんを対象にして１９年度はやっていただいたということなんで

すが。これまず幼稚園行っていただいたようですけれども、保育所なんかもお考えにな

られているのか、今後のこういう子供さんたちへのこういう出張講座ですね、どのよう

に考えておられるのかというのをお尋ねしておきたいと思います。 

○辻委員長 寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 食育出張講座でございますけども、食習慣の基礎が形成される乳児

期に食べることの大切さというものが非常に大事でございます。そうした健康に対する
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意識の向上を目的としてこういうふうに幼稚園、１９年度でございましたら幼稚園３箇

所に出向きまして、そういう食べることの大切さを、幼児の方に対しまして指導をいた

しております。保育所につきましても、同じ食べることの大切さということが大事でご

ざいますので、検討してまいりたいと考えています。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 また、ぜひ考えていただきたいなと思います。小さいときから意識を持つと

いうことは非常に大切なことで、重要な施策だと思います。さらには大人も大事かなと

思うんですが、続いてこの１７７ページから１７８ページにかけましてですね、基本健

康診査を実施していただいた中で、ちょっとこれ見てびっくりしているんですけれども、

要指導、要医療という割合が非常に高くなっています。１７８ページ見ましたら、高血

圧と高脂血症がものすごい数になっているんですね。これもある程度、食べ物とかでか

なり改善をされたりすると思うんです。ですから、こういう方たちを対象にした食育と

言うたら大人に対してあれですけど、いやでも私は、幾つになっても勉強やと、人間は

勉強や思っていますので、こういう食育に関しての推進、特にこういう結果出てますの

でね、こういう方たちにやっぱり積極的に進めていっていただけたらなというふうに思

っているんですが、その辺については何かお考えありますでしょうか。 

○辻委員長 寺田健康対策課長。 

○寺田健康対策課長 はい、今、ご質問ございました。基本健康診査の要指導、要医療が

すごく数が多ございます。これにつきましては、当然、その８０％の近くのものは要指

導、要医療になってございますけれども、これと言いますのは、高齢者の方、かかりつ

けの医者に行ったついでに、ついで言うたら語弊がございますけども、基本健康診査を

受けたということでこのような数字に挙がっておると思いますけども、ただこの次の要

指導、要医療の疾病構成割合を見ますと、確かに高血圧、高脂血症、高脂血症というの

はコレステロールの病気のことなんですけども、そういうのが非常にございます。そう

した意味では、食生活の改善が当然必要になってくると思います。そこで、保健センタ

ーでは成人、老人保健事業の中の一つといたしまして、食生活講座というものの事業に

取り組んでおりまして、栄養運動、そして、調和のとれた健康的な生活をするというこ

とを目的に、今までの食生活をもう一度見直してみようということで、そういう食生活

講座に取り組んでおりますので、よろしくお願いをいたします。 

○辻委員長 里川委員。 



－ 28 － 

○里川委員 いろいろお歳をめされた方でも、健康で長生きしていただくということが大

事ですので、ぜひともいろいろな施策、斑鳩町努力して私はやっていただいているとい

うふうに認識しております。さらにお金だけそういうふうにかけるということではなく、

積極的に食生活、食育を進めて食生活を改善していくという取り組みを多くの方に体験

していただいて、改善をしていけたら、なお一層効果的かなというふうに思いますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  それともう１点お尋ねしたいんですが、１９５ページに粗大ごみのリクエスト収集と

いうところに引っかかってくるのかなと思うんですけども、斑鳩町では、家電リサイク

ル法が始まりまして、その法律の中で、自治体もやっぱり処理をする責務を負うという

ことになりまして、条例の中で、特定家電ということで条例にも書いていただいている

と思います。先日ですね、小さいテレビがもう悪くなったということで、不燃物のごみ

袋に入るからといって、不燃物のごみ袋に入れたテレビが置かれていたと、あの袋に入

れば何でもほかしてええんかと、高齢世帯であればね、その辺がわからなくてそのまま

出されたというような状況があって、×印のシールが貼られていたというような実態も

ございましたけれども、それらがもうこの決算とか見てまして、ずうっと見てましても

ね、特定家電、一応条例の中で運搬料３，０００円とか書いていただいて、一応、せな

あかんということで条例にありますけども、これまでそういう実態もあったということ

も私思って、数字で一個も出てきてないんですけども、この特定家電につきまして、希

望があったらどういう方法でやっておられるのか、また実績ですね、特定家電の取扱い

の実績というのはあるのかどうかというのをお尋ねしておきたいというふうに思います。 

○辻委員長  乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 特定家電の処理につきましては、当然、リサイクル料金がかかってま

いります。これは処分される方が、郵便局でリサイクル料金を納めていただきまして、

そのリサイクル券を貼りつけていただいて、テレビとか、冷蔵庫などに貼りつけていた

だいて、それからその処理を粗大ごみのいわゆる事務所に連絡をいただきまして、軒先

まで処理をさせていただくという形になっておりますので、そのときに、処理料につき

ましては、リサイクル料金とは別途３，０００円の収集運搬料として３，０００円をち

ょうだいしているということでございます。 

  その件数ですけれども、平成１９年度で５３件の処理をさせていただいております。

これは当然、粗大ごみのリクエストと言いますか、粗大ごみ収集の予約をしていただい
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て処理をした件数でございますので、これ以外にも個人でリサイクル料金を払われて、

そして指定場所、県内に２箇所ございますけど、直接運んでおられるという方もおられ

ますが、総数はちょっとわかりませんけれども、粗大ごみの予約事務所で処理された件

数は５３件ということでございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 お年寄りだけの世帯やったりしたらね、また何年か前に決まったことでも忘

れてはったりそんなこともあります。それで今後ですね、アナログ放送が終わってデジ

タル化になると、そんな中にあって、さらにそのものもよくお年寄りわかっておられな

いような状況もありますし、本当に難しいです。いろいろ変わるとね、お年寄りそんな

切り替えしにくい、ですから、そういう電波の関係の変更があることや、そしてまた、

あわせてですね、こういう特定家電はこうなっていますよと、家電リサイクル法の関係

でこうですよと、処理の仕方とかね、そういうのがわかるように今後もそういうことに

努めていっていただけたらありがたいなと。やはり、高齢者だけの世帯というのがふえ

ているということを常に意識持っていただきまして、今後、不法投棄であったり、こう

いったごみでの出しかたの間違いとかね、こういうのがないように努力をしていただき

たいということをお願いしておきたいと思います。以上で結構です。 

○辻委員長 ほかに。小林委員。 

○小林委員 一つだけ、１９６ページのマイバック持参推進サポーターについてお聞きし

たいんですけれども、この町内大型スーパー３店舗においてマイバック持参推進キャン

ペーンをするということで、実際、向こうのスーパーと連絡をとるということでしたら、

これマイバックの持参を推進するということはですよね、自然とレジ袋の有料化につい

て、協議までいかなくても自然とそういう話が出るんじゃないかなと思うんですけれど

も、今まで一度もそういう協議までも、話も全くなかったのかちょっと確認させていた

だきたいんですけれども。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 マイバックの持参推進サポーターの方々と、レジ袋の削減ということ

で１８年度から実施をしておるわけなんですけれども、１９年度におきまして、この３

店舗と意見交換会という形で、大型店舗３店舗の環境の担当の方と意見交換会をさせて

いただいた中では、レジ袋の有料化というお話も意見としては、サポーターの方から、

あるいは行政の方からもそういうお話をさせていただいたところでございますけれども、
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なかなか店舗によって考え方も違いますし、なかなか足並みが揃わないということでご

ざいますけれども、当然、今後もそういう協議をしていく中で、レジ袋有料ということ

も視野に入れながら、マイバックの持参を推進していきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

○辻委員長 小林委員。 

○小林委員 予算ゼロで、施策として挙がっているんですけれども、町内大型スーパー３

店舗、もしするんでしたらね、同時にしないといけませんのでね、そういう話、協議で

なくてもそういう話は出ている場が年に１回持っていただけるんでしたら、これもすご

い有意義な施策になるのかなと思いますので、またぜひよろしくお願いいたします。 

○辻委員長 ほかに。宮﨑委員。 

○宮﨑委員 一つだけちょっとお聞きしたいんですけど、１８６ページ、２０１ページに

それぞれ火葬場と衛生処理場の周辺対策って、施設周辺の環境整備というので４７０万

円と５００万円と挙がっているんですけど、これのどういうことをされたかだけご説明

いただけますか。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 まず、火葬場の周辺対策ということで、三井自治会の、これも継続事

業でやってきている分でございますけれども、三井集落の西側の農道の拡幅工事を継続

でやっておりまして、これの地元負担金の補償金として支払っております。これが２６

０万５，４００円でございます。 

  それから、東里自治会におきまして、片野池の東側堤の里道の舗装ということで、こ

れも地元で施工されたものについて地元負担金を補償金として支払った分が８３万円、

それから、同じく東里の村内の排水路の改良と、道路補修ということで、これも地元の

負担金補償金として支払いましたけれども、１２７万５，０００円と、この合計が４７

１万４００円ということでございます。以上でございます。 

  それから、衛生処理場の周辺対策でございますが、ちょっと項目がたくさんございま

すけれども、一つずつ申し上げます。 

  衛生処理場の周辺対策ということで、高安、それから幸前、高安西団地、睦の補償と

して要望が出ております項目について、地元の負担金を補償金として支払ったというこ

とであります。 

○辻委員長 宮﨑委員。 
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○宮﨑委員 負担金で言いますと水路とか、道路とかの改修のことですか。 

○辻委員長 乾環境対策課長。 

○乾環境対策課長 主に水路、あるいは里道とか、農道の整備にかかるものということで

ございます。 

○辻委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ないようでしたら、これをもって第４款衛生費についての審査を終わります。 

  １０時５０分まで休憩します。 

（午前 １０時３２分 休憩） 

（午前 １０時５０分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開いたします。 

  次に、第５款農林水産業費について説明を求めます。 

  川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 それでは、第５款農林水産業費のご説明をいたします。 

  ２０５ページからでございます。 

  農林水産業費全体といたしましては、予算現額７，５１６万２，０００円に対し、決

算額６，９５５万９，９１９円で執行率は９２．５％となっております。 

  まず、第１項農業費、第１目農業委員会費でありますが、予算現額７２５万１，００

０円に対し、決算額６９４万６，３７７円で執行率は９５．８％となっております。毎

月の委員会開催し、通常の農地転用及び農地事務にかかる案件を審議し処理を行ってま

いりました。 

  次に、農業委員会が重要課題として位置付けて取り組んでおります遊休農地解消対策

でありますが、農業委員会における農政特別委員会において、現地調査及び所有者への

意向調査を行い、その結果を取りまとめ行ったところであります。今年度においては、

その調査結果をもとに解消対策について、具体的な方策の検討を進めてまいりました。

また、遊休農地解消対策について、先進地である長野県飯島町において、地域の力で支

える農業、地産地消と地域活性化について、また滋賀県東近江市においては、民間企業

における農業を守る試みなどの取り組みについて、先進地事例の視察研修を行い、今後

の農業委員会が取り組んでいく遊休農地解消のための参考といたししております。 

  次に、２０６ページの第２目農業総務費でありますが、予算現額３，２３０万７，０
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００円に対し、決算額３，２１５万３，２９０円で執行率は９９．５％となっておりま

す。主に農林関係に従事する職員の人件費等であります。 

  次に、２０７ページの第３目農業振興費でありますが、予算現額３４５万７，０００

円に対し、決算額３１１万４，９１０円で、執行率は９０．１％となっております。斑

鳩町の農業を取り巻く環境は、農家の高齢化、後継者不足、不在地主の増加に伴う農地

の遊休化など、依然として厳しい現状等が続いております。また、このような状況下で

も、農家が自主的に直販所の開設などにより農業の活性化を図っていこうという兆しも

見えております。斑鳩町としても、農業が活性化することにより、環境の保全を考える

上でもますます重要な施策になると考えているところであり、今後とも農業の活性化を

図る施策を展開してまいります。このような状況の中、斑鳩町内で活動している農業関

係団体の支援や、集落営農への助言、指導を引き続いて行ってまいりました。また、農

業をはじめとする町内産業の従事者との、住民との交流の場を提供することにより、町

内産業の理解と認識を深めていただくため、斑鳩町産業フェスティバルを１２月１日か

ら２日間にわたって実施したところであります。 

  次に、２０８ページから２０９ページの第４目土地改良事業費でありますが、予算現

額２，４２７万６，０００円に対し、決算額２，０７６万６３０円で執行率は８５．

５％となっております。農業を行う上での基盤整備として、高安、幸前、三井地区の農

道及び水路整備を実施してまいりました。また、土地改良事業の支援といたしまして、

農業経営の合理化と、農業振興を促進するため、水路新設や、ため池補修などの水利組

合等が行う８件の土地改良事業に対し助成したものであります。 

  次に、２１０ページから２１１ページの第５目生産調整推進対策費でありますが、予

算現額４６７万５，０００円に対し、決算額３６８万４，８２９円で、執行率は７８．

８％となっております。生産調整の円滑な推進を図るため、国の助成対策となる生産調

整実施水田４９．４７ヘクタールに対し、１０アール当たり５，０００円の助成を行っ

てまいりました。 

  また、転作田団地化の促進といたしまして、生産調整の円滑な推進と、転作営農の安

定化を推進するため助成要件を打ち出した生産調整実施水田１１．３９ヘクタールに対

し、１０アール当たり３，０００円の助成を行っております。 

  なお、転作実施状況につきましては、農家の皆様のご理解とご協力によりまして、生

産調整目標の達成ができております。また、生産調整推進対策も国の改革によって変化
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しつつありますが、米の需給均等化の対策として重要な施策であることから、町として

も、県、農協、農業者等の関係者と協議を行いながら進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、２１２ページの第６目有害鳥獣駆除事業費でありますが、予算現額３０万円に

対して決算額３０万円で執行率は１００％となっております。農作物への被害をもたら

す有害鳥獣を駆除するために、地元猟友会に委託し、カラス１４１羽を駆除しておりま

す。駆除実施に際しまして、猟友会と安全対策には十分な協議を行い実施しております。 

  次に、２１３ページ、第７目地域農政推進対策費でありますが、予算現額５８万７，

０００円に対し決算額３５万５６４円で執行率が５９．７％となっております。斑鳩町

における望ましい営農の実現を図るため、奈良県農協の協力のもと、合同での研修を各

地区の農家組合長、関係者の参加を得て実施したところであり、担い手不足の解消に伴

う集落営農等の組織化に向けた取り組みについて研修いたしました。この研修により、

地域ごとで新たな営農組織の設立に向けて検討していただいております。 

  次に、２１４ページの第８目遊休農地解消総合対策事業費であります。予算現額８３

万１，０００円に対し、決算額８３万１，６４１円で執行率は９９．８％となっており

ます。遊休農地の解消を図るため、平成１８年度から国の支援を受け、実施いたしまし

た新規事業であります。農業委員会の全面的な協力を得て、遊休農地の現地調査、耕作

放棄地意向調査、遊休農地を活用しての実証展示圃などでのソバ、菜の花、黒米、じゃ

がいも栽培などを実施しております。 

  次に、２１５ページの第９目農地・水・環境保全向上対策支援事業費でありますが、

予算現額７３万４，０００円に対し決算額７２万７，５９３円で執行率が９９．１％と

なっております。平成１９年からの新たな国の補助事業であります。農地や農業用水路、

農道などの地域資源等の保全管理を今までの農業者に加え、自治会等の非農家の方の参

画を得て、新たな活動組織を立ち上げ、一丸となって施設の保全活動を行っていこうと

いう事業であります。斑鳩町においては、平成１９年度より２つの活動組織がこの事業

に取り組んでおり、その活動経費の一部を補助いたしました。 

  次に、２１６ページの第１項林業費、第１目林業振興費でありますが、予算現額５７

万６，０００円に対し決算額５７万３，８７２円で、執行率は９９．６％となっており

ます。景観保全、災害防止などすぐれた機能を持つ森林を、松がれから守るために実施

しております。松くい虫防除事業が主なものでございます。被害の状況を把握しながら
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被害木の伐倒駆除を引き続き実施しております。 

  次に、２１７ページの第２目里山林機能回復整備事業費でありますが、予算現額１６

万１，０００円に対し決算額１１万１，４１３円で、執行率は６９．２％となっており

ます。森林環境税を使った事業として、平成１８年度から実施している新規事業となっ

ております。里山林の機能回復を図るため、山林所有者の協力を得て、町内のボランテ

ィア団体により不要木の除去や、下草刈りなどの整備を進めております。以上で、第５

款農林水産業費の説明とさせていただきます。どうぞよろしくご審議をお願いいたしま

す。 

○辻委員長 説明が終わりましたので、第５款農林水産業費について質疑をお受けいたし

ます。 

  ページは２０５ページから２１７ページでございます。 

  里川委員。 

○里川委員 ２１３ページにあります地域農政の推進なんですけれども、共同営農の組織

の育成となっているんですが、この営農組織、斑鳩町で組織がどの程度あるのか。 

  そしてまた、認定農業者これもどの程度あるのかということについてお尋ねをしたい

と思います。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 まず、集落営農組織ですけれども、斑鳩町には２つの組織がありま

す。まず一つは、東里の営農組織です。それと、稲葉車瀬の営農組織。この２つが共同

作業などの活動をしていただいております。 

  それと、認定農業者ですねんけど、約２０名ほどおられますねんけど、ちょっと詳し

い資料は今、変更の過程ですので持ち合わせておりませんので、後ほどまた資料として

提示させていただきます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 それとですね、いろいろと農業振興会などにも支援をしていただいている関

係あるんですが、２０７ページにそのことが書かれているわけなんですけれども、この

農業振興会さんの方にお願いをして、地産地消の取り組みとして学校給食の方に、でき

るだけ斑鳩町のものをということでやっていただいているというふうには思っておるん

ですが、これ割と何ですか、いろいろな説明聞いてましたらね、農家さんの高齢化とか、

後継者問題とかいろいろ今後心配な問題点もいろいろあるという中で、農業振興会の皆
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さん頑張っていただけているのかなと思いながら、ちょっと地産地消の取り組み、せっ

かくですので、私はやっぱり続けていっていただきたいし、斑鳩町の子供たちにおいし

いもの、安全でおいしいものを食べてもらいたいということの中では、農業振興会との

関係というのは、やっぱり切っても切れないような状況の中で頑張っていってほしいと

いうふうに思ってるところなんですが、これにつきましては、どんなペースで、どうい

うふうなやり方で農業振興会さんが、学校の給食などにも御協力いただいているのか、

担当の方でつかんでいただいているのかなと思いますので、教えていただけたらと思い

ます。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 農業振興会の学校給食への納入の取り組みですねんけど、一応、学

校の方から、あるいは給食の担当の先生の方から、小学校は小学校、中学校は中学校、

保育所は保育所、まとめて一応、観光産業課の方に一応明細が届きます。学校給食に必

要な野菜類の名前が書いた、必要量の書いた伝票になります。それを振興会の方へ渡し

まして、振興会の方でそれで納品できる、種類、量等を確認していただきまして、それ

を学校給食の方へ報告しているという形です。それで、実際には、斑鳩町でとれる、量

的に確保できるものが主になります。なかなか斑鳩町でつくってないものもかなりあり

ますので、それと軟弱野菜類につきましては、学校の方まで手がまわらないというとこ

ろもありますので、主に根菜類とか、果樹、なしと、それから最近では、イチゴを新し

くされた方もおられますので、その方のイチゴを納品したりという形になっております。

比較的、種類的には少ないんですけど、量的にはかなりやっていただいているのがあり

ます。以上です。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 そうしましたら、まとめて明細になってきて、確保できる可能なものについ

てですね、各学校へ納めたってもらうのかなと思ったりするんですが、それもすべて農

業振興会の方で作物集めて、それで卸しにいくというような作業についてもやっていた

だいているのかどうか、確認させてください。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 納品する作物はすべて各学校の給食室で振興会の方から納品してい

ただいております。個々に回っていただいています。 

○辻委員長 ほかに。西谷委員。 
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○西谷委員 全般のことでなんですが、里川委員も言いましたように、農業者の高齢化と

いうのは深刻な問題で、やっぱり農地の存続というのが危ぶまれているわけですが、特

に山間の棚田のようなところには、相当やっぱり効率の悪い中では、なかなか高齢者に

とっては大変なんかなと思うんですが、反面例えば明日香なんかやったら、棚田を逆に

利用してオーナー制でお金を払ってまで田植えに行くんや、斑鳩からでもそんな方がお

られるんですが、そういうのを見てくると、明日香の棚田ということでしたら、別に斑

鳩というブランドで、そういうオーナーで棚田で、チラシまで見ていますと、相当、非

常に交通の便が、車でやったら結構近い割に、そういう棚田があって、まだ里山が残っ

ている中では、ああいうところというのはちょっと考え方によっては、観光も含めて、

こういう農業の棚田のオーナー制みたいなのができる可能性があるのか、違うんかなと

思うんですが、行政として、そのような発想であの地域の農業について考えられたよう

なことがあるのか。あるいは全くそういうのはないのか、その辺のとこちょっと聞かせ

てください。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 斑鳩町の方で棚田というのは、主に白石畑地域なるとおもいます。

白石畑地域につきましては、かなり以前ですねんけど、高齢化によっていろいろな土地

の条件が悪いので、それを少しでも改善するための基盤整備という話がありました。し

かし実施には成功というか実施はできなかったんですけど、そのために今現在ではかな

り遊休化が進んでいます。約１３ヘクタールの農地がありますねんけど、それの６０％

程度が遊休化進んでいるという状況です。これから遊休農地対策で農業委員会も取り組

んでいかなければならないんですねんけど、その解消に向けて。それに対しての対策等

は今検討されている最中でして、実際どういう形になるか、また、向こうの意向、農家

の方の意向も今聞いております。今回また新たな国からの施策もありますので、それに

ついて意向も聞こうという考えです。 

  それから、オーナー制のことにつきますねんけど、確かに農業委員会も、明日香の方

の振興公社の方へ研修をしております。といろんな内容も聞いてもおります。それにつ

いての話も農業委員会の方でもされております。それで、今のとこ斑鳩町民に限ってで

すねんけど、今、そば栽培をしておりますねんけど、それを一緒に作物を種まいてから、

協力してもらおうとして今、検討を進めているところであります。 

○辻委員長 暫時休憩します。 
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（午前 １１時０８分 休憩） 

（午前 １１時０９分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開いたします。 

  川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 そういう形で、オーナー制という、まだそこまできてませんねんけ

ど、一緒に農業委員会でその意見を聞こうという形で、今、１９名の方が参加していた

だいておりますので、その方から意見を聞いて、実際オーナー制をどういうふうに定着

するかということも検討課題にあがっておりますので、今年度、来年度にかけてその検

討も進めていきたいと思います。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 実際に斑鳩町に住んでて、明日香へ米、その時期になったらオーナーとして

作りに行かれる人、あるいはミカンの木を年間１万円か５，０００円でしたか、自分の

木があって、それを要は取りに行くだけ、あとの管理は全部農家の方がやってくれはる

という、いろいろなパターンあると思うんですが、ただ私は、時々白石畑へ行くんです

が、非常に環境もええし、法隆寺の裏山でネームバリューもあるし、それでなおかつ静

かで、いついってもウグイスが鳴いていてという中では、ああいうところでやったらか

なりいけるん違うかなと思う。現実的に白石畑の住民の人から見たら、ほとんど年配、

高齢者ばっかりで、行くたびに言われているように、田んぼが減っていく中では、何と

か町として、行政としてちょっとしたアイデアで復活させられるんやったら、そういう

形でちょっと検討してほしいなと思いますんで、ぜひ実現するような形でお願いしたい

と思います。 

○辻委員長 芳村副町長。 

○芳村副町長 これの問題につきましては、いろいろ質問ございました。やっぱり町民に

対して、多くの方が土に親しむというような機会をつくってほしいというような要望も

ございました。我々としても、やはり斑鳩町としては、先ほど課長が言うてますように、

オーナー制という特殊なものとしての位置付けというのはむつかしいかもわかりません

けども、一つオーナーとして、一つのものを続ければ、それに多くの方がそれに参加す

るというような方法をやっぱりとらなければいけないのかな、そのためには、やはりそ

ういうようなものを検討、研修をこれからしていくと。やっぱりそれは農業委員会の方

ですね、いろいろ苦労してもうてですね、菜の花ですとか町民にソバをつくるとかいう
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ような方向も含めながら考えていくということの会合を図りたいとこのように思ってい

ます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 すみませんもう１点だけ。成果報告書の２１４ページに遊休農地の再生活動

の実践ということで書いていただいています。私も議会から農業委員に行かせていただ

いて、ソバとか、菜の花などもこれまで一緒にさせていただいてきた経緯がございます

が、新たに１９年度からここには黒米やジャガイモということも書かれています。こう

いうことをやっていることについてのＰＲですね、やっぱりなかなかうまいこと町民さ

んに浸透していきにくい、関心のある人だけは知っているねんけど、全般的になかなか

ご存じない、ですから、私なんかも菜の花の油をみずから買って、こんなん使っている

よとか、いろいろな人にこんなことやってとか、話はしてますけどね、意外と皆さん知

られてないということでは、せっかく農業委員会を中心にこういう取り組みをやってい

ただいていることをですね、また町民さんにも広く理解、認識していただいて、そして

また、そこで採れた物などについても、多くの町民さんにまた購入していただけたり、

利用していただけるということを目指していっていただかないと、せっかくやっている

けど、どこかの力が弱かったら伸びていかないとかいうこともありますので、総合的に

やっぱりいろいろな視点で伸ばしていくということが求められているのかなと思います

ので、ＰＲに力入れて努めていっていただきたいと思いますので、これは要望にとどめ

ておきたいと思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 この関係については、もうソバの関係でも、ソバピクニックを法隆寺から歩

いて、先着２００名様にということで、すぐ完売できましたし、あるいはまたこの菜の

花プロジェクトでも、あそこで油を、あるいは黒米を売りますと、すべて完売というよ

うにですね、住民の方々は非常に関心はお持ちでございますし、また菜の花プロジェク

トについては、いろいろとこの自然クラブという中で、いろいろと皆さんお力添えいた

だいてやってますし、これはもう当然、菜の花プロジェクト、あるいはまたソバ、ある

いは黒米、ジャガイモ、これに関しては皆様方は関心をお持ちですし、特にやっぱり農

業委員の皆様方は、非常に熱心に、またそういう指導を、やっぱり遊休農地をどうある

べきかということで努力いただく、これは継続することが一番大事ですけども、そうい

う中で、今、里川委員おっしゃるように、そういう宣伝をどうしていくのか、また町民



－ 39 － 

の方々にどうしていくのかということで、そういう試行をしながらやっておられる、そ

の姿については、我々はこれからも応援をしていきたいと思っています。 

○辻委員長 ほかに意見ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ないようでしたら、これをもって第５款農林水産業費について審査を終わり

ます。 

  次に、第６款商工費について説明を求めます。 

  川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 それでは、第６款商工費についてご説明申し上げます。 

  ２１８ページからでございます。 

  第６款商工費でありますが、商工費全体といたしましては、予算現額１億１，６１７

万３，０００円に対し、決算額１億１，４１８万６６１円で、執行率は９８．３％とな

っております。 

  第１項商工費、第１目商工総務費でありますが、予算現額５，２３９万５，０００円

に対し、決算額５，１５９万４，７７８円で、執行率は９８．５％となっております。

まずこれは商工事業や観光事業に従事する人件費等が主なものであります。 

  次に、社会参加促進支援では、シルバー人材センターの充実につきましては、高齢者

の方の豊かな知識と経験、技能を生かした就業の機会を提供している斑鳩町シルバー人

材センターの運営に対し、活動助成を行いました。また、シルバー人材センターの事務

所建設につきましては、シルバー人材センター会員の活等拠点として、作業、研修、会

議等を行うシルバーワークプラザの施設整備を行い、高齢者の社会参加の促進に努めま

した。 

  次に、２１９ページの第２目商工振興費でありますが、予算現額１，５６３万２，０

００円に対し、決算額は１，５６２万２，８０９円で、執行率は９９．９％となってお

ります。我が国の経済の先行きにつきましては、緩やかに景気回復が続くと見込まれて

いますが、斑鳩町においては、小規模事業者等が中心であることから、依然として厳し

い経営環境が続いているものと思われます。また、商業を見ましても、大規模店舗や、

郊外に位置している店舗等の進出により、地元商店街が寂れるなどの厳しい状況がいま

だ続いています。このような状況の中、斑鳩町の商工業者に対しての支援を行っている

斑鳩町商工会の活動に対し、引き続き補助を行うとともに、町内商工業者の経営安定を
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図るため、融資に対しての債務保証などの助成を行ってきたものであります。 

  次に、２２０ページの第３目観光費でありますが、予算現額１，０４４万円に対し、

決算額１，０３７万５，６９２円で、執行率は９９．４％となっております。世界遺産

に登録されている法隆寺を観光資源とした斑鳩町の観光も、観光客のニーズの変化によ

り、修学旅行を中心に減少傾向にあります。厳しい状況になっている中、法隆寺参拝客

が増加したこともあり、今年度は観光客の増加を見たところであります。このように、

目まぐるしく変わる観光客の動向をつかむために調査に協力するとともに、インターネ

ットによる観光情報の発信など、多種多様な宣伝誘致活動を展開しております。また、

外国人観光客の誘致を図る目的で、木造世界遺産の所在する市町村による木造の世界遺

産市町村連絡協議会により、ビジットジャパンキャンペーンの一環として国とともに積

極的な誘致活動を行い、外国人観光客の増加に取り組んでまいりました。 

  次に、２２１ページの第４目観光会館費でございますが、予算現額３８万９，０００

円に対し、決算額３４万５，１８４円で、執行率は８８．７％となっております。観光

会館の維持管理であります。現在では、主に地域住民の交流の場として活用されている

状況であり、これらの方々が安全で快適に利用していただきますよう維持管理に努めて

まいりました。 

  次に、２２２ページの第５目消費者対策費でありますが、予算現額４８万５，０００

円に対し、決算額４６万９，７６３円で、執行率は９６．８％であります。消費者保護

対策の充実としまして、消費者相談の実施にあっては、消費者相談窓口を毎週木曜日に

開設し、住民の方々からの相談への対応に努めましたが、相談件数は３７件でありまし

た。昨年に比べると３０件の減となっていますが、相談内容は複雑多様化し、悪質業者

の手口も巧妙になり、国民生活センター等の法律の専門家にもご協力を得ます中、相談

体制の充実に努めております。 

  また、生活設計学習会の開催でありますが、今年度の金融商品の利用方法や、安全・

安心な暮しのための生活設計、知っておきたい暮しの税と、生活の合理化に資する知識

を取得することを目的に学習会を開催いたしました。 

  次に、２２３ページから２２４ページの第６目歴史街道ネットワーク事業費でありま

すが、予算現額８９１万円に対し、決算額８６７万１，０１３円で、執行率は９７．

３％となっております。１４回目となります太子ロマン斑鳩の里観月祭を９月２２日に

奈良金剛会の協力を得て、聖徳太子ゆかりの斑鳩の里を発祥の地とする能楽「金剛流」
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による講演を行いました。また、斑鳩町の伝統行事であります秋祭りの太鼓台が中心と

したイベント斑鳩の里ふるさと秋祭りを引き続き、住民主導による実行委員会の企画に

より実施いたしました。今後は５年に１回の開催となることが決定しておりますが、次

の開催、平成２５年度になると思いますが、それに向けて、また実行委員会で検討され

るものと思います。 

  また、斑鳩の里を訪れる観光客のための観光案内板の新設、改良、ＱＲコードの設置、

観光パンフレットの改正を行いました。 

  次に、２２５ページの第７目法隆寺ｉセンターの管理費でありますが、予算現額１，

９０５万３，０００円に対し、決算額１，８７４万１，３３０円で、執行率は９８．

４％となっております。平成１８年度から法隆寺ｉセンターに指定管理者制度を導入し、

斑鳩町観光協会を指定管理者として管理運営に努めるところであります。法隆寺ｉセン

ターは歴史街道構想の拠点施設として位置付けられており、斑鳩町及び周辺地域の観光

情報の提供、案内を斑鳩町観光協会を中心として、観光ボランティアの方々の協力を得

て行っていただいております。観光客の皆様には、大変好評をいただいているとこです。 

  次に、２２６ページの第８目観光自動車駐車場運営費でありますが、予算現額８８６

万９，０００円に対して、決算額８３５万８，０９２円で執行率は９４．２％となって

おります。観光自動車駐車場におきましても指定管理者制度を導入し、斑鳩町観光協会

を指定管理者として管理運営を行っております。指定管理者であります斑鳩町観光協会

におきましては、観光シーズン等の駐車予想台数を的確に把握する中、職員の配置など

を調整し運営に努めてまいりました。以上が、第６款商工費の説明とさせていただきま

す。どうぞよろしくご審議をお願いいたします。 

○辻委員長 説明が終わりましたので、第６款商工費について質疑をお受けいたします。 

  西谷委員。 

○西谷委員 ２１９ページの商工会に対する支援なんですが、１，２６０万円ということ

で、コンスタントに商工会に支援されているんです。現実的には、商工会のこの費用そ

のものが商工会の事業とかというよりは、どっちか言うと、あそこの職員とかそういう

形で消えているのかなという感じがするんですが、基本的には、斑鳩町の商工会で町が

支援する場合には、もう少し町の商工行政そのものが活発になるようなそういう事業と

か、そういうところへ補助をするとかという形で考えなあかんの違うかなというような

ことをずうっと思っていまして、その辺のところ、町の考え方をお尋ねしたいのと。 
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  それと、以前にも言うたんですが、商工業者の債務保証料の補給による支援というこ

とで、内容としては、中小企業者の成長発展のために債務保証につながる保証料を補給

するんやということで書かれてまして、実際にその住民のこの感覚からすると、相当、

町のこの事業というのはちょっとずれているのかな。借金してはる保証料の分まで何で

行政がそういうことを補塡せなあかんのかなということを素朴に疑問に思うんですが、

この辺のところちょっと再度ちょっと確認、教えていただけませんか。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 商工会に対するまず支援でございますが、１，２６０万去年は補助

しております。その内訳は、運営費に８１０万、事業費に３５０万という形で補助をし

ておりますが、西谷委員が言われるとおり、商工会の本来の目的であります商業活性化

等の方に使われていればいいんですけど、主な運営に関しては職員の給与等、国の補助

も県の補助もありますねんけど、そういうことになっております。決算状況もそういう

状況ですけど、まだそれ以外にも商工会の会員さんに回りまして、行事等を行っていた

だいておりますけど、まだまだ活性化の具体的な方策等は練られてない状況かと思いま

すが、前年度から商工会の方、また観光協会も含めますけど、まちづくりの実行委員会

を立ち上げましたんで、それに基づきまして活性化についての協議を進めている、町か

らそういうことを投げかけました。そういう活動をこれから活発にされるものと期待し

ているところです。 

  それと、商工業者の債務保証料の補給につきまして、これは商工業者が設備投資、ま

たこれからの営業を活発化するための資金としてされる事業資金、奈良県が出している

事業資金に対しての保証料、補塡をしておりますねんけど、そういう商工業者の活発な

活動を支援するための一つの手段として、斑鳩町の場合はこういう債務保証を請け負う

という形で実施している状況です。以上です。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 運営費の８１０万ですか、これはちょっとわからないです。事業費のこの３

５０万って、これは具体的にはどんな事業費の中で使われているんですか。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 主なものとしましては商工祭とか、そういうイベント関係に主に使

われております。 

○辻委員長 西谷委員。 
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○西谷委員 私はやっぱり商工会で、行政がお金を出すというのは、その一つの起爆剤と

して、呼び水としてやっぱり商工業者そのものが地域の中で、今以上に活発に動いてほ

しいということの中での私は行政の呼び水でなかったらあかんと。実際の経常経費の人

件費とかで、あるいは商工会の祭とかいう部分に使われていたら、ちょっと違うんかな

と思いますので、ぜひとも今言われたら、相当、そういうまちづくりについて、今検討

されているということなんで、それやったらそういうの成果が上がるような形でお願い

しておきたいなと思います。 

  それと、多少それとも関連あると思うんですが、２２４ページに、観光ルートサイン

の整備ということで挙がっております。今でも石碑になったとこからずうっとなんです

が、相変わらずＪＲの法隆寺駅から法隆寺まで行く道がわからへんから、毎日何遍も聞

かれるんやということを、そういう苦情を聞きます。観光ルートのサイン、もう少し何

とか観光客の方が、ＪＲ法隆寺駅に来て、スムーズに法隆寺へ行けるようなそういうル

ートができへんのかなと思うわけです。実際に自分が歩いてみて、なかなかちょっとわ

かりにくいなと、これやったらしゃあないかなということを思うんですが、何か、一つ

の目印とか、あるいはなかなか看板をボンボン、ボンボン立てるというのは物理的に無

理なのかもわかりませんが、例えば、歩道のところへマーキングみたいな形で、それを

つとって行ったら法隆寺まで行けるとか、何かそういうとりあえずすぐにでもできるよ

うな方法で、法隆寺までの案内のルートを確保するというようなことはできないんでし

ょうかね。多少、県道高田王寺線のところなんか見ていても、やっぱり県道やったらな

かなか町としてしにくいという部分あるのかもわかりませんが、何とかならんのかなと。

斑鳩町へ降りられて、ああさすがに斑鳩の里へ来たなって何かそういうことを感じても

らえるようなそんなことができへんのかなと考えているんですが、町として今考えられ

ておられることをちょっとお聞かせいただきたいと思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 今いろいろと西谷委員おっしゃるように、看板とか、あるいはそういう形で

と。だれでもが不安なんですよね、不安でやっぱりその駅へ行ったら、観光案内所があ

ればそこで聞くと、聞いてそして何メートル歩いたらまたちょっとわからないというよ

うな、現状はそれあります。人間、車乗っていたかって、今カーナビあるからどうかと

いうことですが、やっぱり最初のときやっぱり道一遍行ったかて、またもう一遍という

ことでわからないです。そういうこともございますから、だれだってそらそういう方向
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で歩けりゃ、それは間違いないです。それは町も何遍もそういう創意工夫はこらしてで

すね、どこぞの先進地を見に行って、色つきの舗装し、そこへＱコードを入れてやって、

しかし下を見て歩いてかて、その目的地へ行くかというたらなかなか行かない。あるい

はこの横に看板あっても、なかなか見られない。その看板が目の上にあって届かないと

か、いろいろなことをご指摘ありました。特に駅の北口から降りられた場合は、商店街

があって、そういうことで連絡みたいで、そしてカラー舗装を行ったらということにな

るんですけども、我々は知っているからわかるけども、初めて来られた方はなかなかわ

からない。観光案内所でバス乗り場はどこですか、あるいはまたそういうことで聞かれ

て、歩いたら何分かかりますかと、そういうことになってこようと思います。ただ、こ

ういうような難しい問題で、必ずしももうそこは絶対に迂回路と、松並木みたいな方向

づけがあれば、それはもう法隆寺いうことはわかるわけですけども、それまでの線です

ね、前も斑鳩パークウェイの問題で近畿整備局へ行った当時の所長はですね、やっぱり

動線を外したらいかん、斑鳩から法隆寺の駅からやっぱり法隆寺へ行ける動線をつくる

べきやろと、それは何かと言うたら、やっぱり並松からずうっと抜けてくる道やという

こともおっしゃっているんですね。やっぱり何かその今うちの場合は、なかなか以前か

ら交渉したら松並木からずうっとまっすぐ来る、西興留に到達する、あの道の関連、拡

幅ができなかった、やっぱり住民の協力がなかなかしにくいというのか、そういう形で

今も現道は道はありますけども、なかなかそういう点では広げられなかったということ

もございますし、そこらの部分もございますし、確かに看板がどうかというよりも、や

っぱりまず不安なのは、まず降りたときに法隆寺ってどこですかとこう聞かれる。幸い、

ＪＲ法隆寺駅の方に観光案内所がありますから、そういう点では、１日平均何百人とい

う方が聞かれるということで、パンフレットをいただいて、そして回っておられる。町

としても、再三そういう点では、カラー舗装したり、あるいはそういうことでやるんで

すけれども、なかなかそれがいかない。そういう点について、今後やっぱりどうあるべ

きかということをもう一遍、総合的に考えていかんと、看板がええのか、それとも自分

にわかったらええのか、お客さんが来てわかるようなそういうのはどう目につくのか、

そこらの感覚をどうしていくのかということを、これからもう一遍、再度検討する時期

にきているんじゃないかと思っています。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 それでは、長期的にはそら町長が言われるように、松並木伸ばして、これ壮
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大な計画なんですが、そういう部分と、それと、今現在困ってはる、聞かれへんなかな

か法隆寺まで行きづらいという中では、ちょっと町長が言われたような形で、ちょっと

検討していただきまして、それがまた、一つのルートとなって、そこへ逆に商工業者で

も貼りつけるような、そういう形になればええなという形で思っています。 

  それと、同じそのルートの中で、夜間になると相当地域の部分が街灯がなくて暗いと

いうことも、他方感じるんですが、その辺の対策というのは町はどのようにされていま

すか。 

○辻委員長 芳村副町長。 

○芳村副町長 先ほど、いわゆる法隆寺のメインアクセスについてのわかりにくいという

指摘がありました。わかりにくい点もあるし、将来、幅広い面からこのアクセスについ

ての考え方を取りまとめなければならない、という答弁をしていただけたらということ

でございます。 

  今、ご存じのように、いざない大路という形で、県道に沿うて、歩道を銅板を入れて

アクセスやっているわけですね。それは確かに、今、町長がおっしゃるように見にくい

わけですね。そういうことからクリアしていかなあかんと思いますけども、今ご指摘の

やっぱり照明については非常に暗いし、私もわかっています。それは一回県に言うてで

すね、どうしてくださいということで相談をしたいと思います。 

○辻委員長 ほかに。吉野委員。 

○吉野委員 先ほど町長さんがいろいろな点で再度検討する時期というお話がありまして、

私議員なりたてに、一番最初の質問のときにですね、法隆寺駅のことをいろいろ申しま

した。現在どういうふうになっているのかなと思っていますと、そのままでありまして、

また皆さんに、観光客さん、あの辺の売店の方とか聞きますとですね、私の質問したと

おりの、懸念したとおりのことが起こっておるわけです。一つは、正面看板がいかにも

小さいということですね。あれもうちょっと大きくならないのかなと思います。それは

皆さんおっしゃいます。 

  それから、腰かけのイスを欲しいということで発言しましたが、いろいろなことでそ

れはできないと、現在どうしているかというと、恐らくあれ観光協会さんだろうと思い

ますけども、南口のちょっと目立たないところに、３人がけぐらいができるようなイス

が置いてあります。そこにですね、結構これ利用率がよくて、お年寄りとかがゆっくり

腰かけて二人で話たりしますと、このイスはやっぱりいいなと思ったりするわけですよ。
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恐らくああいうものは、持っていったり、いたずらする人もいる関係でしょうか、かな

り大きいくさりをつけてですね、そういうことにあわないようにしながら置いてありま

した。そういう点もありまして、大体イスは必要かなと思いますね。もう１箇所北口の

方に、同じようなものがあったら喜ぶ人が多いんだろうと思います。 

  それから、ごみ箱の件ですけども、確かにごみ箱があると、それの管理大変なことで

ありまして、キヨスクの方がですね、今でも相変わらずごみを持ってきて、ポイと置い

ていくと、そこでは処理できないものだけは、これは勘弁していうて持って行ってもら

うんだと、こういう話をしておりました。これだけの観光地ですから、やはりそのぐら

いのリスクは、町としても負わなければならないんじゃないかと私は思っております。 

  それから、もう一つは、正面改札口を出たところに時計が欲しいという要望ですね。

それもあります。デザイン性ということで、法隆寺の回廊を模したものでなるべくデザ

インのものをごちゃごちゃと置かないんだと、それから、ポスターも置かないんだと、

こういうふうなお話で、それはそれで納得しますけども、最低の機能性ということは、

正面看板とかについては、また町長さんおっしゃるように検討する時期ではないかなと

思います。 

  それからもう一つは、くさりの話ありましたけども、ここではくどくどとは言いませ

ん。モニュメントとしてつくった時計塔ですけども、これが皆さんおっしゃいますけど

も、これこういう時計塔があるんだという議員どなたかの新聞を見て、わざわざそこへ

ウォーキングの途中で行ってみたと、そしたらどこにあるかわからなかったと、なかな

かちゃんとあるやないですか、わからなかったと言われるんですね、私も何回も見ます

けども、私はある場所はわかっているから見たらわかるんですけども、あれもうちょっ

と嵩上げする必要があるんじゃないかと思うんですよ。あと、５０センチかそこら嵩上

げすれば、結構目立つものになると思います。お金はかかるかも知れませんけども、今

やっといた方が私はいいだろうと思います。そういうことが思います。 

  それから、もう一つ最後に一つ、北口、南口でＪＲ降りた方をウォーキングとかで、

私どもがここへ降りてくださいよと言って御案内してまして、その場所へなかなか来れ

なくてですね、北口行ってみて、ああ違ったといって南口へ行ったりしますので、その

待合場所の何かマスコット的な目印、例えば大阪駅ですと何でしたっけな、噴水とかで

すね。鈴とか。ＪＲ王寺駅ですと、天女とかですね、ああいうふうなものがあって、そ

こへ行けばここだとわかるわけですよ。議会でも質問させてもらいますけども、ぜひ北
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口、南口に１箇所ずつ、ウォーキングしたときに集合する場所の目印をつけていただき

たいなと思います。以上です。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 一般質問でもいただいたんですが、ＪＲ法隆寺駅の関係について、時計の関

係等については、私は別段嵩上げするとか、しないとかいう問題ではない。やっぱり時

計は時計として、やっぱり皆さん方結構見ておられると思いますし、また関心をお持ち

だと思っています。それとあわせて、やっぱり正面に時計をつけるのがいいのか悪いの

か、あるいはまた、北口のロータリーが整備されて、時計はつけるということで、今、

現在進めておりますけれども、私は今考えているのは、やっぱり正面の自由通路のあそ

こにですね、やっぱり商工観光のあれをしようとすれば、あそこでやっぱり何かを販売

をするという一つの方法も考えていかなかったら、余りにも自由通路であってですね、

片一方ではそういういろいろな広告をどんどんお願いして、その財源にしていくという

中で、私はできればああいう自由通路をモニュメントということもございますけども、

それはもう皆さん方よくわかっている、斑鳩らしいこういう一つのもんですから、やっ

ぱりそこで一つのものをしていくというのか、そういう活動をしていくことによって、

やっぱりイスの関係も、そういう仮にベンチを置きますとベンチを管理するということ

もできますけども、今の状況でいきますと、自由通路でありながらだれが管理するとい

うことで、イスの問題でも、仮にもしそういう事故が起こった場合、これはやっぱり

我々としては、順を追って責任をとらなきゃいけませんし、そういうことで、これから

もそういう点については、今後私はやっぱり自由通路をうまく活用していく方法を考え

ていきたいと。来年度４月ぐらいからは、一つそういう点については、自由通路を活用

してですね、商工あるいはそういう観光の関係等について、物産展をするのか、あるい

はそういうものについて、地元の方々のそういう地産地消というか、そういうものもご

ざいますし、そこらの部分を踏まえて検討しながら、そういうものができるような状況、

環境をつくってまいりたいと思います。 

  そしてまた、北口に降りますと、ライオンズクラブが寄附された法隆寺の図面が壁面

にかかっていますし、南口は、幸いエスカレーターを降りますと、広場がございますか

らですね、そこに大体集合というのはわかると思います。大阪駅とかいうのはそれはも

う真ん中に中心がどこにあるとかいうことは大体わかりますけども、ＪＲ法隆寺駅の場

合は、自由通路を降りて北口の場合はもうそこに法隆寺の図面がかかったライオンズク
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ラブから寄贈された関係のものと、あるいは南口は、その前に案内板と広場がございま

す。ここは一番よくわかると私は思います。あそこは大分、ただ夏の暑いときもなかな

か暑いですから、そういう点では難しい問題あると思いますけど、集合場所はそういう

点では、注意をすれば、それを書いていただければ、必ずそこへ集合していると思いま

すし、あと、今、吉野委員もおっしゃるように、そういう点については、今後、自由通

路については一つ勉強したいなと。その上で、正面の時計がええのか悪いのか、そこら

検討を加える必要があると思っております。この時計というのは、必ず出てくるんです。

もうそら何年経ったかって、健民グラウンドかて、時計なかったんです。それでも時計

をつけてくれって、時計、今ついてますよ。上宮遺跡公園もそうですけども、当初は時

計がなかったんです。時計をつけると。大体、皆さん方はそれはもう必ず。ただ、一番

我々が心配するのは、正面の時計が１２時やと、この北口の時計が１２時３分やと、こ

っち側１２時何分やと、必ずこれ言うて来られます。斑鳩のサイレンの１２時のサイレ

ンでも、結局時報によってぱっと鳴らすんです。ちょっとおくれていますよということ

でも言うて来られることもございますし、そういうことは敏感なんです。そこらのこと

も十分考えながら、我々としては、できるだけそういう点について、工夫をしながらで

すね、一遍検討したいと思います。 

○辻委員長 整備とかだったら、ＪＲの周辺整備のところの関係もあるので、またその辺

も注意しながら質疑をお願いしたいと思います。 

  ほか。里川委員。 

○里川委員 この款では外すことができない質問なのでさせていただきたいと思います。 

  そもそもこの１９年度の予算の審査をさせていただくときに、大きな問題となってお

りました指定管理者制度の観光協会の問題なんですが、代表監査委員さんからいろいろ

御指摘をいただいた中で、１９年の３月議会では、相当な修正案まで出されたような形

で、この指定管理者問題いろいろありました。そんな中で、予算審査においても、町と

しては一定の方向や、一定の姿勢を示されてきた経過がございます。我々としましても、

それらについての議論をしてきたという経過を踏まえましてですね、この間の観光協会

の法人格の取得であるとか、指定管理者としての認識を持っていただいての運営という

んですか、こういったものについて、どのようにされてきているのか。また、町として

はどのように指導なり、勧告なりしていただいてきたか、この辺のところについては、

やっぱりきちっとこの款で聞いておかなければならないと思いますのでお願いしたいと
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思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 この問題ですね、観光協会が法人格を持つべきという監査委員からの御指摘

で、そういう点については、県と協議をしながら、今現在も進めています。そういう点

について、時間はかかってますけども、今現在社団法人というのか、そういう法人格の

関係等について、今現在県に対していろいろと御要望、また申請処理等いろいろ整理を

させていただいています。 

  また、指定管理者でございます観光協会等については、やはりできるだけ経費の節減、

そしてまたやっぱり事故のない、そういう問題等について、できるだけ一番難しい問題

はやっぱり忙しい時期、４月、５月、６月、そしてまたこれから始まるこの９月下旬か

ら１０月、１１月、この６か月の間は忙しいということで、最近は門前の業者さんがか

なりバスをとめておられますから、非常にそういう点ではバスも減っておりますものの、

毎日何台かのバスは来ますから、あるいは乗用車、昨今の場合は特にゴールデンウィー

ク、あるいはまたそういう夏休みとか、盆の関係等については乗用車を、そういう対応

等についてこれから指定管理としての責務を果たしていく、そういう点について、非常

にそういうきめ細かな配慮をしながら、何言いましても、事故のないことが一番だれし

もが当然です、一応指定管理になって事故のないと、事故が起こらない、そういうこと

に十分注意をしながらですね、現在取り組んでおります。幸い指定管理をしている中で

は、非常にうまく効率よくやっていただいてるのではないか、ゴールデンウィークの関

係等についても、門前の業者等も駐車場満杯である中で、私どもも藤ノ木古墳のあれを

さしていただいて、数点の車もうまく回転したから、西里あるいはその周辺の方々の苦

情はほとんどなかった。大体ああいう時期になると、車が家の前にとめられるから、も

うとにかく町として何とかせえということは電話必ずかかってくる、そういう苦情はな

かったこともございます。今後やっぱりそういう指定管理としての責任を十分保持しな

がら頑張っていきたいと、こう思っております。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 代表監査委員さんの御指摘の中のまず第１番は、その法人格の問題だったん

ですが、そういうことも含めて、契約期間を再度１年で行うべきだという、私は考え方

でしたが、町は３年ということで出してこられた。そのことについて、１年でというよ

うな修正案まで私たちは出した経過がございます。否決をされまして３年、町の提案ど
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おり３年通りましたけどね、まさしく私はこういうところを見たかったわけです。１９

年度終わった時点で、１年間かけてそこがきちっとできたのか、できてないのか、そう

いうことも踏まえて、さらに契約期間というものを定めたかったというのが、実際の私

としては気持ちです。ですから今まだ、ちょっと時間がかかっているということで、非

常に残念に思っています。 

  それとですね、指定管理者制度になって、非常に効率的な運営をされたということで

す。そんな中におきまして、私はじめて原付バイクで、ｉセンターのところとめさせて

いただきまして、料金をとられるというようなことがありまして、原動機付自転車でも

一応駐車料金を取られるんだということにちょっとびっくりしたんです。そこら辺の線

引きですね、どういう用事で来られた方とか、そんなん分けにくいと思うんですけれど

も、その辺の使い分けというのをはっきりきちっとお金を取る以上はされているのか。

そして申しわけないですね、私駐車券、領収書いただいたんです。別にお金払うことは

全然やぶさかではございませんが、この駐車券にね、二輪自動車と書いてあるんですね。

私は二輪自動車乗って行ったつもりはないんですけれども、二輪自動車しか書いてない

と。もし原動機付自転車も含むのであれば、そういう表示は最低、町営駐車場と名前打

って領収書出されるのであれば、そういうとこはやっぱりきちっと整理はしといていた

だかんとあかんと。混乱します。混乱したら、また口々にいろいろなことを言われます

のでね、できましたらその領収書の券、それときちっとどういう状態で料金をいただく

ように設定しているのかということなどもあわせて御報告を求めたいと思います。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 まず、原動機付自転車の件ですねんけど、これにつきましては、斑

鳩町観光自動車の条例に基づきまして、自動二輪車として（原動機付自転車も含む）と

いうことで条例で設定されております。しかし、今回のチケット言いますか、駐車券に

ついては、それの注意書き等が抜けておりましたので、これについては誤解を招かない

ように即刻改善をしたいと思います。その点よろしくお願いします。 

  それと、斑鳩町の場合、駐車場と、それからｉセンターと、駐車場の敷地というのか、

そういう中に設置されております。それと、経営とｉセンターの運営等はほぼ同一的な

ことになりますので、ｉセンターの用事で来られた場合につきましても、一時的に観光

案内等で来られる、一時的な停車的なものにつきましては、駐車料金を取っておりませ

ん。これにつきましては、今、判断的なことにつきましては、今現在では、駐車場の担
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当しておられる方々に、その入場の際に、用件等を聞き取りさせていただきまして、そ

の内容等によって駐車料金をいただく、いただかないというような形で判断しているよ

うな状況です。約現在は３０分以内、もうすぐ出ていくような用件、要は納品とかそう

いうものもありますので、そういう点に関しましては、駐車料金は取らないという形で

運営をしていきたいと思います。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 できるだけわかりやすい運営をしていっていただいて、住民などとのトラブ

ルとかがないようにやはりしていっていただきたいということをお願いしておきたいと

思います。 

  それとですね、報告書の２１８ページにございますシルバー人材センターの充実で、

これ補助金出されているんですが、申しわけございません、どこかに書いてあるのであ

れば、私見落としているのかもわからないんですが、やはりこういうふうに補助金出す

場合ですね、シルバー人材センター生きがい対策は何名ぐらいの方が会員さんいらっし

ゃるのかというのが、わかりやすく表示をしていただくいうのが、いろいろな目安とな

りますので、できましたら、斑鳩町、これはわからないかわかりません。斑鳩町の対象

になる人口の中で、何人さんほど会員さんで登録していただけているのかということ、

この斑鳩町の生きがい対策として行っていただいている中にね、やはり有効にこの事業

が行われているのかどうかということを見させていただく中では、一定そういう数がわ

かるようにしといていただけたらありがたいなというふうには思っているんですが、今

わかるのであれば教えていただきたいと思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 大体１９年度の関係等につきましては、大体３６０人が登録をされていると

いうことでございます。ただ、今、里川委員も御指摘のように、当初は４００あるいは

４５０突破するということでしたけど、なかなか３７０～８０この辺でとどまっている

ということは、これからシルバー人材の一つの人材確保に努めなかったら、いつまでも

そういう状況ですね、やっぱり仕事の分配とかいろいろな問題等があろうと思います。

一人が独占するとか、あるいはそういうことがありますから、そういうことについて、

理事長か、あるいは理事がやかましく言ってしていかなかったら、あの人はそらええ目

して、私らはあかんのか、そういうような選定をする判断を決めますのも、そこに入っ

たらいじめがあるねんとかいろいろなことも聞きます。やっぱりそういうことも６５以
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上になってもですね、どのような世界でもいじめはあるいうようなことを聞きますから、

そういう点の改善はやっていかんと、私は４００名、４５０には到底到達しないと思い

ますし、その改善を今、この新しくワークプラザが出来た段階でやることが一番大事か

なと思っています。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 そうですね、やはりせっかくワークプラザの方も補助金を受けて設備をなさ

って、これから団塊の世代の方たちの定年を迎える中で、いかにこういう方たちが斑鳩

町でまた、斑鳩町の活力となって地域で力を発揮していただけるか。そんな中にあって

のシルバー人材センターの生きがい対策というのは非常に重要だと思いますし、町長が

今言われましたように、私も中のごちゃごちゃとした問題いろいろちょっと耳にするこ

とございます。やはり、この中の運営がよりうまくできるように町も一定の補助金出さ

れてやっておる事業ですので、今後もこれらについても、町としても気をつけて御指導

していっていただけたらというふうに思っております。 

  それと、すみませんもう１点だけ。２２６ページに観光自動車駐車場運営費というこ

とで挙げていただいております。私も細かく計算をすればいいのかもわからないんです

けれども、ただこういうふうに出してきていただくときに、金額も併せて駐車場の利用

状況に金額もあわせて書いといていただいたら非常にパッと見てわかりやすいなと思う

んです。大型車は減っているけど、小型車はふえている。これ自分で計算したらわかる

もののですね、これで収入面ではどうなっているのか、どう動いたのかなというのが見

てすぐわかるように、ちょっと書いといていただけたら、非常にありがたいなというふ

うに思っておるところなんですけれども。また、資料作成について、そういう点につい

ては、ぜひそこを見てすぐわかるというような状況でつくっていただけたらありがたい

ということを要望だけしておきたいと思います。 

○辻委員長 ほかに。宮﨑委員。 

○宮﨑委員 以前ね、議長質問されたと思うんですけど、ｉセンターのあのホログラフと

か、あの辺の機械の修理は終わっているんですか、やったんですか、やらなんだんです

か、ちょっとその辺聞かせていただきたい。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 今、宮﨑委員御指摘のｉセンターの中にあるああいう展示の機械故障等、こ

の関係等については、県も部品がないとか、あるいはまた県がなかなかしないというの
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で、県と今交渉で、できればあの機械を撤去しようという話をしているんです。ｉセン

ターですから、人がたくさん集まってくるとこですから、あれが真ん中にありますと、

何か皆さん方窮屈な感じをいたしますし、雨が降ったらなかなかあれですから、ああい

う機械は、私はやっぱり県が最初はええ機械を据えるんですけども、後の維持管理を全

くしない、そして悪くなったらもう町がやれとか、県に申し出たら、もうそんなもん

我々できませんとかいうことばっかり繰り返して、せっかくええ機械をつくりながら、

そういうことですので、私も今、県と交渉中で、あれをどこかへ撤去させていただくと

いう話をさせていただいている、それも許可はいるものですから、そういう点について、

皆様方に御迷惑かけますけども、あればですね、まだ修理できてないやないかという御

指摘をいただきますから、そういう点について、これから県と早く交渉したいと思いま

す。 

○辻委員長 ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ほかにないようでしたら、これをもって第６款商工費の審査を終わります。 

  １３時まで休憩いたします。 

（午後  ０時０１分 休憩） 

（午後  １時００分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開いたします。 

  次に、第７款土木費について説明を求めます。 

  加藤建設課長。 

○加藤建設課長 それでは、第７款土木費の方の説明に入らせていただきます。 

  はじめに、２２７ページの第７款土木費についてであります。主要な施策の成果報告

書の２２７ページから２４７ページにかけてあります。 

  まず、第１項土木管理費、第１目土木総務費でありますが、予算現額８，２２０万１，

０００円に対し、決算額７，６５２万９，２０２円で、執行率は９３．１％となってお

ります。主なものは人件費でありますが、その他使用料及び賃借料で土木工事にかかる

設計及び生産を迅速に行うためのパソコン活用の経費や、道路や河川の整備促進などを

目的とした各種協議会等への負担金が含まれています。 

  次に、２２８ページから２３０ページまでの第２項道路橋梁費、第１目道路維持費で

ありますが、予算現額５，６４０万２，０００円に対し、決算額５，４９２万６，００
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０円で、執行率は９７．３％となっております。安全で快適に道路を利用していただけ

るよう維持管理に努めておりますが、このことに要する経費であり、内容といたしまし

ては、定期的に巡回を行う中で、確認したものや、住民からの連絡によるものなどで把

握できた舗装が悪くなった箇所における舗装補修工事や、道路排水施設などの道路構造

物の補修にかかる工事請負費、また路肩の草刈りや、道路敷地の権利整理に伴う委託料

などであります。 

  未登記道路敷地の整理につきましては、既に地域の生活道路になっている道路の底地

整備ができたものや、土地利用等の機会をとらえて地権者と協議し理解を得たものの、

１６５筆の所有権移転等を行ったところであります。今後も引き続き、道路の適正管理

に努めるため道路の適正管理に努力してまいりたいと考えます。 

  次に、２３１ページから２３４ページまでの第２目道路新設改良費でありますが、予

算現額２億１，５２６万２，０００円に対し、決算額１億３，４２７万４，０９６円で、

執行率は６２．３％となっております。執行率は高くないのは予定しておりました町道

各路線の道路改良工事に伴う用地交渉及び用地整理が難航したためであります。このう

ち２３４ページに記載しておりますように、町道３６２号線神南３丁目地内道路につき

ましては、年度末間近となってから、その一部において用地協力が得られたことから、

これらの整備にかかる経費７，３５０万円を翌年度へ繰越をしております。 

  また、円滑な移動ができるように町内道路のネットワーク化を進めるために策定して

おりました平成１５年度から平成２０年度の間の道路整備５か年計画の継続中の路線や、

主要幹線であります６ｍ計画道路等に基づく道路工事等であります。内訳といたしまし

ては、５か年計画道路の継続路線として２路線で、改良延長２３１ｍ、舗装面積が１，

６３０㎡で、用地買収面積７７１．９６㎡であります。６ｍ計画道路としては２路線で、

改良延長９２ｍ、舗装面積２１７㎡であります。その他道路として４路線で改良延長３

０１ｍ、舗装面積１，１６２㎡、用地買収面積１５３３．３５㎡であります。 

  続きまして、２３５ページから２３６ページの第３項河川費、第１目河川総務費であ

りますが、予算額６９０万７，０００円に対し、決算額６９０万５，５６４円で、執行

率は９９．９％となっております。毎年春に実施していただいております地元自治会に

おける水路清掃に伴う土砂の処理を行ったものであり、３９地区において実施していた

だき、処理土砂量は１０４トンであります。 

  また、住環境の改善を図るため受益者が自発的に施行された水路改修工事及び水路浚
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渫工事に対し、その経費の一部を支援したものが主なものでございます。 

  続きまして、２３７ページの第２目河川改良費でありますが、予算現額１，７１９万

３，０００円に対し、決算額１，３３１万１２６円で、執行率は７７．４％となってお

ります。内水排除として排水機能を高めるために水路改修工事を行い、環境整備に努め

たところであります。今後におきましても、引き続き内水排除のためにさらに水路整備

等を行ってまいりたいと考えております。 

  次に、第４項都市計画費です。都市計画費全体といたしまして、予算現額１３億３，

２５３万７，０００円に対し、決算額１１億６，８１２万２，１６８円で、執行率は８

７．６６％となっております。なお、次年度へ１億２，３２７万５，０００円を繰越し

ております。繰越額の内訳としては、都市計画総務費の法隆寺線整備事業費であります。 

  まず、２３８ページから２３９ページの第１目都市計画総務費でありますが、予算現

額３億２，９８４万２，０００円に対し、決算額１億９，８４２万４，７０６円で、執

行率は６０．１％となっております。人件費以外の主な執行については、町内の幹線道

路となる都市計画道路の整備に要する経費、ＪＲ法隆寺駅南北自由通路の維持管理経費、

既存木造住宅の耐震診断に対する支援に要する経費であります。 

  まず、都市計画道路の整備のうち、国の直轄事業となっておりますいかるがパークウ

ェイでは、稲葉車瀬区間において約９９％の用地が取得されておりますことから、埋蔵

文化財発掘調査が実施されてまいりました。当該区間の西側の竜田川では、いかるがパ

ークウェイ岩瀬橋の下部工事に着手されたところであり、平成２１年３月には下部工事

は終了する予定であります。また、モデル区間東側から県道大和高田斑鳩線までの間の

約８２０ｍでは、土地の境界の立合いが実施され、用地取得に向けて準備が進められて

おります。 

  その他、県道大和高田斑鳩線と、本線いかるがパークウェイとの交差点計画の計画も

進められており、計画案がまとまれば、地元への説明会が実施される予定となっており

ます。また、稲葉車瀬区間から西の三室交差点を含む区間でありますが、道路構造の検

討が進められ、一部ではありますが、地元自治会と道路構造について協議を行ったとこ

ろであります。今後さらに地域の皆様方にも御意見をいただき、計画をまとめていくた

めに、引き続き協議を行うことといたしております。 

  次に、都市計画道路法隆寺線の整備であります。国道２５号から南へ約６８０ｍの区

間での整備事業であります。事業の進捗といたしましては、用地の面積で９６％の取得
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率となっており、一定区間の用地がまとまったところにおいては、繰越明許の措置を行

い、今年度において道路築造工事を実施してまいります。なお、引き続き、残っており

ます用地取得に向けて、地権者との用地交渉に努めており、できるだけ早く御理解を得

て、早急に計画予定区間の供用をできますよう、なお一層の事業推進に努めてまいりた

いと考えております。 

  次に、ＪＲ法隆寺駅南北自由通路の維持管理でありますが、安全で安心して利用いた

だけるよう機械設備の保守点検や、施設の管理等を行ってまいりました。 

  次に、住宅の耐震化を図るため、昭和５６年以前に建築された既存木造住宅について、

技術者を派遣し、耐震診断に要する費用を助成することにより、耐震診断の普及啓発に

努めてまいりました。なお本年度は２５億円の耐震診断に対する助成を実施いたしてお

ります。 

  次に、２４０ページの第２目公共下水道費でありますが、予算現額３億１，８０１万

２，０００円に対し、決算額は３億２８０万２２８円で、執行率は９５．２２％となり、

特別会計への繰出金として支出しております。詳細につきましては、公共下水道事業特

別会計におきまして御説明させていただきます。 

  次に、２４１ページの第３目都市下水路費につきましては、予算現額１２０万円に対

し、決算額は１０６万５，７５０円で、執行率は８８．８％となり、都市下水路４路線

の浚渫作業を実施し、都市下水路の適正な維持管理を行っております。 

  次に、２４２ページの第４目公園費でありますが、予算現額８２１万７，０００円に

対し、決算額は７８７万５，１２６円で、執行率は９５．８％となっております。主に

公園の維持管理に必要な経費であります。上宮遺跡公園や大和川第一緑地をはじめとす

る公園、広場施設の維持管理を行うとともに、自治会が管理する公園についても遊具等

の補修にかかる費用に対し助成したものでございます。 

  特に近年、公園施設に設置されております公園遊具の事故が全国各地で発生しており、

その管理については細心の注意をはらい対応を行っているところであります。 

  次に、２４３ページの第５目都市計画審議会費でありますが、予算現額１５万円に対

し、決算額は５万５，０００円で、執行率は３６．６％になっております。任期満了に

伴い１５名の委員を新たに任命しております。審議会を１回開会したことによる委員報

酬を執行しております。 

  次に、２４４ページ、第６目開発指導調整費でありますが、予算現額８６万９，００
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０円に対し、決算額８２万５２２円で、執行率は９４．４％となっております。都市計

画法等関係諸法令及び町開発指導要綱に基づき、より良好な環境、良好なまちづくりの

推進に努めたところです。 

  また、屋外広告物に関する事務につきましては、違反広告物の撤去、また屋外広告物

許可申請にかかる事務処理を行い、町の美観維持にも努めてまいりました。なお、違反

広告物の撤去につきましては、住民の皆様方に違反広告物の除去作業を行っていただけ

る制度として、斑鳩町違反広告物を出さないまちづくり推進団体制度の制度要綱の運用

により、現在は２団体が推進団体として、違反広告物の簡易除却に御協力をいただいて

おります。また、環境保全推進員の皆様には、違反広告物の掲出状況の報告の協力を求

めまして、パトロールの強化にも一役を担っていただいております。こうした住民、行

政が一体となり、斑鳩町における違反広告物の迅速かつ確実な撤去をなお一層推進して

まいりたいと考えております。 

  次に２４５ページ、第７目景観保全対策事業費でありますが、予算現額３６７万４，

０００円に対し、決算額２９１万１，９８９円で、執行率は７９．２％となっておりま

す。まず、身近な緑化の推進として、小学校の入学記念樹として、町の花サザンカ、産

業フェスティバルではスモモの苗木をそれぞれ配布し、町内における緑化推進と住民意

識の高揚に努めてまいりました。主にこれらの苗木の購入費用として執行しております。

また、法起寺や法輪寺周辺などの自然景観や歴史的景観が一体となった地域において、

潤いと安らぎが感じられる風景や、景観の形成を図るために取り組んでおります景観形

成作物コスモスの栽培につきましては、５地区の方々に御協力を得て、２万３，８２２

㎡において実施してまいりました。これらの取り組みに要する委託料等の経費を執行し

ております。 

  次に、２４６ページ、第８目のＪＲ法隆寺駅周辺整備事業費でありますが、予算現額

６億７，０５７万３，０００円に対し、決算額６億５，４１６万８，８４７円で、執行

率は９７．５％となっております。ＪＲ法隆寺駅周辺整備事業では、当町の玄関口にふ

さわしい魅力ある交通拠点として、住民や来訪者が安全に安心して駅舎を利用できます

ように駅舎のバリアフリー化や、駅前広場、駅へのアクセス道路など、駅周辺を一体的

に整備するものとして事業を推進しております。事業の進捗状況と主な執行状況であり

ますが、平成１９年３月の橋上駅舎南北自由通路完成以後、南口広場整備が完了し、交

通広場としての機能確保した形で供用を行ったところであります。広場内には飛鳥時代
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の建築様式をモチーフにしたモニュメント等も整備しており、これら広場工事に関連す

る用地取得に工事請負費等を執行しております。 

  また、南口広場へのアクセス道路となります各路線に関しましても、道路設計を実施

しつつ、計画説明、用地交渉なども進めてきたところであり、道路設計に伴う測量設計

費等の経費を執行しております。 

  次に、駅北口においては、駅北口から駅東側の踏切に通じる道路の整備が完了し、供

用を開始しております。また、駅北口から北方面に抜ける町道３１２号線では、昨年１

０月に土地の境界の立合いを実施するとともに、道路の測量設計や、建物等の補償調査

も実施してまいりました。これらに必要な工事請負費や、測量調査費等にかかる経費を

執行しております。現在、計画をしております各路線について、地権者の皆様に御理解

と御協力をいただけるよう取り組んでいるところであります。 

  続きまして、２４７ページの第５項住宅費、第１目住宅管理費でありますが、予算現

額７８８万９，０００円に対し、決算額５７６万３，５１２円で、執行率は７３％とな

っております。快適な住環境、居住環境を確保するための維持管理に要するものが主な

ものであります。今後も入居者が快適に暮らして、安心して暮らせるよう維持管理に努

めてまいりたいと考えております。 

  以上で、第７款土木費にかかります説明とさせていただきます。御審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

○辻委員長 説明が終わりましたので、第７款土木費について、質疑をお受けいたします。

ページは２２７ページから２４７ページでございます。 

  西谷委員。 

○西谷委員 まず２４６ページのＪＲ法隆寺駅の歩道の年間維持管理費というのはどの程

度かかるのか、ちょっとお聞かせいただきたい。 

○辻委員長 今西都市整備課参事。 

○今西都市整備課参事 自由通路の年間管理業務その他の関係でございますけども、現在、

エスカレーター、エレベーターの保守点検と、それと消防施設の点検業務、それと清掃

業務の業務として管理しているところでございます。これの金額でございますが２９４

万９，８３８円でございます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 これはエスカレーター、エレベーター、それと今、掃除も含めての年間の使
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用維持管理費ということで、この中には当然、電気代とかすべて含んでという考え方で

いいんですか。 

○辻委員長 今西都市整備課参事。 

○今西都市整備課参事 今、報告させていただきました分は委託業務として行っている分

でございまして、電気関係につきましては使用料等で計上させていただいております。 

  水道料金につきましては３，５６８円、電気料金につきましては１６４万７，８９６

円となっております。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 当初、確か記憶違いかわからんけど、年間１，０００万円ぐらい維持管理か

かるような話を聞いたような記憶があるんですが、実際、今の数字で、これがもうすべ

てやということでよろしいんですね。 

○辻委員長 今西都市整備課参事。 

○今西都市整備課参事 今、使用料につきましては、今もう駅の方工事進めて増設してお

るところでございまして、実際、実績がちょっとつかめない状況であります。 

  それと、委託費の関係につきましては、エレベーター、あるいはエスカレーターの保

守点検につきましては、昨年自由通路、駅舎完成した後に３月に完成しておるんですけ

ども、それから３か月、保証期間という形で、無料で委託を行っております。その関係

で２０年度からは、その分だけ増額になってくるということで御理解いただきたいです。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 わかりました。結構です。 

  それと、２４５ページの景観作物なんですが、これについて、これ実際植えていただ

くのに一反当たりどれぐらいの助成金が出ているのかということと。 

  それと、これは転作の作物としては確かにコスモスずうっとされていて、私もええな

と思いながらやっているんですが、片方で今また地産地消の中で、それと食糧の自給率

アップの中では、ちょっと当時の休耕田対策とかという形で景観作物そのものが論じら

れた時代と、若干やっぱりこの時代にきて、社会的な情勢が変わっていく中で、将来的

にもこういうコスモスという形でするのがいいのか、あるいはやはり本来の斑鳩の農業

の中での、それが即景観になるような形でのそういうような施策。例えば、昔やったら、

菜の花植えて、その後米植えてみたいな感じの、そういうやり方もあったし、麦植えて、

米植えてみたいな形のそういう部分で、その地域、地域に応じたような、それは昔は以
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前そういう形が本来の姿やと思うんですが、今たまたまこういう景観作物というのはブ

ームで、いろいろなところでそういうこともやられているんですが、これはある意味で

は、休耕田で実際に田んぼをそのまま維持管理する中で、あるいは観光的にもそういう

のがええからという形で、全国的にもこういうことがはやってずうっとやられて、斑鳩

町も確かに言われるように、コスモスの中で三塔も入れるというのは、いかにも斑鳩ら

しい風景というのは、そういうことできたし、それも好評されてきているんですが、今、

ぼちぼち自給率とかいうことになってきたら、もう一遍、本来の景観という形でやって

きた事業そのもの、もう一遍やっぱり見直さないかん、そんな時代にきているのではな

いかなという気がするんですが、その辺はどのように考えておられますか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 確かに西谷委員おっしゃるように、景観作物はどうかというよりも、私はや

っぱり農業の後継者がほとんどないというのが、この辺をやっぱりメスを入れていかな

かったら、ただ今、一時しのぎで遊休地をどうするのかということで、これ農業委員会

とかやっていますけれども、私は長く続かないと思うんですよね。やっぱりそういう点

については、やっぱりよっぽど協力なかったら、それは耕運機で耕して、そしてまた草

引きをせえ言ったかて、とてもそれはできないと思うし、やっぱり後継者をどうするの

か、そして遊休農地そのものについて、今、県でもいろいろと言われているように、線

引きの見直し等の中でどうとらえていくのか、そういうことも考えていかなかったら、

片一方では景観を守り、片一方ではそういうことをやったらだめだとかいうようなこと

をおっしゃるんですね。県の方は、立場上は、当然、斑鳩あたりはもうほんまに景観の

ええとこやから、もっと縛りをかけよと言うたところで、もう以前から看板とかいろい

ろつくられてあるんです。そのときは何もしてもらわんとですね、今もう町村に移譲し

たから、町村で景観の関係で看板を撤去せえとか言われますけどね、やっぱりそういう

点というのは、どうもちぐはぐというのか、農林関係の国の施策も、この間、自給率を

高めるためにはもっと減反を減らせと、減反を減らして米を植えさせと言うたら、ある

東北の代議士がですね、そんなもん米の値段が下がってきてですね、なんぼでも米つく

らせたら値段が下がって、それが一番大きな問題やと。やっぱり今、去年も米の値段下

がったですね。農業者はかなり圧力でですね、何とか米を維持せえというとこで、こう

いういろいろな問題があると思います。やっぱり私は、国の農業施策等についても、そ

の場、その場しのぎではなしに、やっぱりもっと大まかにこういう減反がどうあるべき
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かという問題も考えてやっていかなかったら、ますます農業後継者というのは恐らくな

いと思うし、ある人言わしたら、いや、東京のビルあたりでハイポニカで全部水耕栽培

やっているやないかと。そして、そして水さえかけていくらでもできるやないかという

ことをおっしゃるけども、それは農業やなしですね、ただ一つのものであるということ

を考えていったら、やっぱり斑鳩町の場合も、今一時的にはコスモス等を植えてですね、

中にはコスモスの咲きが悪いとかいろいろなことを御提案もいただきますけども、やっ

ぱり何かって、テレビでもＮＨＫでも出てくるのは６時５５分ぐらいに、カメラマンが

写しているのは、必ず法起寺の前のコスモス畑が必ず出てまいります。それがまたきれ

いに写っているんです。きれいに生えているというのか、撮りがうまくてですね、やっ

ぱりそういう一つの景観というのは、私はこれは残していく。今年は特にまた平成２０

年度は特に地域の方々にお世話を願ってですね、中宮寺史跡のあの辺にもコスモスを全

部植えてくれという話で進めてますけども、今、西谷委員おっしゃるように、これがど

うあるべきかということを、根本的に農林省がもう少し考えていかなかったら、やっぱ

り片方では自給率を高め、高め言うたかって、４０％が精いっぱいであって、これもど

んどん中国、インドがですね、日本の食料品を買いあさっているというふうに考えてま

すと、本当に自給率４０％でほんまに自分とこの日本の国で１０％が２０％ないの違う

かというようなことも言われますし、そこらのとこよっぽど考えていかなかったらと思

いますけども、斑鳩町の場合は、そういう点で後継者がない中で、どうあるべきかとい

うことをこれから模索をして考えていくということでございます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 今、町長言われるのは、私自身も景観作物のコスモスというのは、一時的な

ものやなと思いますし、将来、今現在、当面はこういう形でいくものと。将来のあるい

は観光、あるいは農業とか全部含めた中で、あの地域の景観の在り方、農業のあり方み

たいなものをやっぱり考えていかなあかんの違うかなと、それがないんでは、その中で、

単に目新しいというか、よそでもやられているような、ソバやとか、いろいろなのあり

ますけど、その中で斑鳩の特徴のあるようなもの、その中からまた見出せたら、双方に

農業者にとっても、あるいは観光にとっても、景観にとってもええような作物というよ

うなものは、絶対何か見出して、こういう機会に考えてもらって、農業委員会でもそう

いう視点で、もう一度また検討していただけたらと思いますので、これは要望といたし

ます。 
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○辻委員長 ほかに。吉野委員。 

○吉野委員 今の続きのようなことになりますんですけども、広域のというか、斑鳩町だ

けではなく、斑鳩町と安堵町あるいは平群町とかと休耕田の対策については、何かそう

いう動きがあると聞いてますけども、それは町としては何か、町としてもそれを進めて

おられるんですか。広域にこう、例えばレンゲを植えるとかですね、それはまた別のも

のですか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 広域でそういう関係というのは、ただ一番、斑鳩町あたりは大変なのが、や

っぱり平群町辺りからキクの関係でですね、遊休地に土地を貸すからと言われればこれ

一番困るんですよ。農薬をまかれますからね、あの辺を通学される園児、生徒はですね、

やっぱり朝早いですから、そういう点では、よくキク畑とか歩いてございます。やっぱ

り保護者の方々から、特に役場の方にですね、ああいうキクとかは極力押さえてほしい

と、平群町にしたら、やっぱりその生産をふやしていくということで、どんどん、どん

どんそれはいいんですけども、何でもかんでも斑鳩の方へ向いてきたらこれもう大変な

ことやし、それと併せて斑鳩町のシルバー人材でも、平群町シルバー人材なんか、キク

のあれにシルバーがそっちへいくんだという話するようにですね、キクというのは非常

に農薬を使いますから、非常に健康上には非常にいいことないですから、そういうこと

も考えていかんと、これもなかなか、いいものを受けるんだったら、それはだれでも喜

びますけども、レンゲとか、そういうコスモスとか、そういう景観というものについて

は、当然、広域でそういうことは考えておりませんし、斑鳩町としては、部分的にレン

ゲを植えておられたり、あるいはまた、こういうタンポポとか、あるいはまたそのコス

モスとかございますけども、そういうことはそこの田を持っている方が、今年はレンゲ

を植えるとかいう、肥料にもなりますから、そういうことも踏まえてやっていかれると

思いますけど、特に町としては、平群や安堵にそういうものの呼びかけとか、そんなも

のは全くないと思います。 

○辻委員長 吉野委員。 

○吉野委員 行政的にはそれはないということで、何か民間では、私の知っているとこで

も、平群の方がですね、斑鳩町の方のレンゲの栽培について、斑鳩町の方の指導を受け

て、平群の道の駅のあたりで、大分広い範囲で来年度はレンゲをやるんだという話を聞

いてまして、これはできたら行政とかではなくて、民間だけのネットワークみたいなも



－ 63 － 

のでしょうかね。 

○辻委員長 要望でよろしいか。 

○吉野委員 要望というか、行政がかかわっているのか、かかわってないのか。 

○辻委員長 川端観光産業課長。 

○川端観光産業課長 レンゲ栽培の件ですねんけど、斑鳩町でレンゲ栽培が盛んになって

きたというのは、養蜂業者と農家の契約に基づいて栽培しているという、農家にしては

レンゲの後の作物はかなりいいということで、これ植えられました。平群に対しての道

の駅の傍のレンゲ栽培ですねんけど、これは行政としては、話には加わっておりません。

民間レベル、農家の方を通しての話になっております。 

○辻委員長 ほかに。里川委員。 

○里川委員 そしたら、お尋ねさせていただきます。 

  報告書の２３９ページにあります法隆寺線の整備なんですけれども、これもとまって

おったのが動き出したというような形になっているかとは思うんですが、せっかくの機

会ですので、確認をさせていただきたいんですが、この都市計画道路については、補助

事業になってくるかと思うんですが、その補助をしていただける状況ですね。そして、

その補助をとるために、その補助の規定で何メートル道路以上でなかったら補助が出せ

ないとか、以前にそういう話があったと思うんですが、この１９年度のこの整備にかか

わってのそれらの状況について、確認をさせていただきたいと思います。 

○辻委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 法隆寺線の補助事業の関係でございます。この事業につきましては、

平成１０年度から事業を着手しております。この平成１０年度の段階で、斑鳩町の町道

であるということを条件に補助採択をされたということでございまして、幅員等を規定

をされているものではございません。現在、都市計画幅１６ｍということで事業は進め

ております。したがいまして、平成１９年度分として、どういった規定に合わせられる

かということではなしに、全体として、事業の採択をされているということで、１９年

度分の事業計画に合わせて、補助要望をいたしました。その補助に対して、要望額どお

り、今年度もつけていただいているという状況でございます。以上です。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 この１９年度の補助率というのはどういうふうになっていたのかなと思うん

ですけれども、それについてはどうでしょうか。 
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○辻委員長 藤川都市整備課長。 

○藤川都市整備課長 この補助率でございますが、これは地方道路交付金事業という事業、

それと、町特定道路整備事業という、この町特定道路整備事業と言いますのは、起債事

業でございます。先申しました地方道路交付金事業、これにつきましては５５％の交付

金が入るということになってございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 何かちょっとこの計算が、私頭ついていかへんので、悪い頭で余り深く考え

んようにします。すみません。 

  それと、２４６ページにありますＪＲ法隆寺駅周辺整備事業費で挙げていただいてま

す。これ予算の段階で、自由通路のことではかなり予算委員会でも論議をしてきました

ことですが、ちょうど当時選挙があるということで、加熱したらこの自由通路を選挙の

ときなどに使うことについてどうだろうかということで、予算委員会の中でもそういう

ことを申し上げ、町としても一定の見解、いろいろ難しい問題もあるけれどもというこ

とで一定の見解を出していただき、我々としても、やはり上は通勤、通学の方に利用し

ていただくのにじゃまになってもいかんので遠慮しようという、そういう形で自由通路

については、選挙のときには、一定御遠慮させていただくような形にしていたんですが、

１９年には選挙がたくさんございました。そしてまた、これからも今、国会レベルでの

選挙なども言われている中でですね、再度お尋ねをしておきたいと思います。この自由

通路の利用について、１９年度それらについてどういう状況であったかということ。 

  それともう１点は、先ほど出ておりました維持管理費ですが、ＪＲ側にもエレベータ

ーとかございます。維持管理を委託するに当たっては、ＪＲと町とそれぞれ同じもの、

エレベーターとか持っておって、そしてその維持管理をしていく委託については、安く

つくように何か考えられへんかなというようなことも予算委員会の中でも申し上げてき

ました。そのときには、町としてはＪＲとも協議をし、いろいろ詰めていくというよう

なことも言っていただいていたわけなんですが、結局としては、この委託料については、

どういう形での委託となったのか。この２点についてお尋ねをしておきたいというふう

に思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 今、里川委員がおっしゃってますように、選挙とか等で、橋上の自由通路に

ついてということは、これはもう当然、私はやっぱりお客さんの立場から考えますと、
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やっぱりそういう点については、北口、南口がございますから、そこでやっていただく

ということで１９年度はそういう状況ではなかったし。また、今現在も今日も朝から南

口でやっておられた方もおられますように、やっぱりそういう点を遵守したということ

で、それは決めた以上はそういうふうにしていくことが一番、自由通路でも、皆さんあ

わてて駅に登って来られますから、やっぱりそういう点では、そこでお願いしますなん

て、皆さん迷惑被りますから、そういう点では今後とも守っていきたいと。あとの関係

については、今西都市整備課参事から。 

○辻委員長 今西都市整備課参事。 

○今西都市整備課参事 維持管理の発注方法やと思うんですけれども、昨年来、駅舎、自

由通路完成した後にですね、そういったメンテナンスの管理につきまして、ＪＲと協議

を行ってきた経緯がございます。おっしゃるように、委託を一括的にやる方が経費、コ

ストが安くなるの違うかという御質問なんですけども、ＪＲに委託するとなれば、ＪＲ

の方へ手数料を支払わなくてはならないというような状況がございまして、そしてまた、

同じエレベーター、一口に言うたらエレベーター、エスカレーターなんですけども、自

由通路は御存じのように北と南側も階高が違う要素もございまして、エスカレーター、

エレベーターについては、やっぱり設置業者に直接維持管理メンテナンスを発注する方

が、コスト的には安くなってきているというような状況で、今現在はそういう形で設置

業者と随意契約で行っております。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 なかなか委託料自体を安くあげる方法ということで、予算委員会でも出てま

したけど、難しいんだなということを今感じました。 

  続きまして、２４７ページに住宅管理費で挙げていただいておりますが、ここで家賃

と駐車場ということで分けて入居しておられる方から徴収をしていただいているかとは

思いますが、家賃、そして駐車場料金などの滞納状況と、それと、やっぱり税などと同

じように、この住宅管理費の中でも、不納欠損処理というものが行われているのかどう

か。行われているとすれば、それはどういう理由でどれぐらい行われているのか、とい

うことを確認をさせていただきたいと思います。 

○辻委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 町営住宅の家賃及び駐車場の滞納でございますけれども、平成１９年度

末、３月末で御説明御報告をさせていただきますと、家賃の方で３０４万９，３００円、
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それから、駐車場の方で７３万６，７８２円、合計で３７８万６，０８２円でございま

す。先日からも税の滞納の関係等でいろいろ公平性とか、その辺の部分で言われていま

す。この家賃、駐車場の滞納につきましても、鋭意入居者の方に対して、督促を行い、

また家の方に出向きまして、徴収業務を行ってきておりますけれども、今現在、３月末

現在、こういった形で金額で残ってきておりますけれども、さらに今年度に入りまして、

特に多額な家賃を滞納されている方につきまして、特に集中的にということは語弊ある

かもわかりませんけども、対応させていただきまして、お一人の方につきましては、今

年以内で、この方、約１００万以上の家賃があるわけですけれども、この方につきまし

ては、今年、年内で大体処理できるということになってきております。いろいろ今まで

いろいろな方法で、できるだけ入居者の状況を、生活の状況を聞きながらやってまいり

ましたけども、これだけ実際やりくりしながら支払っておられる方等おられます。こう

いった方との公平性、当然とっていかなきゃならないということから、ご本人にしても

そうですけれど、保証人の方に対しても事情を説明し、支払について入居者の方と話し

合っていただいて、払っていただくという対応をしておりまして、そうしたことをこれ

から引き続き行ってまいりたいというふうに思います。 

  それから、あと不納欠損については、ちょっと数字調べさせていただきたいと思いま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 今ので、数字はわかりました。いろいろな御家庭の状況などもおありかとは

思います。滞納するにはするなりの、ただし悪質な関係についても、そういう形につい

ては、すべてにおいてですけれども、悪質というものについても、やっぱり見きわめて

いっていただきたいなと。本当に困窮されているのか、悪質なのかというところで対応

の仕方もあるかなと思うんです。 

  それと、不納欠損については、また後ほどお尋ねしておきたい。やっぱり公営住宅の

場合の不納欠損いうたらどういうケースがあるのかというのは、我々やっぱり議員とし

ても一定きちっと認識を持っておかないといけないなと思っておりますので、またどれ

ぐらいあって、どういうケースかと、どういうときにこういうことをするかということ

を、また説明の方していただけたらありがたいと思います。 

○辻委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 すみません。年度もう一度調べさせていただきたいと思いますけど、１
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件だけございまして、多分死亡されて、身内の方が全くおられない、こういったケース

だったと思います。その１件があったように思います。 

○辻委員長 また後ほど金額わかったらすみません。 

  ほかに。西谷委員。 

○西谷委員 ちょっとさっきの里川委員の関連でちょっとお尋ねしたいんですけど、自由

通路の管理の中で、選挙でそういう活動で使えない、使わないということで、町長が答

弁されていたんですが、私は全くこういうことは知りませんでしたから、選挙のときに

は、当然、公共の場所で政治・選挙活動をするのは当然の話やと思って、私はやってい

たんですが、この町が、今町長が言われた選挙活動は自由通路という中でできないとい

うものは、どの法律に基づいてそういうことをされているのかというのはわかりますで

しょうか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 法律とかそういうものはございませんけども、議会の皆さん方と御相談申し

上げて、紳士的にここは使用しないということでしてます。法律的にはどうかというこ

とは、別にしたかって、斑鳩町としては、一応、皆さんと御相談申し上げて使わないと

いうことです。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 私何で聞いたか、多分そんな法律もないやろし、公選法の中でもそういうの

は規定されてないと思うんですよ。それで、ただ、私もそのときに、選挙期間中に役場

職員から電話かかってきまして、やめてほしいということを言われたので、基本的には

それはどういう法律に基づいて私に電話かけて来られるんですかと言うたら、法律はな

いんですと言うわけです。選管はどう言っているんですか、いや選管も別に問題ないと

言うているんですという答弁があって、嫌がらせかいという話でしたことあったんです

がね、ただ私、実際に見ていて、自由通路のとこはみな来はるから、ぎょうさん並んだ

ら邪魔になるけど、そしたら北と南と実際にしてはるとこ見ていたら、歩道にみな並ば

れるから、来はる人がロータリーのとこへあふれて通るとかいうことで、よっぽど危な

いと思うんです。実際こういう形でされるんやったら、もう一切そういうことは駅では

しないとか、そういうことをされた方がええん違うかなと。いかにも、自由通路であか

んとか、ここはええんやとかいうても、実際には人が通る中で、ちゃんと活動したい人

間はそこでしたいやろうし、いうてよくよく考えたら、通勤、通学の人にとっては非常
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に邪魔な行為を、ある面からするとそういうことを議員というか、候補者がしているわ

けやから、そういう中では、自由通路はあかんとかということを言いだすと、何か駅の

広場ですることも果たしてどうなんやろみたいな、ちょっとそういうことが非常に曖昧

模糊としてくるん違うかな。それと、どうしても自由通路を町としてはこうするんやと

いいはるのやったら、少なくとも選挙前の広報なんかで、こういう場所については、通

勤、通学の邪魔になりますから、町としては管理者として、ぜひともこの場所ではやめ

てくださいみたいなＰＲして、徹底してした方がええの違うかなというふうに私は思い

ます。 

○辻委員長 暫時休憩します。 

（午後 １時４８分 休憩） 

（午後 １時５３分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開いたします。 

  吉野委員。 

○吉野委員 自由通路の続きのような話なんですけども、先ほどの説明で、２４６ページ、

もしかしたら自由通路で斑鳩町の物産を売る可能性もあるということですので、私はそ

れいいことだなと思います。お土産買いそびれていた人が、何かないかなというときに、

そこで買うなんていうのはいいことだろうと思います。 

  それから、自由通路あれを私どもが議員になる前に、自由通路としてという議論もた

くさんあったんだろうと思います。実際に自由通路を北から南へ通過するというような

ことは、見ているとあまりないように思いましてですね、ＪＲを利用する方は、奈良方

へ行く方は北口からすうっと奈良方へ行ける、あるいは南口からすうっと大阪方へ行け

るというようなそういうことはできないのか。今は朝でも、改札口通る人が、ほとんど

の方が電磁カードとかああいうもので通っていますのでね、ＪＲにこういうふうにして

もらえないかというようなことはできないんでしょうか。そうしたら、大変通勤者は喜

ぶんだろうと思いますけどね、どうでしょうか。 

○辻委員長 決算にかかわるかどうかわからんねんけど、橋上駅になったらそれはできな

いというような感じでしますけども。 

  暫時休憩します。 

（午後 １時５５分 休憩） 

（午後 １時５６分 再開） 
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○辻委員長 再開させてもうて、決算にかかわるかどうか知りませんけども、一応答弁だ

けお願いします。 

  芳村副町長。 

○芳村副町長 今、吉野委員の質問ですが、なかなか難しい、できないということで御理

解願います。 

○辻委員長 ほかに。中川議長。 

○中川議長 ほかにないのやったら１点だけすみません。 

  ２３０ページの未登記道路の整理についてでございますが、この６８８万６５０円と

いうのは、公共嘱託登記協会へお支払いするだけの金額でええのかということと。もし

かわかるんであれば、全町であと何筆ぐらい未登記道路があるのか、わかるのであれば。 

  その下の台帳の管理というのが１１６万５，５００円かな、システムの構築をされた

メンテナンス料という認識をしたらいいのかという３点、すみませんけどよろしくお願

いします。 

○辻委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 まず、１点目の未登記道路の整備という部分でございますけども６８８

万円、これにつきましては、公嘱協会へ発注した分でございます。 

  あと、どれぐらい残っているねんということでございますが、未登記道路でございま

すので、土地利用されたときに、ああ、ここにうちの土地があってんやとかいうもんで

ございますので、なかなかすべて把握するというわけには至っておりません。 

  それと、あと、道路台帳の管理という部分につきましては、現在、このシステムを構

築するまでに道路台帳ペーパーで台帳管理を行っておりますので、それが例えば拡幅な

り、新設改良で道路移譲がなされた場合に、その道路台帳を修正するいう業務を今まで

やっておりまして、それの費用でございます。 

  それから、もう一つ、その道路台帳等のシステムの構築につきましては、今言いまし

たように、ペーパーで管理しておりますので、今現在まだ最終的に町道までシステム化

はできてませんけども、平成１７年に譲与を受けました里道水路につきましては、膨大

な資料で国なり県から既明示の資料を町の方に譲り受けています。それで窓口で例えば

里道の明示の資料を見せてくれとなれば、台帳くってそこから資料を出してきて開いて

見せて、確認してもらうということでございましたけれども、こういったものをパソコ

ンの方にデータ処理してしまうということで、既明示の登録番号さえわかれば、もうす
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ぐにパソコンの方に出てきますので、そういったところで、里道の幅員とか、そういっ

たことがすぐ迅速に対応できるということになってきます。 

  それから、将来的には町道の方もそういったデータ処理を行っていく考えであります

けども、なかなか予算的にかなりかかるものでございます。これは計画的に進めていき

たいということに思っています。 

  こういうことを確認することによりまして、道路財産の適正な管理が行えますし、先

ほど言いました道路台帳のペーパー、これを要しますコスト等も削減できていくという

ふうに考えておりまして、今後も将来的に適正な財産管理を行っていけるものというふ

うに考えております。以上でございます。 

○辻委員長 中川議長。 

○中川議長 順次その整理を実施したという説明が内容にあるんですが、結局そやから公

共事業を道路の拡幅なり何かするときに障害というか、弊害というのか、底地が残って

いるのがわかったというところについてはしていくということで、行政から進んでここ

残ってある、あこ残ってあるから今年これとこれとするねんというわけにはいかないと

いうことですな。 

○辻委員長 加藤建設課長。 

○加藤建設課長 基本的には道路を整備していく中で、道路敷に個人地が残っていたりと

いうところで整理をしていっているということになりますし、ただ、関連して土地利用

されるにあたって、現に町道認定うっているのに個人地残っているというところもある

と思います。そうしたところの整理も含めてやっておるということで御理解願いたいと

思います。 

○辻委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 これをもって土木費について審査を終わります。 

  続きまして、第８款消防費について説明を求めます。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 それでは、第８款消防費につきまして、御説明をさせていただきます。 

  ２４８ページからでございます。 

  まず、第８款消防費全体では、予算現額３億２，４４８万５，０００円に対しまして、

決算額は３億２，２６９万７３５円で執行率は９９．４％となっています。 
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  また第１項消防費も同じく予算現額３億２，４４８万５，０００円に対しまして、決

算額は３億２，２６９万７３５円となっております。 

  まず、第１目常備消防費でありますが、予算現額２億８，４４１万８，０００円を全

額執行をいたしております。総合的な防災、消防体制の充実として、西和消防組合との

連携とありますが、消防業務を広域的に実施いたしております西和消防組合に負担金を

支出し、消防力の充実に努めたところでございます。 

  次に、２４９ページ、第２目非常備消防費では予算現額２，４４８万３，０００円に

対しまして、決算額２，３５１万３２９円で執行率は９６．０％となっております。自

主防災体制の充実では、まず消防団の運営でありますが、非常備消防組織の充実を活動

支援のための経費の支出であり、消防団員数は年度末で８７名となっています。 

  また、消防技術向上のため、第４回生駒郡総合防災訓練をはじめ、各種の訓練への参

加及び消防学校に入校し、団員の士気高揚と、非常時における緊急体制の強化に努めて

まいりました。 

  次に、２５０ページであります。平成１９年度における消防団の出動回数は、火災出

動１０回、行方不明捜索１回、有事に備えての防災訓練、機械点検、操作訓練にかかる

訓練等で、延べ４０回の出動をしていただいており、その他の活動といたしましては、

火災予防週間には、予防啓発を行うとともに、年末には年末警戒、年はじめには出初式、

文化財防火デーの防火訓練などに出動していただいているところであります。 

  次に、防災無線の管理でありますが、災害時等における的確な情報伝達が図れるよう

町防災行政無線の維持管理を行いました。 

  次に、県防災ヘリコプター運営協議会の運営及び県防災無線の運用についてでありま

すが、災害の未然防止以外の拡大防止及び災害の復旧等に活用するため、県との共同事

業として行っているもので、その維持管理にかかる本町の負担金を支出いたしました。 

  また、自衛消防団の支援につきましては、自衛消防団１９団体に対し管理運営の充実

を図るための補助金を交付し、自衛消防団の育成に努めてまいりました。 

  次に、２５１ページ、第３目消防施設費では、予算現額９３０万９，０００円に対し

まして、決算額９００万５，８２７円で執行率は９６．７％となっています。消防施設

設備の充実としまして、まず消防施設の維持管理につきましては、法隆寺消防センター

の土地にかかります借地料のほか、消防団詰所、音声、サイレン、遠隔装置の維持管理

等、既存の消防施設の維持管理に要します経費の執行であり、消防施設のより一層の充
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実を図り、災害時に備えてまいりました。 

  次に、消防水利の充実につきましては、消火栓の維持管理に要します経費の執行であ

り、年度末での設置数は防火水槽で１０３基、消火栓で５８５基となっております。 

  次に、２５２ページ、消防施設整備の支援としまして、自治会における初期消火体制

の強化を図るため、消防器具等の設置に際して補助金を交付するなど、地域における消

防体制の充実にも努めてまいりました。平成１９年度ではホース５６本、筒先４本、ス

タンドパイプ１７本、開栓キー８本、器具格納箱１４箱の設置に対しまして補助金の交

付を行っております。 

  次に、２５３ページ、第４目水防費では予算現額８３万１，０００円に対しまして、

決算額６９万７，５５３円で執行率は８３．９％となっています。危機管理体制の充実

として、昨年の８月２９、３０日の集中豪雨による逸水対策及び床下浸水家屋の消毒作

業に要します経費の執行であり、土のう、消石灰等の購入を行いました。 

  次に、２５４ページ、第５目災害対策費では、予算現額５４４万４，０００円に対し

まして、５０５万９，０２６円で執行率は９２．９％となっています。まず、総合的な

防災、消防体制の充実については、避難所施設の充実といたしまして、災害が発生した

際の被災住民の円滑な対応を図るため、簡易組立トイレ１０台、発電機、投光器等とい

った照明器具１０セットを購入し、町が指定しています避難所５施設に配備を行いまし

た。 

  次に、２５５ページ、危機管理体制の充実では、災害物資の備蓄といたしまして、非

常食であるアルファ米３，６００食を購入し、そのうち特定原材料でいわゆるアレルギ

ー対応として３００食を購入いたしております。その他保存用ビスケット１，８４０食、

粉ミルク２４缶、毛布７００枚を購入いたしました。そして災害に備えたところでござ

います。 

  また、自主防災体制の充実では、平成９年度から小学校区別の防災訓練、総合防災訓

練、生駒郡総合防災訓練を実施してまいりましたが、平成１３年度からは災害発生時に

地域住民の皆様方が連携を保ち、初動体制をはじめとした応急対策活動ができるよう地

域密着型の地区別防災訓練を実施してまいりました。平成１９年度では町内２地区にお

いて、地区別防災訓練を実施し、防災意識の普及、高揚を図ったところでございます。

以上で、第８款消防費の御説明とさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いを

申し上げたいと思います。 
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○辻委員長 説明が終わりましたので、第８款消防費について質疑をお受けいたします。 

  ２４８ページから２５５ページです。 

  里川委員。 

○里川委員 そうしましたら、ちょっと２点お伺いさせていただきます。 

  １点目につきましては、１９年度では火災での死亡などもあったかに思うんですが、

そのときにちょっといろいろ考えていたんですが、行政区がまたがるようなところの近

隣ですね、そこらあたりの消火栓の設置の状況であったり、そしてまた、それらを隣接

している行政区との連携というのか、協議というんですか、そういうところについてど

のようにされているのかということが、まず１点尋ねたいと思います。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 昨年１２月の初めに錦ケ丘で火災発生し、１人の死亡者を出し、また１２月

２０日ごろに平群町、龍田ネオポリス、隣の平群町でございますけれども、ネオポリス

の火災によって１人が亡くなった、そのときの消火体制というのが、斑鳩側のネオポリ

スについては消火栓とあるいはそういう点については異論はなかったんですけども、平

群側には、５０ミリかなんかで消火栓が細くて出ないという状況でございました。この

関係については、２０年度に平群町に御要望申し上げて、平群と斑鳩という関係で公民

館も斑鳩町も住まいをされてますから、そういう部分ではそういう関係もございますか

ら、消防の関係等についても消火栓あるいはそういう関係等についての防火水槽設置に

ついてですね、斑鳩町の負担と、それから平群町が自主的にやってほしいということで、

今現在２０年度では、それを取り込んで今現在やらせてもらってますから、そういう点

については、１名の平群町側の死亡者を出したということは、非常に残念なことである

けれども、今後そういう点については、連携を消防とか、あるいはそういう関係等につ

いては、非常にこれから連携を密にしなきゃいけない。そのために生駒郡の防災訓練も

さしていただいてますようにまた何かが起こりますと仮に安堵町であろうが、斑鳩の消

防団が手伝いに行く、あるいは斑鳩側やったら安堵町から応援をいただくということは、

もう隣接の町村でございますから、そういう連携を密にしながら西和消防のもと、地元

消防と協力しながらやっていきたいと思っています。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 町長が御答弁いただきましたので、非常に西の方へ行きますと、行政界が複

雑に入り組んだところとかもございます。そんな中にあって、斑鳩町がどうだとか、三
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郷がどうだとか、平群がどうだとか言わずに、その周辺にお住まいの方の安全を守るた

めにどうあるべきなのか、きちっと周辺に設備がされているかどうか、そしてその設備

について、管理をどうしていくのかなど、細かい点になりますけれども、そういうこと

をきちっと周辺でやっていけるような行政としても気構えを持っていっていただきたい

なというふうに思っております。 

  それと、２５５ページに書いていただいております災害物資の備蓄でございますが、

この間にいろいろ簡易トイレもし、そしてまた災害物資もいろいろと品目を考えてこう

いうふうにふやしてきていただいている、非常に準備をしていただいているということ

についてはありがたいなというふうに思っておりますが、これにつきまして、ちょっと

気になっているのが、やはり消費期限のあるものがあると思うんですね。これらの消費

期限というのは何年になっているのか。そして、順次、消費期限がきたときにどういう

ふうに処理されて、どういうふうに補充をしていくのかという、これは計画的に行われ

るべきものであろうと思いますので、幾つか備蓄されておりますが、この中でのそうい

う状況についてお聞かせをいただきたいと思います。 

○辻委員長 佐藤総務課長。 

○佐藤総務課長 備蓄品の耐用年数につきましては、例えば、ここに出ておりますアルフ

ァ米ですね、それからビスケット関係、こういうのはすべて５年でございます。それで、

最終２万７，０００食備蓄する予定しておりますけれども、期限がくるまでに最終の年

度になると思いますけれども、防災訓練とか、商工まつり、ホリディ学園、出前講座等

で体験でそのときに使用したいと考えております。以上でございます。 

  それとですね、今のそういうところで使用できない部分については、使用期限が切れ

ましたら、破棄するというような形です。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 廃棄するのはもったいないですので、環境問題や、ごみ減量化に努めている

斑鳩町としては、できるだけ廃棄にならないような取り組みをしていただきたいと思い

ます。 

  アルファ米と今、乾パンだと思うんですが、おっしゃっていただいたんですが、ここ

にある粉ミルクであるとか、それから、飲料水の袋とか書いていただいているんですが、

これらについてはどうでしょうか、消費期限なり、どうなってますでしょうか。 

○辻委員長 佐藤総務課長。 
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○佐藤総務課長 粉ミルクにつきましては１年半となっております。それから、追加です

けれども、紙おむつ等につきましても、備蓄しておりますけれども、耐用年数はありま

せんが、メーカーに確認しましたら、おおむね５年ぐらいというように聞いております

ので、それに基づいて更新をしていきたいと考えております。 

  それから、飲料水の袋につきましては、これについては耐用年数はないと思っており

ます。袋ですんで。以上です。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 粉ミルクはやはり消費期限短いですので、これも何かのうまいこと期限がき

たら利用できるように、期限が切れてからの更新というよりも、期限がくるちょっと手

前でうまく更新しながら、何かいろいろなところで使えるような形でやってほしいと思

いますし、またおむつなんかにつきましても、そういう形で先ほども申し上げましたが、

ごみにならないように、やっぱり廃棄ということにできるだけならないように、今後も

備蓄をしながらも、そういったことに配慮しながら、更新をやっていっていただきたい

なというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 

○辻委員長 ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ないようでしたら、これをもって第８款消防費の審査を終わります。 

  次に、第９款教育費について説明を求めます。 

  栗本教育長。 

○栗本教育長 それでは、私の方から教育費につきまして、主要な施策の成果報告書に添

いまして、説明をさせていただきたいと思います。 

  主要な施策の成果報告書２５６ページから３０７ページまでとなっております。 

  第９款教育費全体でございますが、予算現額９億１，６３７万２，０００円に対しま

して、決算額は８億８，９１４万９，４０７円で、執行率は９７％となっております。

この執行額は前年度と比較いたしますと、６，３３１万９，０００円の減額となってお

りますが、その主な原因といたしまして、史跡中宮寺跡、史跡用地の公有化事業の終了

に伴う減によるものでございます。 

  それでは、２５６ページをごらんいただきたいと思います。 

  まず、第１項教育総務費、第１目教育委員会費でございますが、予算現額１８０万８，

０００円に対しまして、決算額１６８万１，７４０円で、執行率は９３％となっていま
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す。この経費は教育委員会の運営にかかるものでございまして、活動状況といたしまし

て、時代の変化に適切に対応しながら、町民の期待にこたえることができますよう、教

育行政の一掃の活性化を図るため、委員会を毎月１回定期的に開催いたしました。 

  また、市町村教育委員を対象とした各種研修に参加するとともに、町独自の委員研修

として、兵庫県姫路市、たつの市へ赴き史跡整備を含めた文化財行政全般について研修

をさせていただいたところでございます。 

  続きまして、２５７ページの第２目事務局費でございます。予算現額９，０４８万に

対しまして、決算額８，６９４万３３２円で、執行率は９６％となっております。まず、

講師の派遣、配置についてでございますが、市町村立学校における教員の配置につきま

しては、県教委の教員配置基準によって配置されることになっておりますが、学校教育

活動を円滑に行うため、特別支援教育の充実、強化補充を図るため小学校に３名、中学

校に５名の町費講師を配置し、学校教育充実に努めたところでございます。 

  次に、学校教育指導主事の設置についてでございます。学校教育にかかります教科指

導や、生徒指導等、不登校児童生徒への対応など、専門的な教育指導が求められている

ことから、学校教育指導主事を配置し、学校教育の充実向上に努めたところでございま

す。また、特別な支援を必要とする児童、生徒の適正な就学を図るため、就学指導委員

会を３回、また各児童の状況調査等のため、小委員会を１０回開催いたしました。 

  本年度も子供の体験学習の一環として、町議会の御協力を得ながら、子ども模擬議会

を８月７日開催いたしました。各小学校６年生と中学校１年生の１６名が町議会議場に

おいて、一般質問を行いました。子供たちには、議会や行政により関心を持ち、意識を

高める体験の場となり、またこの１日議員として体験したことを学校、あるいは学級活

動で報告したことにより、他の児童、生徒の学習機会の場にもなったと考えております。 

  また、正確な発音ができないなど、言語能力の向上を図ることが必要な子供たちを対

象に、専門的な指導を行うことばの教室に小学生６人が通学・通級し、その教室の運営

にかかる経費を負担いたしたところでございます。 

  次に、２５９ページの外国人英語指導助手の配置でございます。学校教育や社会教育

の場において、英語や異文化に対する興味、関心を高めるため、外国人英語指導助手を

配置し、国際理解教育の一環として、両中学校において、生徒の英語によるコミュニケ

ーション能力の育成に努めました。 

  また、公民館の英会話教室や、幼稚園、小学校等にも派遣し、町民の英語によるコミ
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ュニケーション能力の育成を図るとともに、外国の生活やゲームを通して、小さいころ

から異文化に親しみ、関心を高める国際理解教育の推進に努めました。小学校や幼稚園

等においても、英語に触れ合うことの楽しさを感じ、英語に対する興味を示し始めてい

るところでございます。 

  次に、斑鳩町小中連携教育についてでございます。主に３つの柱で取り組みを進めて

おります。１つ目は、小・中学校の９年間を一貫して郷土斑鳩への誇りや、愛情をはぐ

くむために、斑鳩の地域を学び、聖徳太子の和の精神を大切にしながら、人としての生

きかたを考えさせる教育でございます。 

  ２つ目は、英語によるコミュニケーション能力の育成を目指した英会話学習でござい

ます。小学４年生から英会話学習を斑鳩町独自の指導案によりまして実施し、英語を母

国語とする講師により小・中学校とも１クラス当たり年間１０時間の授業をしておりま

す。英語を音から学習することで、子供たちが英語を楽しいと感じることができ、中学

校で新しく科目となる英語への不安が減少するとともに、英語学習への意欲を向上させ

る効果があったと考えております。 

  ３つ目は、中学校入学を控えた児童の環境の変化に対する不安や戸惑いを少なくする

ため、交流活動を実践しました。中学１年生が母校を訪ね、中学校生活について小学６

年生に話す機会を設け、小学６年生が中学校に行き、模擬授業や部活動体験をするなど、

小学校・中学校の児童生徒の交流活動を実施いたしました。小中連携教育の実践により、

小学校から中学校への移行期における学習、人間関係等のつまずきを防ぎ、不登校の減

少につなげております。また、郷土を愛する心をはぐくむとともに、子供たちの生きる

力の育成を図っているところでございます。また、新学習指導要領により、平成２３年

より小学校５、６年生で外国語活動の導入が予定されており、この円滑な導入のための

準備作業にも取り組んでいるところでございます。さらに子供の安全確保を図るため、

保護者に町内の不審者情報を携帯電話メールで迅速に配信する子ども安全・安心メール

を導入しているところでございます。 

  次に、２６２ページの第３目私立学校振興費でございます。予算現額１，２２１万７，

０００円に対しまして、決算額は１，２２１万７，０００円で執行率は１００％となっ

ております。私立幼稚園就園奨励事業につきましては、国の補助金制度によりまして、

保護者の経済的負担を軽減し、幼児教育の充実を図るため、今年度も法隆寺幼稚園ほか

５園に１６９件、１，１９１万７，０００円の支援を行ったところでございます。また、
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法隆寺幼稚園には、私立学校助成として、年間年額３０万円を助成いたしました。 

  次に、２６３ページの第４目スクールカウンセラー事業費でございます。予算現額４

８万４，０００円に対しまして、決算額は４８万３，００６円で、執行率は９９．６％

となっております。いじめや不登校等の問題や、児童生徒の心の問題に適切に対処する

ため、奈良県教育委員会より臨床心理士によるスクールカウンセラーの派遣を受け、週

１回斑鳩中学校でスクールカウンセラーによる相談を実施いたしました。なお、カウン

セラーの謝金等につきましては、県負担となっております。スクールカウンセラーは心

理学にかかる専門的な立場から、生徒のみならず保護者や教育に対してアドバイスを行

うものでありまして、相談者の精神的負担を軽減するという効果はあったものと考えて

おります。また、生徒が悩みを気軽に話し、ストレスを和らげ、心のゆとりを持てるよ

うに、心の教室相談員を斑鳩南中学校に配置いたしております。 

  また、県から委託を受け、２か年の研究指定事業として、小学校における不登校など

の早期発見、早期対応や、未然防止を図るため、斑鳩小学校に子供と親の相談員を県事

業として配置いたしました。 

  平成１９年度の不登校児童生徒は増加傾向にあると、８月７日の文部科学省で発表さ

れましたが、本町の不登校の状況は、小学校で０．２５％、４人、そして全国では０．

３％、中学校では１．０５％、８人、全国では２．９％であり、小中学校とも全国平均

より下回っております。これは小・中連携教育の成果が出てきたものではないかと考え

ております。今後も不登校生を減少さす努力をしてまいりたいというふうに思っていま

す。 

  続きまして、２６５ページから第２項小学校費でございます。まず、第１目学校管理

費でございますが、予算現額９，１９７万６，０００円に対しまして、決算額は８，９

４４万８４３円で、執行率は９７．２％となっています。小学校の学校施設の整備、維

持管理につきましては、斑鳩小学校の中館校舎耐震補強工事と、斑鳩西小学校のプール

ろ過配管の改修工事を実施いたしました。小学校の新規格の机、イスの導入につきまし

ては、年次計画を立て、順次新しいＪＩＳ規格によります机、イスを平成１９年度は小

学３年生に対し２５５セットを更新いたしました。今後も良好な施設環境の維持に努め

てまいります。また、各小学校に心肺停止状況の人への応急措置の機器でありますＡＥ

Ｄ自動体外式除細動器の設置に要します経費を執行しております。学校教育におきまし

ては、安全で快適な環境づくりを行うとともに、教員の人格形成も含んだ資質の向上が
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重要なことであると考えております。このことから、教職員に必要とされる基礎的な素

養はもちろん、実践的な指導力を身につけるため、各学校、あるいは町で研修を実施す

るとともに、各関係機関が実施する研究参加費の負担等を行ったところでございます。 

  続きまして、２６７ページから第２目教育振興費でございます。予算現額２，３６６

万３，０００円に対しまして、決算額は２，２８０万６，０３２円で、執行率は９６．

３％となっています。内容といたしましては、国際理解、情報処理、環境との共生、福

祉への理解等、時代潮流に対応した教育の展開を図りました。また、特別支援教育を充

実させるため、それぞれの子供が必要とする支援を適切に把握し、支援を進める一方、

児童全体がお互いの人権を正しく理解、認識し、よりよい人間関係を育成し、ともに生

きる力を育てるよう努めました。保護者の経済的負担を軽減するための就学援助を実施

するとともに、児童がみずから学び、みずから考える能力や、社会に主体的に対応でき

る能力の育成を図るため、特別活動の推進、文化活動、クラブ活動等に対しまして助成

を行ったところでございます。 

  次に、斑鳩小学校において、金剛流の能の指導を受けることにより、日本伝統文化の

学習を進めるとともに、児童の国語力を図るため、学校図書の購入を拡大し、文部科学

省が示す標準冊数の確保に努めながら、内容や資料が古い書籍については、適切にリユ

ース、廃棄を行い、学校図書室の機能向上を図ったところでございます。 

  また、小学校におきまして、情報教育の推進を図るため、各小学校にコンピューター

教室を設置しておりますが、その維持管理に必要な経費を執行しております。 

  次に、２７１ページ、第３目保健体育費でございます。予算現額３，３２８万７，０

００円に対しまして、決算額３，２１１万２，８３８円で、執行率は９６．４％となっ

ています。児童の疾病の早期発見のため健診を実施するなど、児童の健康維持に努める

とともに、児童の心身の健康増進及び管理に努めました。また、学校給食の充実を図る

ため、安全で栄養バランスのとれた給食を実施するとともに、保護者の負担軽減を図る

ための助成を行ったところでございます。また、給食設備及びプール整備の良好な維持

管理に必要な諸経費の予算執行をいたしました。 

  ２７３ページでございます。第３項中学校費でございます。第１目学校管理費では予

算現額５，３０９万５，０００円に対しまして、決算額は５，１９７万８，５２１円で、

執行率は９７．８％となっております。学校施設の整備、維持管理につきましては、斑

鳩中学校の本館及び北館の耐震補強計画及び実施設計委託を実施いたしました。中学校
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におきましても、小学校と同様ＡＥＤの設置に要します経費を執行いたしております。

また、教師の資質向上を図るため研修を実施し、実践的な教科指導の充実に努めたとこ

ろでございます。 

  次に、２７５ページの第２目教育振興費でございます。予算現額２，２１９万４，０

００円に対しまして、決算額２，０７６万８，７０５円で、執行率は９３．５％となっ

ています。小学校と同様、中学校におきましても、情報教育の維持を図るため、各中学

校にコンピューター教室を設置いたしております。その維持管理に必要な経費を執行い

たしております。 

  次に、２７６ページでございます。生徒がみずから学び、みずから考える能力が社会

に具体的に対応できる能力の育成を図るため、特別活動の推進、文化活動、校外活動等

に対し助成を行いました。特にクラブ活動を含む特別活動につきましては、生徒の健全

な育成を図る上で重要な位置を占めておりまして、その活動を通して人間関係を深めて

いくことで、ひいては青少年の健全育成にも大きな効果があるものと考えております。

校外活動といたしまして、生徒に対し自然や人とのふれあいなどの豊かな体験活動を通

して、自然体験や社会体験の不足を補う社会づくりに宿泊訓練事業を実施いたしました。 

  続いて、２７８ページでございますが、小学校と同様、義務教育の円滑な実施を図る

ため、経済的理由によって就学困難な生徒の保護者に対しまして、就学援助を実施した

ところでございます。 

  次に、２７９ページの第３目保健体育費でございます。予算現額２，３０２万４，０

００円に対しまして、決算額２，２２８万３，４８８円で、執行率は９６．７％となっ

ております。中学校におきましても、生徒が常に健康な状態で学校生活が送れるように、

健康管理に努めるとともに、学校給食につきましても、小学校と同様、安全で栄養バラ

ンスのとれた給食を実施するとともに、保護者の負担軽減を図るための給食補助金の助

成を行いました。なお、平成１９年度より斑鳩南中学校においては、学校給食調理洗浄

業務の民間委託の導入にかかります経費を執行いたしました。 

  ２８１ページでございます。第４項幼稚園費でございます。まず、第１目幼稚園費で

ございますが、予算現額１億４，１３０万７，０００円に対しまして、決算額は１億３，

９６６万１，７１０円で、執行率は７８．８％となっています。幼稚園教育では、幼稚

園教育要領に基づきまして、遊びを中心とした生活を通じ、一人一人の個性に応じた総

合的な指導を行い、人間形成の基礎となる豊かな心情や想像力、物事に自分から関わろ
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うとする意欲を培うよう努めたところでございます。 

  また、幼稚園におきましても、特別な支援を必要とする園児に対し、その心身の状況

と発達段階に応じた指導を行うため、臨時講師を配置し、個々の教育ニーズを把握し、

その持てる力を高め、幼児教育の充実を図ってきたところでございます。 

  続きまして、２８４ページをお開きいただきたいと思います。 

  第９款第５項社会教育費でございます。予算現額３億５，８４４万円に対しまして、

決算額は３億４，６４０万２，７３４円となっております。執行率は９６％となってお

ります。 

  まず、第１目社会教育総務費では、予算現額４，４０２万７，０００円に対しまして、

決算額は４，３７０万４，０３３円となっております。執行率は９９．２％でございま

す。本年度は町制６０周年記念の事業の自然ふれあい体験事業として、飯島町での自然

体験と、子供たちの交流を行いました。人権教育の推進につきましては、住民一人一人

が人権を尊重し、潤いのある豊かなまちの実現を目指し、人への思いやりの心の大切さ

をはぐくむため、人権セミナーを実施し、合計６回の開催で、６５８人の参加を得たと

ころでございます。 

  次に、２８５ページ、平和展の開催についてでございます。我が国が戦後６０年世界

諸国に類を見ない平和な年月を送っています。戦争を知らない世代に戦争の悲惨さを伝

えるとともに、平和の大切さを知っていただく機会として、町立図書館において、８月

の１か月間、戦争と平和に関する図書の展示を行い、平和の尊さについて啓発したとこ

ろでございます。 

  次に、家庭教育についてでございます。家庭は社会の基礎単位であり、すべての教育

の原点であるとともに、社会的存在としての子供の社会性を伸ばしていくべき役割を担

っているのであります。核家族化の進む現代社会において、子育てについて学ぶ余裕の

ない親や、子育てに不安や悩みを持ちながら孤立しがちな親、いつでも、どこでも気軽

に学習したり相談したり、親同士の連携意識を高め、家庭教育の持つ社会的責任につい

て認識をより深めていただくため、親が主体となった家庭教育学級を各校、各園単位で

開設いたしました。学級での活動は年間を通じて延べ４２回の学習会を開催し、延べ３

９２人の参加を得たところでございます。今後もより一層、家庭教育の充実を図るため、

保護者の悩みや意見をくみ上げ、ともに考え、関係機関との連携や、パイプ役として、

家庭教育活動の支援をしてまいりたいと考えております。また、家庭教育は地域とのか
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かわりが非常に大切なことから、地域の教育力の向上を目指した地域家庭教育講座を３

回開催し、地域の人々にも家庭教育の重要性を認識していただいたところでございます。 

  次に、２８７ページでございます。青少年教育についてでございます。心豊かな人間

育成を図るため、多様な体験活動の機会が少なくなっている子供たちに、集団での役割

分担を積極的に行えるように、自主的や協調性と社会性をはぐくむ場として、小学校４

年生から６年生を対象としたホリディ学園を開校し、６２名の児童の参加を得る中、公

民館を中心に活動し、７月たなばた飾りや、しめ縄づくり、レクリエーションや、清掃

活動、野外活動センターでのデイキャンプといった体験学習等を実施いたしました。 

  次に、２８８ページ、第２目公民館費でございます。予算現額６，３６３万５，００

０円に対しまして、決算額は６，３２２万４，０５６円で、執行率は９９．３％となっ

ています。公民館は住民の学習需要に答える中核的な役割を果たす施設であることから、

住民の身近な学習、交流活動の場として親しまれる運営を行うとともに、施設の維持管

理に努めているところでございます。昨年の中央、西、東公民館の利用状況は、利用回

数で７，１５１回、利用者数は１２万３，０００人となっております。その内訳は中央

では４，４０８回、東では１，５６８回、西では１，１７５回の利用回数となっており

ます。また、利用人数では中央では９万５，４９４人、東では１万５，４６８人、西で

は１万２，０５９人となっております。１日当たりの利用者数は平均約４００人となっ

ているところでございます。 

  公民館事業では、生きがいづくりや、地域、技術の取得を図るため、生涯学習の機会

づくりの場として、１９の公民館教室を開催し、２６４人の受講生がございました。教

養講座では生活、経済講座、文学講座、歴史講座と、これまで実施してきました女性講

座、高齢者講座を生き生き講座として、また防犯防災、お正月、夏休み子供講座で延べ

９４２人の受講者がございました。 

  また、これら公民館における学習成果の発表の場として、３月１４日から１６日の３

日間、中央公民館におきまして、公民館まつりを開催し１，０８２人の参加者、見学者

を得たところでございます。その他、公民館を利用した学習等に延べ１６３団体、２，

４３１人が利用され、それぞれの資質の向上に努められているところでございます。 

  次に、２９１ページ、第３目文化祭費でございます。予算現額１３６万円に対しまし

て、決算額１２８万６，３８０円となっております。執行率は９４．５％でございます。

芸術・文化の振興と、芸術・文化に接する機会と、意識の向上を図ることを目的として、
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また図書館開館１０周年を記念いたしまして、私のまちの斑鳩という作文コンクールの

表彰も合わせて、町制６０周年事業いかるがの里文化芸術祭を１１月３日から７日の４

日間いかるがホールにおいて開催いたしました。出展をはじめ、お茶会、美術展覧会、

文化財の美術展示などのイベントを開催したところでございます。１，５３８人の参加

や見学者を得たところでございます。 

  次に、２９２ページ、第４目文化財保存費でございます。予算現額１億７，２９０万

円に対しまして、決算額は１億６，２８７万３０９円となっております。執行率は９４．

１％となっています。まず、発掘調査についてでございます。町内遺跡発掘調査におき

ましては４件の個人住宅等の建設に伴う緊急発掘調査を実施するとともに、国庫補助事

業により実施いたしました発掘調査の調査概要報告書を１冊のまとめをしたところでご

ざいます。 

  次に、文化財啓発事業といたしまして、平成１８年度実施の西里遺跡で発掘調査によ

り出土いたしました弥生時代の遺物を中心に、町内の弥生時代の出土遺物をテーマとし

た町内遺跡発掘調査出土遺物速報展を開催し、３７０名の見学者を得たところでござい

ます。 

  次に、古文書の保全整備についてでございます。昨年度より３か年計画で進めており

ます安田家古文書調査を本年度ですべての調査の古文書の調査表への記入作業を終えま

した。総点数が６，１００点となっております。そしてこれらの中から重要なものを抽

出いたしまして、翻訳作業を進めているところでございます。 

  次に、史跡藤ノ木古墳の整備についてでございます。史跡整備工事の実施計画に基づ

き、石室施設整備として見学通路デッキ設置や、照明設備工事等を行うとともに、墳丘

及び墳丘周辺部の盛土工事や、植栽工事等の整備工事を進めまして、３月に無事竣工を

迎えたところでございます。このことによりまして、史跡藤ノ木古墳整備事業はすべて

完了いたしております。 

  次に、史跡中宮寺跡につきましては、来年度に計画しております整備に伴う発掘調査

に備えまして、基檀部分の竹の伐採作業や、現況、地形測量及び航空写真撮影を行った

ところでございます。また、その周辺に史跡地内にコスモスの栽培を行ったところでご

ざいます。 

  次に、文化財活用センターの整備についてでございますが、藤ノ木古墳の代表的な出

土品のうち、未製作のものについてレプリカを作成し、第３次調査の開棺調査を追体験
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できる演出用の石棺レプリカの製作や、藤ノ木古墳や斑鳩の歴史や文化を紹介する映像

製作等の展示関係の委託業務を進めました。 

  次に、２９６ページ、第５目青少年野外活動センター管理運営費でございます。予算

現額１０８万５，０００円に対しまして、決算額は１０６万７１２円となっております。

執行率は９７．７％となっております。主にセンター内の維持管理と指導員の配置を行

い、７月１日から９月３０日までの利用期間内で７団体、３２７名の利用がございまし

た。自然の中での体験学習に親しんでいただいたところでございます。 

  次に、２９７ページ、第６目図書館管理運営費でございます。予算現額７，５４３万

３，０００円に対しまして、決算額７，４２５万７，２４４円となっております。執行

率は９８．４％となっています。平成１９年度の図書館利用者は１９万８，９６８人と

なって、開館以来の利用者数の累計は２２０万１，１００人となっております。図書館

の業績評価になります図書の貸出冊数は当初の目標であった４０万冊を超え、４０万１，

６６１冊、予約受付件数が１万７，１０４件となっております。全国平均を上回ってい

るところでございます。 

  次に、図書館行事では、０歳児に対しますブックスタート事業、小学校低学年時にお

話訪問、中学生には図書室への定期的な大量貸出などを実施し、子供の読書活動に積極

的に取り組むとともに、高齢者には、大活字本コーナーの充実に努めました。また、開

館１０周年を記念して、小中学生を対象に、私のまち斑鳩をテーマとする作文を募集し、

郷土に対する理解を深めてもらえるよう努めました。 

  次に、図書館の蔵書は３月末現在で１４万３，９１４冊で、一般書が１０万９，６７

９冊、児童書が３万４，２３８冊となっております。なお、図書収集については、引き

続き斑鳩町を中心とした地誌類の収集に留意して行ってまいります。 

  次に、３０１ページ、第６項保健体育費でございます。予算現額６，４３９万７，０

００円に対しまして、執行額は６，２３７万２，４５８円となっております。執行率は

９６．８％となっています。スポーツを生活に欠かせない文化として、生活に根付かせ、

だれもが人生のあらゆる場で、いつでも、どこでもスポーツに親しむことができ、また

健康でゆとりある生活や、生きがいのある心豊かな社会の形成を実現するため、住民１

人１スポーツを目標に、体育施設の整備充実を図るとともに、スポーツ大会の開催、各

種スポーツクラブの提供などに努めたところでございます。 

  第１目保健体育総務費では、予算現額２，３２７万３，０００円に対しまして、決算
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額は２，２６０万７，５４５円となっております。執行率は９７．３％となっておりま

す。住民の生涯スポーツの振興を図るため、スポーツ大会の開催や、各スポーツ種目の

普及、指導に努めている体育協会をはじめとする競技団体等や、文部科学省が生涯スポ

ーツ振興施策の目標として、各市町村に１つは設置することとしている総合型地域スポ

ーツクラブ設立に対し支援を行いました。 

  次に、本年２月に実施いたしました三塔健康走ろう会並びにいかるがの里・法隆寺マ

ラソンでは、中央体育館をスタート・ゴール地点に戻しまして、全国各地から２，３３

６人の参加を得て、各関係機関、ボランティアの協力のもと盛大に開催いたしました。

今後も引き続き、町の一大スポーツイベントとして大会運営の充実発展を図ってまいり

たいと考えております。 

  次に、町制６０周年記念事業として、地域のコミュニティづくりや、活性化を図ると

ともに、日常生活に運動やスポーツを習慣化するためのきっかけづくりを図るため、チ

ャレンジデーを奈良県下初の参加自治体として開催したところでございます。開催当日

は各学校関係はじめ、町内の各団体、事業所等の協力もあり、２万４，３５３人、参加

率は８５．４％といった予想外の結果でございました。対戦いたしました岩手県大月町

には勝利したところでございます。今後もこのチャレンジデーを契機に、住民の健康づ

くりのため、運動、スポーツの習慣等を図ってまいりたいと考えております。 

  次に、学校体育施設開放事業では、地域住民にとって最も身近に利用できるスポーツ

施設として、また地域のスポーツ活動の拠点として小学校体育施設を土曜、日曜及び平

日の夜間に住民に開放し、年間を通じて登録スポーツクラブ２，０９７回の利用がござ

いました。また、南中学校サブグラウンドに設置しておりますトイレが老朽化しており

ましたことから、改修工事も行ったところでございます。今後も施設の有効利用を図っ

てまいりたいと考えております。 

  次に、３０４ページ、第２目町民体育大会費でございます。予算現額１１９万円に対

しまして、決算額１１６万２，０７３円となっております。執行率は９７．６％でござ

います。多くの住民が気軽にスポーツを楽しみ、スポーツを通じて交流を深め、住民相

互の連携を図り、地域の一体感や活力を醸成することを目的に、町民体育大会を開催い

たしました。また、本大会について、町制６０周年記念事業ということでもございまし

て、婦人会や少林寺拳法クラブなどによる特別演舞披露などを行い、町内各地区より約

３，５００人の参加を得たところでございます。今後も引き続き、町民全員が一同に会
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する最大のスポーツイベントとして、また住民相互のコミュニティづくりの場としてい

ただくため大会の運営充実に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、３０５ページでございます。第３目健民運動場費でございます。予算現額５９

５万３，０００円に対しまして、決算額５８７万５，３５１円となっております。執行

率は９８．６％でございます。健民運動場は住民の屋外スポーツの中心的拠点として、

常に良好な状態で使用できるよう維持管理に努めてまいりました。年間の利用状況は７

７８回、２万９，６７９人の利用がございました。 

  次に、３０６ページ、第４目町民プール運営費でございます。予算現額６６３万３，

０００円に対しまして、決算額は６５０万７，７２６円となっております。執行率は９

８．１％でございます。７月１日から８月３１日までの２か月間の開場期間に対し６，

７２７人の利用がございました。利用者の内訳は大人が２，２２２人、子供が４，５０

５人となっております。また、運営につきましては、安全確保の徹底を行い、特に幼児

をはじめとする子供の安全を図るため、保護者同伴での来場を徹底するためのチラシな

ど配布し、事故防止に努めたところでございます。今後も安心して利用していただける

ための万全な体制で管理運営に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、３０７ページ、第６目すこやか斑鳩スポーツセンター運営費でございます。予

算現額２，７３８万８，０００円に対しまして、決算額２，６２１万９，７６３円とな

っております。執行率は９５．７％でございます。本町のスポーツ施設の拠点として、

住民の健康、体力づくり及びレクリエーションの場として、また住民相互の交流の場と

して適正な管理運営に努めました。アリーナ、武道場をはじめとするスポーツ施設の利

用者は１１万１，１４９人となっております。今後も適切な管理運営に努めるとともに、

住民のニーズにこたえるようスポーツメニューの提供に努めてまいりたいと考えており

ます。以上が教育委員会が所管いたします平成１９年度の決算状況についてでございま

す。よろしくご審査いただきますようお願い申し上げます。以上でございます。 

○辻委員長 説明が終わりました。ここで１５時１５分まで休憩いたします。 

（午後 ２時５６分 休憩） 

（午後 ３時１５分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開させていただきます。 

  まず、先ほどの質問の中で、不納欠損の関係で先に答弁をお願いします。 

  加藤建設課長。 
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○加藤建設課長 先ほどの里川委員の御質問の中で、町営住宅の不納欠損について今まで

どうだったかということでございます。平成１７年６月に入居者の方亡くなられて、身

寄りがなく不納欠損処分をいたしております。その金額につきましては、１１万４，１

４０円でございます。 

  あと不納欠損になる事由についてどうなのかということでございますけれども、死亡

以外にその場所に住所を有しながら本人の所在が不明である、これは予想されることで

すけれども、そういったケースがあろうかと思います。以上でございます。 

○辻委員長 続いて、質疑に入る前に、教育費で成果表の訂正がありますのでちょっとお

願いします。 

  野﨑教育総務課長。 

○野﨑教育総務課長 まことに恐れ入ります。施策成果表の２７２ページでございます。

学校給食の充実の中で、括弧書きにしております実施内容につきましての中で、斑鳩西

小学校検収室改築工事１，６４９円となっております。これは単価の誤りでございまし

て、１６４万９，０００円ということで、数字的には１６４９０００いうことで御訂正

をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○辻委員長 訂正について、先ほどもいろいろありましたので、できましたら最後の最終

日に差し替えということでよろしくお願いします。 

  それでは、教育費について質疑をお受けします。２５６ページから３０７ページでご

ざいます。 

  里川委員。 

○里川委員 そしたら、幾つかあるんですけど、ちょっと一つずつお尋ねしたいと思いま

す。 

  成果報告書の２５９ページにあります外国人英語指導助手の設置なんです。これ以前

と外国人の方、以前はこちらへ来ていただいたというような形で、最近は委託をしてい

るというふうに聞いております。英会話学校なんかいろいろな問題もあったものですか

ら、特にこの委託先について、どのようになっておったのか。 

  そしてまた、小中連携教育のところでも、英会話講師の派遣という事業をやられてい

るんですけれども、この事業との講師の関連ですね、上と下と講師の手配をどのように

されているのかということ。この辺がちょっとわかりにくいですので、御説明いただけ

たらと思います。 
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○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ２５９ページの外国人英語指導助手の設置につきましての委託先で

ございます。これにつきましては、民間会社の英語の指導助手の派遣をいたします派遣

会社の方から委託契約をいたしております。これにつきましては、２万２，０００円の

１９０日ということで４１８万円の委託契約をいたしているわけでございます。 

  それと、小中連携の英会話の講師との関連性いうことでございます。外国人英語指導

助手の場合につきましては、中学校への英語の指導助と言いうことで入っていただいて

おりまして、毎週の月・火・水・金につきまして中学校へ派遣をいただき、木曜日につ

きましては午前中は公民館、午後は小学校、幼稚園といった形で指導助言をお願いいた

しているということでございます。 

  それと、小中連携の英会話の講師でございますけれども、これにつきましては、小学

校４年生から英会話学習を町独自の指導案で取り組みまして、英語を母国語とする講師

によりまして、小・中学校とも１クラス当たり、年１０時間程度指導をお願いしており

ます。英語を音から学習することで、子供たちが英語を楽しいということを感じること

ができるということで、中学校で新しく科目となる英語の不安が減少するということと

ともに、英語学習への意欲を向上させる効果をねらって、今、講師としては天理大学の

講師を派遣していただいております。以上でございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 派遣会社ということでね、前は何か英会話教室をやっておられるような事業

所に委託をして講師を送っていただいているということをお聞きしたようにも思ったん

ですが、普通の派遣会社にこんな外国人の方登録されていて、こういうふうな仕事の仕

方も外国の方もあるんだなと思って、今ちょっと関心しておったんですが。 

  それと、下の方が英会話講師の派遣ということで天理大学から来ていただいて、講師

料を払っているという考え方でよろしいんでしょうか。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 上の段の外国人英語指導の助手の設置ということでございます。Ａ

ＬＴで平成１４年度までやっておりました。それはＪＥＴプログラムということで、県

の事業ということでやっておりましたけれども、その後、平成１５年１０月から、ＡＬ

Ｔの派遣ということで、派遣の委託業者の方で、前回も同じ契約をして実施をしている

ということでございます。 
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  それと、小中連携の方でございますけれども、天理大学の学生さんの方が母国語を話

せる外国人がおりますので、そちらの紹介を受けまして、斑鳩の講師として派遣をいた

だいているということでございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 学生さんだということでわかりました。それらについては、非常に英語とい

うのは重要なことですので、そしてなめらかな流暢な本物の英語にふれるということは

非常にいいことだと思いますので、今後もやっていっていただけたら結構だと思います。 

  それとですね、１点教育委員会に関しまして、ここでは小・中学校講師の配置という

ことで２５７ページから２５８ページにかけて書いていただいています。この講師につ

いても同じことですので、総合してお尋ねしたいと思っておりますが。予算の段階で、

教育費のところで、私は発掘調査員の件で、臨時職員の賃金のことで、いろいろ教育費

の中で申し上げた経過がございます。その後、議会としても全く与り知らない間に、１

９年２月にこの臨時職員の要綱が変えられて、予算の段階でちょっとびっくりしていた

ところが、またその後、２回ほど要綱変更、町もしていただいているように思いますが、

ただこの小学校の講師の配置も、中学校の講師の配置、遺物の方は後で聞かせていただ

きますが、発掘の方は後で聞きますが、小学校、中学校講師の配置の金額書いていただ

いているんですけれども、その何て言うんですか、臨時職員さんの形の給与と言うんで

すか、表で計算するとちょっとこれ合ってこないのかなと思ったりするんですけども、

この講師の方の待遇というのか、それもお尋ねをしておきたいと思います。 

  それと、この小学校の配置では、この３名特別支援教育の充実や、少人数指導という

ことで入れていただいたということなんですけれども、少人数学級への取り組みは１９

年度どういう状況だったのかということと。中学校への臨時講師の配置が、町費講師の

配置が５名ということになっておりますが、これは各中学校でどういうふうに配置をし

ていただいていたのかということをお尋ねしたいと思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 まず、はじめに、小学校講師の臨時職員の賃金の待遇でございます。

これにつきましては、今、里川委員さんの方から申されたとおり、小学校につきまして

は、特別支援対応ということで、各小学校に１名ずつ、合計３名を配置させていただい

ております。その内訳でございますけれども、日給が９，２００円ということで、４年

制大学卒業課程の学力を有する学校臨時講師ということで、職種で９，２００円という
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ことでさせていただいております。１９９日の３人分ということで５４９万３，０００

円の計上ということでございます。 

  それと、中学校につきましては、もう続けてさせていただきますと５名ということで、

これにつきましては教科補助ということで、斑鳩中学校で２名の講師、南中学校で３名

の講師ということでございます。これにつきましても、４年制大学、それから短大卒業

ということで、単価が１８万９，６００円、それと１７万２００円ということで各々５

名の金額を挙げさせていただいているということでございます。 

  それと後、そのうちで２名につきましては、日々雇用になりまして、日数でいきます

と９，２００円の１００日の方が１人と、９，２００円が１６０日の方が１人というこ

とでおられます。 

  それと、少人数学級の指導でございますけれども、町といたしましては、３人、５人

学級といった少人数学級を、町単独で採用するということにつきましては、今現在のと

ころ考えておりませんけども、現在、町費講師の教科補充も含めまして、かなりの学級

で少人数授業が実施できるようになりつつあります。今後とも少人数学級、少人数授業、

どちらにつきましても、教育効果等につきましては、いろいろさまざまな角度から調査

研究しながら、より効果的な指導方法といいますか、習熟度別の指導といったような工

夫を重ねるような学校に対しましても指導をしてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  それにあと、国、県等の要望につきましても、できるだけ実施していただくような形

でも、お願いはしてまいりたい、今現在もお願いしているところでございますけれども、

実施してまいりたいというふうに考えております。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 今内訳聞かせていただいて、ちょっと驚いたんですけれども、小学校の講師

さんというのは日給制で来ていただいているんだなと。年間で大体月給制で今まで講師

というたら来ていただいていたん違うんかなと、町費講師ね。それが、日給制でこうし

て来ていただいているということについては、ちょっとびっくりをしているところです

が、それについては、町の方で採用されて、それで納得をして働いていただけているの

であればあれですが、やっぱり町費講師の場合は、せめて月給制で、そしてまた、勤勉

手当なども支給するような形の採用の仕方で一定の人材確保を行っていただきたいなと

いうのが私の希望なんですけれども。それはそれで１９年度の状況はわかりました。 
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  それと、成果報告書の２６０ページにございます民俗資料室の維持管理ということな

んですが、学童保育室が新たになってから、私自身もこの存在を何か忘れてしまってい

るようなところがありまして、これを見てまして、ああそうや、そうやと思いながら、

一般開放していただいているということなんですが、私もそんなぐらいの認識しかなく

て大変申しわけないんですが、利用状況については、どのようなことになっているのか

なと、一遍お聞きしたいと思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 民俗資料室の利用状況でございます。これにつきましては、毎週土

曜日に開館させていただきまして、１９年度で申し上げますと、年間入館数が８０人で

ございます。月平均いたしますと６．７人という状況でございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 せっかく建物あるんですけれども、そして中に資料もあるんですけれども、

すぐ近くにこれから文化財の活用センターもつくるということの中では、何かもうちょ

っと考え方あるんかなというふうに思います。あの建物もそういうことでは、また何か

別の形で使うことも考えれるのかなと思ったりもします。それは今後、また検討してい

ただけたら結構かと思いますが、ちょっとこの利用状況というのはもったいないような

気がしております。 

  それと成果報告書の２８４ページに、人権教育の推進ということで挙げていただいて

おります。人権教育活動に対する支援ということで、もうこれ補助金ということで、本

当に二つ出していただいているんですね。その補助金出していただいている、この協議

会の委員の構成ですね、何人いらっしゃって、それでどんな活動をしていただいている

のか、そして人権教育研究会というのはどういう会、だから会員数というんですか、何

人の方にこれだけの補助金を出していただいて、どういう活動をしていただいているの

かということについて、お尋ねをしておきたいと思います。 

○辻委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 人権教育推進協議会の補助金が、この斑鳩町内の各種団体すべて入ってい

ただいております。構成団体数はちょっと今、４０団体ぐらいあると思うんですが、そ

れだけ加盟をしていただいています。その数字については、担当の方から。 

  そして、社会教育団体、それと行政、そして学校関係のそういう団体がこの中に加わ

って人権教育の活動をさせていただいております。 
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  それから、人権教育研究会については、これは幼小中の学校の先生が中心となって人

権学習をしていただく団体に、その活動助成をしているということでございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 丸々補助金のみで運営されているこういった協議会についての中身、内容の

精査など、行政としては、この間ですね、いろいろと行政改革の中で行われてきている

のではないかなというふうに思っておるんですが、非常に珍しい、いろいろな協議会の

中にあっても、非常に珍しい形で、他の団体と何か違った形での運営をされている、単

に補助金をもらわれて、しかも補助金をもらって学校関係者や、各種団体の代表が集ま

って一同に介して４０何団体ですか、一体どんな話し合いをなさっているのだろうかと、

ちょっと中身について、よくわからないなというふうには思っているところです。人権

の問題についても、常々一般行政として、どういう研修のあり方がいいのか、そしてど

ういう教育を推進していけばいいのかということについては、私たちは前々からいろい

ろな提起はさせていただいている中で、やはりこれらの協議会の在り方についても見直

しをかけていかなければならない時期にきているのではないかなという思いの中で、毎

回お聞かせいただいていますので、今年もお尋ねしたいと思います。教育委員会では、

道徳の時間にお使いになられる「なかま」という本を県と町２分の１ずつ出して購入さ

れて、全生徒に児童にお配りになっている。道徳という本については４０冊を各学年備

えていて、使い回しをされている。また、心のノートというものができ、そして小中一

貫教育の中での研究の中で、郷土の問題で、道徳の本をまたさらに各学年４０冊購入さ

れたと。非常に重複して本がある中にもかかわらず、ほかの本と同じように各学年４０

冊準備をすればいいのではないかと思う中で、全児童生徒に公費を使ってお配りになっ

ているという状況の中で、その「なかま」という本に、１９年度どれだけのお金が使わ

れているのかも合わせてお尋ねをしておきたいと思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 斑鳩町人権教育推進協議会事業の内容でございますけれども、先ほ

ど申し上げました教育長の方から申し上げましたように、部会が３部会に分かれており

ます。行政部会で１５団体、学校部会で１１団体、社会部会で３２団体といった形での

部会を設けまして、年間の事業計画というものを立てられるわけでございます。そうし

た中で、まずはじめに町民研修をはじめ、人権に関する条例や、人権に関する諸施策の

推進という項目、それからここに住んで良かったというまちづくりについて積極的に地
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域での活動に参加、それから各種研究大会、研修会、人権セミナー等への参加いうこと

いったような中で、人権教育についての取り組みをされているということでございます。 

  主な事業や、関連事業の計画ということでございますけれども、そういった中で、ま

ず１点目に研修会や講演会、懇談会等の開催、奨励ということでございます。それと資

料の作成、啓発活動の実施、それから各種研究会、研修会、講演会等への参加、それか

ら、人権問題啓発活動推進本部との連携でございます。それから、生駒郡人権教育推進

協議会との連携といったような形で、事業計画を進められているというふうに考えてお

ります。 

  それと、あと「なかま」の購入でございます。それにつきましては、２６７ページで

ございます。３８万４，０００円いうことで、人権教育の推進ということで挙げさせて

おりますけれども、その中で、これ一部、消耗品も混じっておりますので、冊子だけを

言いますと単価４５０円の各学年、隔年の１年、３年、５年生の児童７６７人でござい

ます。かけますと３４万４，１５０円という予算を計上させていただき、執行いただい

ております。以上でございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 今、小学校の１、３、５は言っていただいたんですが、中学校の方では、こ

の本はなかったのかということと。 

  それと、人権教育というのは非常に難しいですし、そのあり方についても、今、非常

に問われているときかなということを感じてますので、さらに国連の方で言われている

国際的な視野に立った人権問題ですね、そういうことをきちっと踏まえて、斑鳩町とし

てもやっていっていただきたいというふうに思っております。 

  あわせて ２８６ページにございます社会教育委員会の運営ということで挙げていた

だいているわけなんですけれども、これは公民館のとこで言えばいいのか、どうしよう

かと思ったんですが、でも公民館のところには実在しないものですので、社会教育委員

会の運営で申し上げたいと思います。以前に社会教育法改正されまして、公民館運営審

議会というのは本来設置されていたものが、努力義務となって、すぐに斑鳩町は公運審

をなくし、この社会教育委員に兼務をさせると、兼ねているんだというような言い方を

されてきております。社会教育委員会が年間２回開催されておるところですけれども、

果たしてこの運営の中で、公民館運営審議会としての機能もきちっと果たしていただけ

ているのかどうかというところが、非常に疑問に感じています。これから、朝からも申
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し上げましたが、団塊の世代の方の定年を迎えて、いかにその人たちの学習の場、また

活動の場で活力あるまちづくりをしていく中においては、公民館というのも非常に大事

ですし、社会教育も重要です。そんな中において、きちっと位置付け、公運審としても

位置付けをきちっとしていただけているのかどうか。その辺確認をしておきたいなとい

うふうに思います。 

○辻委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 社会教育委員会については、今おっしゃったように、年２回開催いたして

おります。必要に応じて開催は何回でも結構ですよという委員会の意見もいただいてお

りますので、必要に応じて開催していきたいと思います。ただ、今のところ２回で今は

開催しております。その中で、社会教育の委員と、それから、公民館運営審議会につい

ては、以前に一つにまとめたんですが、このなかで、やっぱり活動の内容的には同じよ

うなものが多いわけでございますので、そうした点では、両者を一つの社会教育活動と

して、あるいは運営に取り組んでいただいているというように思っています。 

  また、今年からなんですが、県の社会教育委員会議と、県の公民館運営審議会、公民

館研究大会を一つにして研究大会を持っていこうやないかという動きが出てきています。

そうしたことから、特にあえて公民館運営審議会を独立させる必要は今のとこないんで

はないかなというふうに思っています。十分、社会教育委員会の中で年間の社会教育活

動、あるいは公民館活動についても、いろいろ議論いただいておりまして、先ほども説

明させていただいたように、成果が上がってきているというふうに思っています。 

  それから、中学校の「なかま」は中学校１年生だけに配布しております。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 ２７５ページでございます。下から二段目、人権教育の推進の中で、

中学校の「なかま」の冊子の決算入っておりまして１５万８，３００円のうち、中学校

につきまして、今、教育長がお答えしましたように、中学１年生を対象に５４０円の２

５７人、１３万８，７８０円いうことでございます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 わかりました。これにつきましては、前段に申し上げましたように、常に意

識、私は意識を持って申し上げたような意識を持ってずうっと行政を見てまいりました

けれども、それとともに、前段に臨時職員の件を申し上げましたが、２９２ページ、２

９３ページに、文化財の関係ですね、発掘調査や保存というようなことでずうっと挙が
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ってますが、整理とか、ここのところで、予算の段階で、私が問題視していた件につい

て、一定町は整理をしていただいて、要綱も２回書換られていたと思うんですけれども、

ここのところ、再度予算のとき問題になっていた件ですので、決算において、きちっと

確認をしておきたいと思いますが、臨時職員さんの勤務時間と、そして日給をお支払い

いただいている状況の中で、奈良県の最低賃金を割るような状況にはなっていないとい

うことをきちっと行政側から御説明をいただきたいというふうに思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 １９年度で申し上げますと、発掘作業員でございます８，４６０円

でございます。それと、発掘調査補助員でございます。これにつきましては５，７６０

円でございます。それと遺物整理補助員につきましては５，４００円いうことでござい

ます。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 それと、私申し上げてきたのは、ほとんど町内の方がこれに関わっていただ

いているということをお聞きしてましたものの、奈良大学なんかとは提携をしている斑

鳩町も提携をしている関係の中では、あそこも文化財学科ですか、史学科ですか、そん

な中で、それらを勉強している学生さんたちが、こういうときにお手伝いに来ていただ

いたりしているような状況があります。そんな中で、あっちこっちからも来ていただい

ているような中で、交通費についてお出ししてないんではないんですかということでは

出してないと、それはできるだけ出す方向に考えてほしいですねという話はしておりま

したが、その後、それについては考え方が変わっていないのかどうか、お尋ねしておき

たいと思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 それ以後につきましても、交通費等は支給はいたしておりません。 

○辻委員長 ほかに。西谷委員。 

○西谷委員 ２８８ページ、今、斑鳩町の公民館まつりと、相当出ている書道にしろ絵画

にしろ、陶芸にしろ非常にレベルの高い作品が出品されるようになってきたんですが。

大人のものについてはそうなんですが、こういう中で、子供たちに情操教育の面からも、

書道とか、絵画とかそういうものを発表する場を設けて、もう少し子供たちに書道や、

絵画、あるいは陶芸等に関心を持ってもらうような、そういう施策というのは必要じゃ

ないかなと思います。例えば、夏休みの後に、各小学校や中学校の作品展みたいなもの
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を公民館で展示して、そして町が賞をやって、それをちょっと励みにしてもらうとか、

あるいは冬の休みにもそういうことをやるというような形で、小さいときから書道とか

絵画そのようなものを親しんでもらって、底辺を広げるようなことをやれないのかなと

いうようなことも思います。 

  例えば、陶芸なんかはなかなか難しいと思うんですが、斑鳩町の陶芸の作品を見てま

すと、町民の方に相当されているレベルの高い方がたくさんおられますから、そういう

方々をコーチに、例えば夏休みに親子でも結構ですんで、親子の陶芸教室みたいな形で

そういう方にボランティアで講師の方に来てもらって、そういう陶芸をしてもらうとか、

何とか地域の人たちと、子供たちとかかわり合って、そこで情操教育のような形で書道

とか絵画、あるいは陶芸ができたら非常に地域の文化のレベルアップには非常にええの

違うかなと思うんですが、その辺の発想というか、そういうことを考えておられるのか

どうか、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○辻委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 子供の作品展というのは、正月は各神社とか、いろいろな団体の書道家が

教室やそういう展覧会をされております学校へは、春５月ぐらいから、いろいろな団体

が学校の方にポスターの製作とか、絵画とか、作文とか、いろいろなものが要請をされ

てきます。そうしたものをすべて子供たちがするというのは非常に難しいございます。

先生方の方で、その中で１点何かできるものということで、宿題も兼ねて、そうしたこ

とに取り組ませているというのはございます。斑鳩ユネスコも、これは私たちのまちを

知るという意味で、絵画展を募集をさせていただいて、１０月に公民館で展示をさせて

いただく、これ２年余続いているんですが、そうしたところに絵画を出していただく。 

  あるいは幼稚園の方では、親子で陶芸をする教室を幼稚園の授業の中でもたせていた

だいてます。そういうことをやりながら、いろいろな関係で、文化的な行事にも子供た

ちも小さいときから参加しているというような状況はあります。ただ、公民館の方で、

子供たちを含めた教室を親子と一緒にやってほしいなと、大人と一緒にやってほしいな

ということで、先生方にお願いをするんですが、募集もするんですけれども、なかなか

子供は入って来ない。そういうところには入ってこないというのが現状でございますの

で、今後もそうした子供たちが公民館により多く、親しんでもらえるようなふうには考

えていきたいというふうには思っています。 

○辻委員長 西谷委員。 
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○西谷委員 現状として、実際には集まりにくいということになって、ぜひともこういう

ことを地域の、防犯と同じように、斑鳩に住んでいる人を斑鳩の人がちゃんと見守ると

いうのと同じように、斑鳩に住んでいる人のそういう文化を、斑鳩に住んでいる人が文

化のレベルアップするいうような、そういう発想をぜひ試みていただきたいなというふ

うに思います。 

  それと、それに関連して、環境教育みたいな形で、富雄川の水質の部分で、斑鳩町の

東小学校ですか、結構評価されているんですが、それと同じような形で、朝言うたペッ

トボトルのそういう回収と同じような形で、今、町がやっているごみの分別についてと

か、そういうことを子供たちが実践、地域で、学校で実践することによって、子供が分

別を覚えてもらうというのは、ある意味では、親がごみを出すときに、混ぜて出すとい

う分については、子供がそういうことをはっきり意識、教えることによって、相当そう

いうことが逆に、家庭で子供が親に注意して、逆になおるような、そういうことを実際

に思いますし、特に海外なんかで、ドイツなんかで小さいときからそういうことが徹底

しているから、子供のときからそういうごみの分別を覚えているということは、大人に

なってもそういう精神というのは育っていくという中では、子供たちにそういうごみ分

別の実践を学校で試みたらどうかなと思うんですが、その辺はどうですか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 この環境問題等については、子供さん等について、東小学校でエコクラブ、

エコキッズという形でやっておられます。これもやっぱり先生が指導をされているとき

は非常にいいんですけども、当時そこにおられた先生、今斑鳩小学校に変わった、斑鳩

小学校がまた、エコクラブが全国大会に２年連続で出ておられるという状況でございま

すから、やっぱりそういう点では、いろいろと先生と子供の関係、そしてまた親、保護

者と子供の関係、それは私はやっぱり集団回収でも、あるいはそういうごみの分別でも、

やっぱり親と子供というのは、必ず子供は子供としての分別をする、あるいはそういう

ことについて、お母さんこういうことしたらあかんよという注意もするようにですね、

やっぱりそれはお互いに、斑鳩町の場合は私はありがたいことに子供さんもそういう教

育というか、いろいろとそういうことで日常から勉強されるということで、非常にそう

いう点ではありがたいなと。これが一つの集団回収とか、あるいはそういうとこに親子

の関係があるんじゃないかなと。そういうことによって、こういう斑鳩町全体の資源化、

ごみ、あるいはそういうもの、そしてまた川をきれいにしようということによって、油
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の廃油等の関係等についても、町へ持ってくる、そのことによって今、燃料にできると

いうことまでなっているわけですから、やっぱりそういうことが子供さんに普及する、

そういうことについては、我々としては、子どもクラブ、非常に今、環境衛生課もそう

いう努力をしながら、学校とも連携を保ちながらやっているということでございます。 

○辻委員長 西谷委員。 

○西谷委員 ぜひ今、環境衛生課と学校とやっているということなので、ぜひともそうい

うのはより活発に進めていただきたいなというふうに思います。 

○辻委員長 ほかに。吉野委員。 

○吉野委員 ２つほどお尋ねをします。 

  １つは、２９４ページ、藤ノ木古墳関係なんですけども、今、現在の土木工学とかの

質問なんですけども、現在の形はずうっとあのまま維持しようとされているんだろうと

思います。高松塚とか、大きな木がはえて、その根っこが古墳そのものをああいうふう

な状態にしてしまったということもありまして、恐らくあの形態を守ったまま維持しよ

うと思っておられるだろうと思います。その際にですね、あれオカメザサですね、あの

状況を維持するためには、かなり維持費がかかるんじゃないかなと思います。法隆寺の

参道を見ますと、ごらんのとおり世界文化遺産の一番目の登録があったんですけど、日

本ではごらんのとおりの柘の間に笹が大きく伸びてちょっと見られないような状況にな

っております。県の方に行きまして、あれ何とかならないんですかねと言うと、予算が、

予算がということで、県も大変がっているようなところがありまして、面積的には同じ

ぐらいの面積なんだろうと思いますので、これはどうでしょうか、例えばどの程度の木

までははえても、防水をやぶらないような木まではそのままにしとくというようなこと

はありますでしょうか。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 藤ノ木古墳そのものは、見ていただいたようにコグマザサで山はやっていま

すから。防水から、あるいはすべてそういう設計等ですね、藤ノ木整備検討委員会で検

討されたことを踏襲されて、そういう結果でああいう最終的にはコグマザサで覆ってい

くと。ただ木そのものについては、全くございませんからね、現状、防水で十分いける

かなということで計画をされています。 

  また、今、参道の関係等には、昨日、今日と刈ってましたけども、非常にきれいにな

ってまいりました。参道は昨日と今日でほぼ終わり。コグマザサの植栽をされてますか
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ら、この関係等については維持は草引きの関係でということになって、私は４月３０日

に、できるだけこれから毎月でも、日を確定して、小学生、中学生、あるいはそういう

ボランティアを募って、やっぱり草を刈っていくと。そしたら小学校、中学生の生徒が

来たら、やっぱりこういう斑鳩町の藤ノ木古墳をやっぱり後世にまで残していくという、

そういう機運を持っていただくということでですね、非常に４月３０日の最初のときは、

新聞等で報道されましてですね、今、夏場ですけれども、この間草を刈らしてですね、

まだちょっと山の天の方はまだ刈れてませんけども、やっぱりこうして秋口になって涼

しくなってまいりますと、そういう点については、やっぱりできるだけ中学生生徒を南

中とか、あるいは斑鳩中学校、あるいは斑鳩小学校、西中学校の生徒を、順次交代で、

そういう時間にお願いしたいということで、今、担当に申し上げています。 

○辻委員長 吉野委員。 

○吉野委員 大変結構なことだろうと思います。中学生、小学生があの山へ登って、雑草

などを抜いたり、岡の形態を守るために、鎌で刈っている姿見たら、やっぱり斑鳩町の

郷土を愛するという気持ちで、何かいいもんだなと思います。 

  もう一つは、３０４ページの町民体育大会ですが、去年と今年と体育長とかいうこと

をしましてですね、この予算を見ると、予算別に見る限りでは、２００万円弱、１２０

万円弱でございますけれども、実際に我々の町内会とか、よその町内会全部合わせまし

たら膨大な行事になっているだろうと思います。今、最初の説明会なんかでも、回りの

自治会の役員さん方は、やめようかとか何かいろいろな声が出ております。町当局でも

十分これは聞かれているだろうと思います。これだけの事業になってきますと、なかな

かやめる、やめないということは大変なエネルギーが必要だろうと思います。各自治体

でも、このようなことに対して、住民とても耐えられないということでやめたとことか、

小・中学校の運動会に発展的解消というか、そういうことでだんだん落ちついてきてい

る、大変いい行事ではあるんですけども、その分、大きな負担もあると。町内の外食産

業というんですか、食糧産業の方々にとっては、これはまた大変な一つの事業の機会で

あるので、そういう意味からいえば、なるべくずうっと続けていった方がいいのか、住

民の気持ちからしたら、次はもうやめようかなという町内会も結構出ているなと思いま

して、この予算１２０万弱の予算でという、さっき見た限りでは、ほかの要素というん

ですか、かなりのことがあるだろうと思います。それから、運動会のときの種目で、例

えば学齢前の子供さんと、６０歳以上の方のペアで何かをすると、こういうことは今の
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地域では考えられないんですよ。同じ地域では、そういう用意できなくて、棄権という

か、よその町内さんから一生懸命探してきて、何とか形つけたけども、当日になって行

けないからやめようとかですね、そういう意味もあって、どう言うんでしょうかね、今

後もちょっと弱気だしたら、すぐとまってしまうと思うんですよね。この辺、どうでし

ょうか、一つ伺っておきます。 

○辻委員長 小城町長。 

○小城町長 今、吉野委員おっしゃるように、毎回この町民体育大会を開く前に町民体育

大会の説明会を中央公民館でさせていただいてます。いろいろと競技を、その２３地区

から代表者等、体育委員さんとか、自治会長さんがお見えになって、いろいろな議論、

意見を聞きます。中にはやっぱりその地域によっては、新しいところの地域は、もう選

手がなかなかないもんやから、その出てもらうという説明に行くのも大変やと、そうい

うものはやめてほしいということもございます。しかし私はですね、やっぱりやること

によって、これが意義があって、必ずやったら皆さん来られるんですよ。経費というの

は、町も結局、１地区については２万円補助しているんです。そして、皆さん方、１地

区についても何箇所も自治会があるんです。仮に５地区でしたら、神南とか、あるいは

そういう地域の方々に昭和団地とかいろいろな組がありますから、その中で、やっぱり

自治会長が交替される、あるいは体育委員の方が苦労されるんです。 

  １万８，０００円、今まで２万円、１割カットして１万８，０００円ですけども、そ

ういう中で、やっぱり皆さん方苦労される。しかし、いざやってしまいますと、きょう

は何やっているんだと、町民体育大会やから行こうかということで、できるだけ種目に

ついても、できるだけ参加しやすい、樽転がしとか、あるいはそういう二人三脚とか、

あるいはそういうデカパン競争とか、いろいろなことを考えていただいて、できるだけ

大いに参加できるようなもの、ただやっぱり町民体育大会、一番メインというのは、や

っぱり８００メートルとか、４００メートルとか、そういうものがやっぱり走られたら、

皆さん方感動されるんです。そういうことも大事やと。そしてやっぱり皆さん方来られ

た中では、周辺の友達が日頃会わない者が会うというとこもございますから、それは私

は意見は出てきます、もうやめたらええやないかと、必ず出ます。しかしやっぱり継続

することに、私はいいんじゃないかと思っています。この間の４月にやらせていただい

たときも、１９年度は５月でしたので、選挙の関係で５月でしたけど、この間のときは

ですね、県会議員さんも共産党の宮本さん来られて、町長さんええことやってまんな、
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こんなことやったらよろしいなとおっしゃる、おっしゃるけど難しいですよと、これは、

なかなか人が集まってくるというのは、なかなかそう簡単にいきせんよということを申

し上げておるんですけどね、やっぱりそれはやれば皆さん方が、今日は町民体育大会や、

どこでやっているねん、健民グランド行こうかということになってですね、そういう中

で、まだ中には町民大会やったら車をとめるとこがないとか、いろいろなことでいろい

ろトラブル等がございますけれども、簡単にやめるというのは、そらやめれば楽は楽で

すけれど、やっぱり継続するというのはなかなか難しい中でも、こうして皆さん方がよ

り、吉野さんも言いますけども、斑鳩町の場合、これ歴史的に考えたら、昭和４０年、

５０年でしたらですね、もう選抜を大和川の河川敷で選抜をしてリレーとか全部出てた

んです。もう今はそれは６０歳、７０歳になってきたものですから、その方々が、だん

だんと結構やと、参加するのはかなわんということになってますから、そこらの関係と、

できるだけこれもう小学生にも参加をしてほしいということで、小学生にもリレーの関

係等について出ていただくということで、ただその時期が、試験があるとか、いろいろ

な関係で学校の行事があるということで出られないときもありますからね、そういう点

のこともございます。私はやっぱりその意見は、やめた方がええという人もありますけ

ども、継続するということでぜひとも進めていきたいという気持ちでおります。 

○辻委員長 吉野委員。 

○吉野委員 はい、わかりました。 

○辻委員長 ほかに。小林委員。 

○小林委員 一つだけお聞きしたいんですけれども、２６６ページの小学校の維持管理に

ついてなんですけれども、小学校のグラウンドにある遊具についてなんですけども、平

成１９年度で目視による点検とか、専門的な金属疲労は目に見えませんので、ここで遊

具はどうなっていますか。 

  小学校の運動場の遊具についてなんですけれども、専門的な目に見えないような点検

の費用一体どれぐらいかかるのかと。 

  それによって、平成１９年度に遊具の撤去したのか、新しく設置したのかについてお

聞きしたいんですけれども、それに合わせて、ついでに平成２０年度の斑鳩町、斑鳩小

学校のグラウンドにあるブランコとシーソーのあれはどのような点検をされて、今、使

用中止になっているのかも合わせてお聞きしたいんですけれども、お願いします。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 
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○野﨑教委総務課長 今、ご質問の小学校の遊具の点検でございますけれども、費用につ

きまして、平成１９年度までは各学校の先生方が、春休み、夏休みのときに点検をさせ

ていただきながら、ペンキ塗り等をやっていただいているということで、ご報告もいた

だいております。平成２０年度につきましては、２０年度からそういった形で、予算化

をさせていただきまして、都市建設部の方でも、そういった形で予算計上されている中

で、学校の方の遊具につきましても、１枚当たり今、手元に今資料持っておりませんけ

ど、約２万円程度でそういった協会の方の点検を、各学校施設回っていただきまして、

そういった形で調査報告書もいただいております。そういった中で、今おっしゃってい

ただきますブランコ、シーソーにつきまして、サビ、磨耗の点で修理しなければならな

いという形での御報告、結果報告をいただきましたので、今のところそういった形で中

止させていただいているということでございます。 

○辻委員長 小林委員。 

○小林委員 ２０年度の予算になるみたいなんですけども、ちょっと今、合わせて、今、

使用中止になっていますけど、それはもう新しくどうされるんでしょうか。それはまだ

なんですか。今いったんとりあえず一時中止ということですか。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 現在のところ、まだちゃんと修理といいますか、現状復旧までは至

ってないというところでございます。 

  再度現場の方へ確認しましてご報告申し上げたいと思います。 

○辻委員長 ほかに。里川委員。 

○里川委員 すみません、ちょっと尋ね忘れてましたので、あと２点ほどすみません。 

  １点は２７０ページ、また２７８ページにわたって、双方小学校、中学校での要保護、

準要保護児童就学援助ということで金額挙げていただいています。前々から私は国は無

責任だということで、予算の範囲内で市町村に２分の１補助すると、この予算の範囲内

でとついているがためにですね、きっちり２分の１の補助がもらえてない状況にあると

いうことで、ずうっと国に対して私は不満を持っておったわけなんですが、実際、この

要保護、準要保護の援助がふえてきているという中で、この金額挙げていただいている

んですけれども、そこの検証をしたいと思いますので、一体国からこのうちどの程度、

補助金がおりてきているのかということについて、お尋ねをしたいというふうに思いま

す。 
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  続けて言わせていただきますと、２８０ページ、学校給食の充実ということで、この

年度から調理洗浄業務を委託するということで進めてきた中では、私、予算のときから、

栄養士さんや、栄養教諭これらについて申し上げてきた経過がございます。その後、１

９年度において、それらの栄養士さん、栄養教諭などについての動向ですね。それとま

た、委託をされましたけれども、１９年度始められて、委託して何か問題などはなかっ

たのかどうかということを確認をしておきたいと思います。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 まず、ご質問の２７０ページの要保護、準要保護の支援でございま

す。これにつきましては、補助金でございますけれども、これにつきましては、要保護

のみ国庫補助２分の１ということで、修学旅行費並びに医療費のみの就学援助というこ

とで、対象者が小学６年生１人ということで２万５，３７４円の補助が２分の１という

ことで１万２，０００円ということでございます。 

  それと、中学校につきましては、対象者がありませんでしたので、補助金はありませ

ん。 

○辻委員長 巻企画財政課長。 

○ 巻企画財政課長 ただいま野﨑課長の方が申しましたとおり、現在のところ、要保護

の児童生徒にかかります分のみ国庫負担と申しますか、国庫補助金の方が交付されてお

ります。準要保護につきましては、補助金の方、一般財源化されましたことから地方交

付税算入されているところでございます。申しわけございませんが、その額については、

ちょっと今のところ把握する資料がございませんので、また後ほどご説明させていただ

きます。以上です。 

○辻委員長 野﨑教委総務課長。 

○野﨑教委総務課長 続きまして、２８０ページの学校栄養職員、栄養士等の配置という

ことで、平成１９年度南中の方で学校の調理洗浄業務の委託した中で問題はないかとい

ったご質問でございますけれども、まず栄養士の配置でございます。これにつきまして

も、今現在は平成１９年度の段階では、小学校に２名の学校栄養職員、中学校に１人の

栄養職員で３名の学校栄養職員がおりましたけれども、この南中学校を調理委託業務す

ることによりまして、平成２０年度から各学校に臨時で町費で栄養士を配置させていた

だいております。これにつきましては、平成２０年度から西小学校、東小学校、斑鳩中

学校におきまして、調理洗浄業務を実施いたしましたことから、各学校に栄養職員を配
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置させていただいたということでございます。 

  それと、１９年度南中学校学校給食の洗浄業務委託にかかわって問題はないかという

ことでございます。率直に申し上げまして、問題ございません。と言いますのは、洗浄

業務に至るまでに、１８年度から１年間、学校栄養職員と事務と、それからいろいろ先

進地の視察する中で、洗浄業務の仕様書等、細かな作業の手順書並び作成をする中で、

そういうような形で委託会社にも常日頃監視等をする中、報告書も出していただくこと

によって、点検もする中で、今のところ問題ございません。それと平成２０年度から斑

鳩西小学校、東小学校、斑鳩中学校でも委託させていただいておりますけれども、それ

らにつきましても、問題はないということでございます。２０年度の給食委託に際しま

して、学校のＰＴＡの役員さん方とも、試食会等もさせていただきまして、ご好評をい

ただいているということでございますので、よろしくお願いしたいと思います。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 １９年度ではふやせなかったけれども、２０年度でふやしたという経過があ

ると、栄養職員さんについてね。それは理解をさせていただきましたが、１点だけね、

ちょっと給食の物資の搬入のことで、ちょっと気になる点がありますので、ほかに言う

場所がございませんので、私この際ですので、ちょっと合わせてお尋ねしたいんですけ

れども。東小学校なんですが、物資を運んで来たときに、たまたまやっぱり運送、輸送

する方にもいろいろな時間の都合もあるやと思いますが、ちょっと早い時間に到着をし

たら、何か８時までは中に入れてもらえないということで、道路にその車をとめていっ

たりして、かえって子供が登校するときに危ないと。見てますと、用務員さんなんか、

東小学校びっくりするぐらい早い時間に学校行っていただいてていらっしゃるんですね。

もう７時になる前からちゃんと中掃除を始めておられてまして、一体この人は何時に来

てはるのやろうと思うぐらいね、早くから一生懸命やっていただいている、それ見て喜

んでいるんですけれども、せっかくそういう方が学校にも早くいらっしゃるのに、物資

を積んでいるトラックが早く着いたからといって、中へ入れてもらえず外で待っている

というような状況、そしてかえってそれが子供さんや、また散歩なさっている近所の皆

さん方には、言うたらかえってとまっているから見えにくい、あれちょっと危ないの違

うか、危険じゃないかというような心配のときもあると。なぜこれは時間決めて、その

時間やないと入れてあげることができないのかとか、そういうところがちょっと私もわ

からないのでね、人がいないからあけれないんだったら仕方ないんですけれども、人も
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いらっしゃるのに、中で待たしてあげるということが、あそこ初日、昨日も聞きました、

一応駐車場用地となっていますのでね、給食棟のあるとこから入るところね、学童立っ

ているとこは駐車場用地ですから、あそこから車入って、あそこで車待機することに何

の問題があるのだろうかと、ちょっと思っているんですが、その辺は、どういうことで

そんなことになっていて、何か決め事があるのか、ちょっと私わからないので、この際

ですので、お聞きしておきたいと思います。 

○辻委員長 栗本教育長。 

○栗本教育長 学校の方は８時前後やったら子供が一斉登校してくる時期でございますの

で、校内にそういう駐車場以外のところでそういう車が行動するということに対して危

険が高いということだと思います。以前にも、そういう給食の車が学校敷地内を通行す

るときに事故があって、子供が亡くなったというところがございます。これは斑鳩では

ないんですけど、こういうことがございますので、特にやっぱりそういう子供のいる間

には、そうした外部からの車の進入には非常に気を使っています、学校として。そうい

うことがあって時間というのが指定されているんだろうというふうに思っています。 

  今おっしゃっているように、確かに用務員さんは早く来ていただいております。これ

は各教室の施錠の開放とかいろいろ仕事があります。その間の仕事がありますので、な

かなか車の誘導するだけの時間の余裕はないのではないかなというふうに思います。 

  今おっしゃっていただいているようなことについても、業者とあるいは学校が早く対

応できるのかどうか、それもまた確認はいたしますけれども、できるだけやっぱり子供

たちの登校時間については、外部からの車の進入は私は控えた方がいいというふうに思

っております。一応学校には意見を聞かせていただきたいというふうに思います。 

○辻委員長 里川委員。 

○里川委員 輸送については、交通機関の流れがある中で、予定どおりの時間に到着しな

いという可能性もあって、かえって早めにということで早く着くという場合もあったり

するんですが、道路上でとまって待っていただくよりは、調理員さんなり、どなたかに

物資を手渡しせなあかんと思うんですね。知らん間に置いておくいうわけにはいかない

ようなので、待機をするにしても、道路で待機してもらうのは危ないのではないかと。

子供たちが出入りする門ではないので、朝、出入りをしない門ですので、そこはまた駐

車場用地ですし、そこでいったん学童保育室の前になりますけどね、あそこで東小学校

の場合やったら、ちょっと入って、すうっと入らせてもうて、そこの中で待っておく方
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が、見通しもええし安全なん違うかなと。物を渡す時間は決められた時間、でないと、

８時なら８時にならないと調理員さんなり来られないんやったら、それはそれで仕方な

いと思うんですけどね、お渡しする時間はあれですけど、待つ時間のときに、ちょっと

そういうことを近所の住民の方から耳にしたものですからね、そういうことが今後あり

ましたときに、ちょっと考慮していただけるような形をとれればいいなと思うんですが。

一遍また学校の方とも話して聞いといてください。それで結構です。 

○辻委員長 ほかございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ないようでしたら、これをもって教育費について審査を終わります。 

  次に、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備費について、合わせて説

明を求めます。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 それでは、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備費につ

きまして一括してご説明を申し上げます。 

  はじめに３０８ページであります。第１０款災害復旧費であります。平成１９年度で

は災害復旧を要する災害が幸いにも発生しなかったことから、第１項農林水産業施設災

害復旧費以降の各項の費目において予算の執行は行っておりません。 

  次に、３１３ページをお願いをいたします。 

  第１１款公債費であります。第１項公債費であります。歳入歳出決算書では１９６ペ

ージとなっておりますけれども、予算現額１１億７，８５７万７，０００円に対し決算

額は１１億７，７４２万４，１５２円で、執行率は９９．９％であります。平成１９年

度の町債の状況は、借入額が１７億５，２６０万円、元金償還額が１０億２，３１０万

４，６１７円で、年度末の町債残高は９３億２，３７７万３，０００円となり、前年度

と比較して７億２，９４９万５，０００円増加しております。 

  主な増加の要因につきましては、斑鳩町総合保健福祉会館建設に伴う新規発行９億４，

３７０万円の増であります。町債の活用については、本町が当面する公共下水道事業や、

学校校舎耐震補強工事、駅前整備等の政策課題を克服していくためには、いわゆる特例

債の活用を含めその活用はやむを得ないものと考えておりますが、将来にわたる財政負

担を十分に考慮して、その対応を図ってまいりたいと考えております。 

  また、平成１９年度におきましても、住民のまちづくりへの参加意識高揚を財政面か
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ら図るため、また資金調達等の多様化の観点から、斑鳩町総合保健福祉会館建設事業に

かかる資金について、３回目の発行となる斑鳩町いきいきの里債、住民参加型ミニ市場

公募債１億円を発行いたしました。 

  金利上昇局面を迎えておりまして、本公募債の商品性が低下したことなどによりまし

て、これまでより低い公募倍率ではありましたが、今回も公開抽選により購入者を決定

させていただき、利率１．０７％の５年満期一括償還、利払い年２回として発行させて

いただきました。なお、今後の発行につきましては、予定した大型事業が完了しました

ことから、当面は発行しない予定といたしております。 

  最後に３１６ページであります。第１２款予備費であります。平成１９年度では時報

放送設備整備に２７３万円、水防作業に伴い必要となった土のう等の購入に５８万５，

０００円、合計３３１万５，０００円をそれぞれの費用に充用しております。以上で、

簡単ではございますが、ご説明とさせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いを

申し上げます。 

○辻委員長 説明が終わりました、第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予備

費について、質疑をお受けいたします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 それでは、これをもって第１０款災害復旧費、第１１款公債費、第１２款予

備費についての審査を終わります。 

  これをもって歳出に対する質疑を終結いたします。 

  続いて、一般会計歳入全般についての質疑をお受けします。 

  池田総務部長。 

○池田総務部長 それでは、歳入の状況につきまして、ご説明を申し上げます。 

  それでは、主要な施策の成果の７３ページにお戻りいただきたいと思います。 

  第２表の平成１９年度一般会計歳入決算の内訳でご説明いたします。平成１９年度の

歳入決算額は第２表のとおり、８７億８，３５１万５，０００円となりました。前年度

の決算額と比較して４億３，３７０万５，０００円、４．７％の減となっております。

その主な内訳は、町税が３１億８，７９７万３，０００円で、歳入決算額の３６．３％

を占めており、次に地方交付税が１８億４，４１８万１，０００円で、決算額の構成比

が２１．０％となっております。町税、地方交付税で歳入決算額の半分以上を占めてお

り、このふたつが町政運営の大きな柱となっております。このほかには町債が１７億５，
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２６０万円、決算額の構成比は２０．０％、国庫支出金が５億５７７万６，０００円で、

決算額の構成比が５．８％、県支出金が３億２，９０１万７，０００円で決算額の構成

比が３．７％、繰越金が２億６，２３１万５，０００円で、決算額の構成比が３．０％

等となっております。 

  次に、これら歳入の状況についてでありますが、はじめに町税につきましては、恐れ

入りますけども、７４ページであります。第３表の平成１９年度町税決算の状況をごら

んいただきたいと思います。第３表のとおり、町税につきましては、町民税が２億５，

２４９万５，０００円、１７．６％の増、固定資産税が１，８１０万９，０００円、１．

６％の増、軽自動車税が１８９万１，０００円、５．８％の増などにより、町税収入全

体では対前年度比２億６，８８３万２，０００円、９．２％の増となっております。 

  このように大きく増収となった要因は、三位一体改革の一環として実施された所得税

から個人住民税への税源移譲に伴う町民税の増収によるものでございますけども、これ

により暫定的に措置されておりました所得譲与税、前年度決算額では１億９，５７６万

１，０００円がございましたけれども、これについては廃止されております。 

  また、町税の徴収率につきましては、全体で９４．６％となり、前年度の９３．５％

と比較して１．１ポイント改善されております。 

  次に、目的税であります。都市計画税の使途状況につきましてご説明をさせていただ

きます。恐れ入ります。決算附属参考資料の資料５をごらんいただきたいと思います。 

  資料５の１０ページをごらんいただきたいと思います。 

  資料５の１０ページでありますけども、ここに平成１９年度の都市計画税収入額は１

億２，５３６万４，０００円となっております。この資料の中でお示ししていますよう

に、公共下水道事業、そしてこれまで都市計画事業として借入を行った町債の償還金に

かかる一般財源は３億１，３５８万３，０００円となっておりまして、この一般財源に

都市計画税を充当できますことから、その税額を充当をいたしているところでございま

す 

  恐れ入ります。また、資料３の７３ページにお戻りをいただきたいと思います。 

  町税と並んで大きな柱でございます。下から７行目であります。地方交付税につきま

しては、地方財政計画の圧縮などにより、国全体の地方交付税総額が４．４％の減とな

っている中、本町におきましては、地域総合整備事業債等にかかる事業費補正の減等に

よりまして、基準財政需要額の減、及び本格的な税源移譲に伴う町民税増収等によりま
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して、基準財政収入額の増によりまして、対前年度比で１億２，５６６万５，０００円、

６．４％の減となっております。 

  次に、その４行下の町債であります。町債につきましては、土地改良事業債、ＪＲ法

隆寺駅周辺整備事業債、道路新設改良事業債、地方一般財源の不足等に対処するため、

地方財政法第５条の特例として発行が認められている臨時財政対策債、減税補塡債が減

額となったものの、（仮称）総合福祉会館建設事業債、地方特定道路整備事業債、まち

づくり事業債が増額となったことによりまして、対前年度比６億２，４６０万円、５５．

４％の大幅な増となっております。 

  次に、上から６行目であります。繰入金でありますが、本町の課題である都市基盤整

備の一層の推進を図るとともに、史跡藤ノ木古墳の整備にあてるため、昨年度に引き続

き都市計画事業整備基金で２，７００万円、藤ノ木古墳整備基金で３，０００万円の取

崩しを行っており、繰入金合計では６，２１０万６，０００円となっております。平成

１９年度の当初予算では、地方交付税総額の減額が国において示される中、行政サービ

スの維持向上を図るため、財政調整基金として９，８００万円の取崩しを予定をいたし

ておりましたけども、予算執行において、効率的効果的な執行に努めた結果、基金の取

崩しを行うことなく決算を終えられたことから、対前年度比４億３，９４０万円、８７．

６％の大幅な減となっております。 

  次に下から５行目の国庫支出金につきましては、児童手当にかかる被用者児童手当負

担金等、障害福祉補助負担金と、まちづくり交付金などが増額となったものの、交通安

全施設等整備事業費補助金などが減額となりましたことから、対前年度比１億７，０４

０万５，０００円、２５．２％の減となっております。これらの歳入を町が自主的に調

達できる自主財源と、その調達を国、県に依存する依存財源に分類してみますと、町税

や使用料及び手数料などの自主財源は３９億１，８１５万６，０００円です。町税は増

額しているものの、繰入金、繰越金等の減額によりまして、対前年度比５億３，４５２

万５，０００円、１２．０％の減となっております。 

  また、歳入全体に占める割合は４４．６％となり、前年度の４８．３％と比較して３．

７ポイント減少しております。一方、地方交付税や町債などの依存財源は４８億６，５

３５万９，０００円で、対前年度比１億８２万円、２．１％の増となっております。 

  恐れいりますけども、資料の一般会計決算の状況というのがございます。資料２であ

ります。資料２の一般会計決算状況の６ページをお願いしたいと思います。 
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  その使途に制約はなく自由に使用できる一般財源と使途が制約されております特定財

源に分類してみますと、町税や地方交付税などの一般財源は６０億３，４４５万１，０

００円で、対前年度比５億４，６５５万９，０００円、８．３％の減となっております。 

  また、歳入全体に占める割合は６８．７％となりまして、前年度の７１．４％と比較

して２．７ポイント減少をいたしております。 

  一方、国庫支出金や、県支出金などの特定財源は２７億４，９０６万４，０００円で、

対前年度比１億１，２８５万４，０００円、４．３％の増となっているところでござい

ます。以上、簡単ではございますけども、歳入全体についての概要説明とさせていただ

きます。よろしくご審議のほどお願いを申し上げたいと思います。 

○辻委員長 一般会計、歳入全般について質疑をお受けいたします。 

  ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○辻委員長 ないようでしたら、これをもって歳入に対しての質疑を終結いたします。 

  次に、認定第３号 平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認

定についての審査に入ります。 

  ここで時間を１９時まで延長します。 

  それでは、認定第３号の説明を求めます。 

  西本住民生活部長。 

○西本住民生活部長 それでは、認定第３号つきまして御説明申し上げます前に、議案書

を朗読させていただきます。 

    認定第３号 

平成１９年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

   標記について、地方自治法第２３３条第３項の規定により、別紙のとおり提出し、

議会の認定を求めます。 

   平成２０年９月１日提出 

                            斑鳩町長 小 城 利 重 

  それでは、平成１９度の国民健康保険事業特別会計の決算の概要につきまして、ご説

明を申し上げます。 

  国民健康保険事業は、どの医療保険に加入されておられない方々が加入をする地域保

険制度でございます。国民皆保険を支えるものであります。しかしその運営は被保険者
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の高齢化や、医療費の増加傾向に対し、若年層の負担力の減少、また国の療養費負担金

の負担割合の減少など、財政面において非常に厳しい状況にあります。それでは、施策

の成果報告書の方で説明をさせていただきます。 

  ３１７ページからでございますが、平成１９年度国民健康保険事業特別会計決算は、

歳入決算額２６億８，９９５万１，６２７円、歳出決算額３３億３，５２２万４，６４

５円で、歳入歳出差引き６億４，５２７万３，０１８円の歳入不足となりました。この

ため、平成２０年度会計におきまして、同額の繰上充用の予算措置を行い、決算を終え

ています。なお、歳入には、本来交付されるべき支払基金からの交付金及び国庫負担金

１，９０７万２，４４３円が含まれていないことから、６億２，６２０万５７５円が実

質的な赤字となります。 

  歳入歳出それぞれの決算額を前年度と比較いたしますと、歳入では ３億５，４８４

万１，２３６円、１５．２％の増。一方歳出が４億８，０２１万５，７８４円、１６．

８％の増となりました。 

  それでは、決算の状況につきまして、歳出の方より、各款ごとにご説明をいたします。

はじめに、３２０ページでございます。 

  第１款総務費であります。総務費全体では、予算現額７，０７７万８，０００円に対

しまして、決算額は６，１５２万６，９８２円であります。８６．９％の執行率となっ

ております。 

  ３２０ページから３２１ページまでの第１項総務管理費、第１目一般管理費では、予

算現額５，３８９万円に対しまして、決算額は４，５７５万７，４７０円で、執行率は

８４．９％であります。国民健康保険事業に携わります職員の人件費及び事務の執行に

かかる経常経費の支出が主なものであります。なお、予算現額の中には、後期高齢者医

療対応等の電算システム改修にかかります委託料の繰越明許分１，０５０万円が含まれ

ております。 

  次に、３２２ページから３２４ページまでの第２項徴税費、第１目賦課徴収費では、

予算現額１，５５３万６，０００円に対しまして、決算額は１，４９７万２，０６２円

で、執行率は９６．３％であります。国民健康保険税の賦課徴収にかかります経費とし

て職員の人件費、徴収嘱託員の賃金、賦課事務の委託料が主なものであります。 

  次に、３２５ページ、第３項運営協議会費、第１目運営協議会費では、予算現額１８

万円に対しまして、決算額は１２万５，０００円で、執行率は６９．４％であります。
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会議を３回開催し、国民健康保険税の税率改正、特定健康診査等、実施計画などにつき

ましてご審議をいただきました。 

  次に、３２６ページの第４項趣旨普及費、第１目趣旨普及費では、予算現額１１７万

２，０００円に対しまして、決算額６７万２，４５０円で、執行率は５７．３％であり

ます。被保険者に国民健康保険制度の周知用冊子、エイズについての正しい知識の啓発

のための冊子を配布し、制度の理解、啓発等に努めました。 

  続きまして、３２７ページから３３２ページにかけての第２款保険給付費であります。

保険給付費全体では予算現額２０億２，５７０万８，０００円に対しまして、決算額１

８億８，６６３万３，２９８円で、執行率は９３．１％であります。この科目は、本特

別会計歳出予算の過半を占める科目でありまして、国民健康保険事業の中核をなすもの

であります。 

  それでは、３２７ページから３２８ページの第１項療養諸費であります。項全体では

予算現額１８億５，０９０万８，０００円に対しまして、決算額は１７億１，４９２万

８，９４９円で、執行率は９２．６％であります。療養諸費全体では、前年度より１億

７，２６０万３，１２１円、１１．１％の増となっております。退職被保険者の増加に

伴い、退職被保険者等にかかる療養給付費等が１６．３％増加したことが保険給付費全

体を伸ばした大きな要因であると考えられます。 

  次に、３２９ページの第２項高額療養費であります。項全体では予算現額１億６，１

００万円に対しまして、決算額は１億５，９４８万４，３４９円、執行率は９９％であ

ります。前年度と比較いたしまして、５，６３４万２，７８３円、１９．７％の増とな

っております。平成１９年４月から７０歳未満における限度額適用が廃止がされたこと

により、制度の周知が一層図られたことによるものと考えられます。 

  次に、３３０ページの第３項移送費については給付事案がございませんでした。 

  次に、３３１ページの第４項出産育児諸費であります。項全体としまして、予算現額

１，０５０万円に対しまして、決算額は９１０万円で執行率は８６．６％であります。

給付件数は２６件でありますが、昨年度より７件、１６５万円の減となっております。 

  次に、３３２ページの第５項葬祭諸費であります。項全体としまして、予算現額３２

０万円に対しまして、決算額は３１２万円で、執行率は９７．５％であります。給付額

は１件当たり２万円で、給付件数は１５６件となっております。前年度と比較いたしま

して、１５件、３０万円の減となっております。 
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  次に、３３３ページの第３款老人保健拠出金であります。款全体では予算現額４億５，

０５２万１，０００円に対しまして、決算額は４億５，０５２万２０円で、執行率は９

９．９％であります。老人保健制度への拠出金は各医療保険者が負担しあうこととなっ

ており、本町の国民健康保険も一保険者として社会保険診療報酬支払基金に拠出いたし

ました。前年度と比較いたしますと、４３３万３，２９８円で１．０％の減となってお

ります。５年連続の減少でありますが、これは平成１４年度制度改正において、老人保

健対象者の年齢引き上げがあり、全国的に対象者数が減少したことによる給付額の減少

が原因であると考えられます。 

  次に、３３４ページ、第４款介護納付金であります。款全体では予算現額１億４，８

１２万円に対しまして、決算額は１億４，８１１万９，０１０円で、執行率は９９．

９％であります。介護保険の第２号被保険者にかかる介護給付費納付金として、社会保

険診療報酬支払基金への納付をいたしました。前年度と比較いたしまして１，６４３万

７，７４６円、１０％の減少でありました。前々年度における確定額が概算の支出金よ

り下回ったことにより、減額精算したことが減少した主な原因であります。 

  次に３３５ページの第５款共同事業拠出金であります。款全体で予算現額２億５，０

８６万１，０００円に対しまして、決算額２億５，０８５万８，８７９円で、執行率は

９９．９％であります。共同事業の主なものは、高額医療費共同事業及び保険財政共同

安定化事業であり、これにかかる拠出を行ったものであります。両事業とも高額な医療

給付の発生による国民健康保険財政への影響を緩和するため、奈良県下の市町村が共同

で資金を拠出し合い、高額医療費を支払った市町村に交付金を交付する事業で、財政に

かかりますリスクを広域的に負担しようとするものであります。高額医療費共同事業で

は１件８０万円、これは月額ですが、８０万円を超える医療を対象に、また保険財政共

同安定化事業では、月額１件３０万円を超える医療費を対象としております。なお、高

額医療費共同事業につきましては、国及び県がそれぞれ拠出金額の４分の１に相当する

金額を負担することとなっております。 

  次に３３６ページの第６款保健施設費であります。款全体で予算現額３１２万３，０

００円に対しまして、決算額は３０１万１，８４９円で、執行率は９６．４％でありま

す。被保険者に対する医療費の通知にかかる経費として２０２万２，８７１円、また人

間ドック検診、受診助成事業として９８万８，９７８円を執行いたしました。 

  医療費通知は年６回実施し、また人間ドック検診助成受給者は５２人でした。 
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  次に３３７ページ、第７款公債費についてでございますが、これは未執行でございま

す。 

  次に、３３８ページの第８款諸支出金であります。款全体では予算現額１３０万２，

０００円に対しまして決算額は８８万１，１３７円で６７．６％の執行率でございます。

税額構成による過年度収入分の国民健康保険税の還付がその内容であります。 

  次に３３９ページ、第４款予備費については充用はございませんでした。 

  次に３４０ページの第１款前年度繰上充用金であります。平成１８年度決算において、

歳入不足が生じましたことから、その不足額５億３，３６７万３，４７０円を平成１９

年度において措置いたしました。 

  それでは、続きまして、歳入の決算状況について、説明を申し上げます。 

  ３１８ページをお開きいただきたいと思います。 

  第２表の１行目、第１款国民健康保険税でありますが、これが８億８０６万６，８０

５円を受け入れしております。平成１９年度課税の調定額８億３，４３８万６００円に

対する収入額が７億７，７３５万７，４６４円、収納率は９３．２％であります。前年

度と比較いたしますと、調定額では８，８８３万９００円、１０．６％の増。収入額で

は８，４７１万４，８６４円、１２．２％の増でありました。 

  滞納繰越分につきましては、調定額２億７，７４９万９，６４９円に対しまして、収

納額３，０７０万９，３４１円、収納率１１．１％となっております。前年度と比較を

いたしますと調定額では１，２５７万９，１２５円、４．８％の増、収納額では２８１

万４４９円、１０．１％の増でありました。 

  国民健康保険税の税率につきましては、国民健康保険運営協議会から税率改定の答申

をいただいた上、平成１８年１２月議会におきまして、国民健康保険税条例を改正し、

およそ１０年ぶりとなる税率の引上げを行いました。今回の改定税率では、平均で医療

分約１２％、介護分で約２０％の引き上げがありました。調定額、収入額の増加はこれ

によるものが主な要因でありますが、今回の税率改正だけではただちに赤字の解消を図

れるものとはなっておりません。なお一層、保険税収入や検診等にかかる医療費の抑制

などによる努力をしてまいりたいと考えております。 

  次に、２行目、第２款国庫支出金であります。一般被保険者にかかる保険給付費、老

人保健医療費拠出金などにかかる国の負担金及び財政調整交付金として６億５，３４１

万８，８２６円を受入れいたしました。 
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  次に、３行目の第３款療養給付費交付金であります。退職被保険者等の保険給付費、

また老人保健拠出金に充当するため、社会保険診療報酬支払基金より６億７，７４８万

３，６２０円を受け入れました。 

  次に、４行目の第４款県支出金であります。高額医療費共同事業拠出金にかかる県の

負担金及び財政調整交付金として、１億１，７３９万７，３５７円を受入れました。 

  次に、５行目、第５款共同事業交付金であります。高額医療費共同事業及び保険財政

共同安定化事業の交付金として２億５，５５１万８，５９５円を受け入れました。 

  次に、６行目、第６款財産収入であります。国民健康保険財政調整基金の運用により

まして、預金利子９万７，５７４円を受入れました。なお、この同じ金額を当基金に積

み立てをいたしております。 

  次に、７行目、第７款繰入金であります。保険基盤安定、職員給与等、事務費の事務

経費、出産育児一時金、財政安定化支援事業にかかります所要額合わせて１億６，２８

６万１，００９円を一般会計から繰入いたしました。 

  次に第８款繰越金であります。保険税の後期高齢者支援金等課税額の新設、保険税の

特別徴収開始に係ります電算システム改修等にかかる経費の一般財源であり、１，３７

７万５，０００円を平成１８年度予算から平成１９年度予算へ繰越ししたものでありま

す。 

  次に、９行目、第９款諸収入であります。１３３万２，８４１円を受入れいたしまし

た。被保険者の保険給付にかかります第三者行為損害賠償納付金、高額医療費共同事業

の積立金を精算した収入が主なものであります。 

  以上で、平成１９年度国民健康保険特別会計にかかります説明とさせていただきます。

よろしくご審議の賜りますようお願いを申し上げます。 

○辻委員長 国民健康保険事業特別会計について、説明が終わりましたので、これに対す

る質疑をお受けいたします。 

  暫時休憩します。 

（午後 ４時５６分 休憩） 

（午後 ４時５８分 再開） 

○辻委員長 それでは、再開いたします。 

  本日はここまでです。これで散会いたします。 

  明日午前９時から再開し、引き続いて審査をいたします。 
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  本日はどうもご苦労さまでした。 

（午後 ４時５８分 散会） 

 


